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緖 言 

米 國紐育 市に 國民 演壇と 名つ くる 協會 有り、 年々 內外 知名 
の 土を 招聘して 講演 會を 開く。 其の 目的は 純粹に 教育的 
にして 政治 上、 宗教 上獨立 不偏を 唱へ 其の 範圍及 勢力は 國 
家 的 及國際 的な 9 と稱 す。 此の 協會 には 會長 とい ふ もの 
無く 副會 長は 十數 名に して 其の 中には 大統領 タフト、 民主 
黨 大統領 候補者た りし ブヲ ィアンの 如き 政治家 有 9、 大審 
院 判事 ブル ージー 有 SN、 奮 敎大 監督 アィ ヤラン ド、 監&グ 9 
アー 博士、 へ ー ル 博士の 如き 宗教家 有り、 アウト ル ーク 編輯 
者アボ タト 博士、 レビ ユ ー、 ォヴ 、レビ H 丨ス 編輯 者 ショウ 博士 及ウ 
4 ル 9 ャム 、デ ー、 ハウ ルスの 如き 操觚者 有り、 米國勞 働會々 長 
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ゴム パ 1 ス有 9、 ジ H 1: クラ ハム、 ブルックスの 如き 社 會學者 

有 9、 其の 理事は 多く 紐 育 市の 實業 家な 9。 此 まで 講演し 
たる 人々 には タブ ト 、ブ ヲィ アン、 ブル ー ワ ー、 紐 育 知事て 一 
ス 、桑 港 市長 弾劾 者と して 有名なる ヲング  > ン 、現國 務卿ノ 
タク ス 等の 米 國人及 露 國國會 議員 ミ 9 ユー コ タフ、 淸國 駐米 
公使 伍廷芳 、和 蘭 社會 政策 者ブァ ン、 H i アン 等の 外國人 有り 
本年度は 創立 以來 第三 年に して 英國 駐米 大使 ブラィス (有 
名なる 「米 國共和 政治」 の 著者) 及英國 海軍 レブ T ナント、 シャツ 
クル  > ン (南極 探險 者) の 外に 日本ょりも 何人 か來 つて 講 汶 
された しとの 事に て 我 外務省へ 照 會し來 り、 交渉の 末 遂に 
余が 出張す る こと、 なり、 本年 二月 一日 紐 育 市 カ ー ネギ ー、 


ホ ー ルに 於て ブル 1 17 丨氏 司會の 下に 講演を 爲 せり。 余 
は尙ほ 夫ょり 米國の 諸大學 等に 於ても 畧 '同一の 講演を な 
したる が、 此 講演は 米國 人に 對 して 爲し たる もの なれば 固 
ょ 9 邦人に 取りて は 趣味 も 利益 も 比較的 些少なる ものな 
らん かと 考ふれ とも、 出發 前に も 亦歸朝 後に も 如何なる 講 
演を なした るかの 問に 接する 事數々 なる に 一々 之に 答 ふ 
るは 煩に 堪へ ざる 次第 なれば、 富山房 主 坂 本 嘉治馬 君の 請 
に 應じ玆 に 原文 及譯 文を 公に する こと  > せ 9。 

曩に 明治 四十 年余は 英 ン ドン 大學の 招聘に 應じ同 
大學に 於て 本邦の 敎 育に 關 する 講義を なした るが、 其 後 之 
に 訂正を 加へ 「日本の 敎育 」 と 題し ロンドン 市 マレ ー商會 に 
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於て 出版せ 9。 之に 對し 同國の 新聞 雜 誌は 種々 批評を 下 
した 9。 而 して 其の 多くは 余の 著書に 對 する 評ょりも 寧 
ろ 其の 中に 説明した る 日本の 敎 育に 就て 彼等の 考 ふる 所 
を 述べた る ものな 9、 中には 誤解 も 有 9 或は 自國の 事に 引 
付て 强て 之を 以て 自己 平常の 意見を 確 めんと する 者 有 SN 
と雖、 亦 以て 他山の石と 爲すべ きもの 少 からず。 之を 邦人に 
紹介す るは 全く 無益の 業に も 非ら •さる 可し と 信じ、 同書の 
細目 錄 と共に 附錄 として 掲載す る こと、 せり。 目錄は 友人 
澤柳 君が 其の 著書 「吾邦の 敎育」 に揭 げられ たる 飜譯に 少し 
く 訂正を 加へ たる もの、 批評の 飜譯は 特に 文 學士相 馬 明 次 
部、 文學士 風見 謙次郧 二君を 煩した る ものな り、 余は 玆 {: 二 


君に 向つ て 厚く 其の 勞を謝 t 

明治 四十 三年 六月  菊 池大麓 


銪言 


% 


m 


目 次 

新 日本、 智識 及道德 上の 發 達…： 一 丨四〇 

rpl ±5 乂 1 六 

『日本の 敎育』 細目 錄 111 六 

『日本の 敎 育』 に 對する 外國 新聞 雜 誌の 批評 …… 一？ 丄一 一一 四 

ゥェスト ミンス タ ー、 がせ ット 一 -is 

タ イ A K a 

モーニ シグ、 ボス 一八 

ィゲ ーー ング 、スタン ダ 1 P JS 

ナブ ザ 1 ゲ T1 . _l jy 

^ n 1 r ::1 

デ ィリ ー、 クロ ニク ; V 一 五 

ディ 3 1 J 1 J 1 ス 

H デュ タ、 ?/ 9 ナ ;v 、 夕 4 ムス 


サタ デ—、 ゥェスト ミン スタ— 
デイ ゞ一 、テ レ！ n ヲ 7 . • • • 

アイリッシュ、 タイム ス 

一一  H 丨 カッス^.、 クロ  ーー ^ «/ • 

¥ パ丨プ 丨 少、 ボス ト 

スクー か マスタ 

マン チ H スタ ー、 ir 丨デ アン 

サタ デ ー、 レ ゲュ 

パブ” ッジ -V 丨ス 、サ ー キュヲ 1 
ジャパ V デ ー V 丨、 八 ヲ ルド 
ク ャパソ 、デ ー V 丨 、メー ^ 

H デュ タ 1 シ a ン：： ：： ，. 

9 ォー 、ナフ ィス、 タイム ス： 

そ テラ； =■>  — 、 ガイド 

9 パ 丨プ丨 少、 ク丨 9 ヤ| 

** 1 デ アン 

八 ルメ^/ ** せ ット 

ス八ク テ*-' ター  .：••••• 


** せ ット 


M 九 

六11 

六 六 

六 七 

八 一 
八 四 
八 九 
九- 
九 八 

1S 

10 八 
10 九 

三 
一一 一一 
ご S 
一一 一八 


新 日本。 知識 上 及び e 德 上の 發達 

明治 四十 三年 二月 一日 米 國紐育 市國民 演壇 
一一 於 ヶル 講演 

g fl 2I 4 g 菊 池 大麓述 

水師 提督 •へ 91 の 日本に 来航して 開港 互市を 求め、 北米 
合衆國 との 通商 條約 先づ 締結せられ、 引 續き歐 洲諸國 との 
條 約訂盟 せられた るは 僅かに 五十 餘年 前の 事な り。 當時 
我々 日本人の 西洋 諸國 民と 相 接する や、 西洋人の 實力复 か 
に 我れ に 優越せ る もの あるを 看取し# へらく、 我が 國 人に 
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して 彼等ょり 同等の 待遇を 得ん と 欲せば、 否、 獨立國 として 
の 存在を 維持 せんと 欲せば、 彼等が 實 力の 本源た る 其の 知 
識を學 得し 其の 技術を 傳 習せ さるべ からず と。 是に 於て 
吾人は 銳 意と 熱心 とを 以て 先づ 此の 學術傳 習の 課程に 服 
事せ 9。 而 して 其の 結果は 最近の 日露 戰爭に 至りて 最も 
著しく 顯 現し、 從來 深く 日本に 注目せ ざ SS し 世界の 人々 を 
驚かせし もの， 如し。 予の 一友の 如きは 如何にして 日本 
人は 斯 くも 驚くべき 「蛾 皮」 を爲し 得た 9 しやとの 問に 接せ 
9。 然れ とも 是れ 吾人の 爲さゾ る 所の ものな り。 されば 
予 は今與 へられた る 短時間を 假 9 て 所見を 演べ 、畢竟 此の 
大飛 躍は 吾人 日本 國民 の發 達ょ 9 起 9 たる 自然の 結果な 


る ことを 論述 せんと 欲す。 

抑 t 也 國民の 長所を 發 見して 之を 學ぶに 熱心なる ことは 
由來 日本人の 顯著な る 一 特性 とい ふべ し。 物質的 精神的 
の 論 無く、 新 事物の 適用が 苟も 國 運の 進 長に 資する 所 ぁり 
と 知らる ゝや 、吾人は 何時 何處 にても 之れ を 採用す るに 躊 
躇 する こと 無し。 こは 吾人の 旣往に 於て 常に 然 9 しこと 
に t て、 愼思 熟慮 以て 外國 優勝の 文明を 輸入した るは 敢て 
現代の みに 限ら ざり しな 9。 

西洋 紀元 第 六 七 世紀の 交に 方 9、 吾人の 祖先は 支那 文明 
に接觸 せし が、 其の 文明が 物質 上、 知識 上、 道德 上、 及び 社會上 
我が 國 民の 狀 態を 善導す る ものなる ことを 認 むる や、 彼等 
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は 直ちに 之れ を 國內に 輸入 L た 9。 就中 吾人の 知識 及び 
道 德の發 達に 最も 重大なる 影響を 與 へたる ものは 漢文 學 
にして、 漢文 學が 遂には 日本の 文 學同樣 に ま、 でな  9 し こと、 
恰も 西 歐諸國 が 文藝 復興 期に 方り て 拉丁、 希 臘の學 藝を輸 
入した るが 如き 趣に して、 其の 程度は 一層 之れ に 過ぐ る も 
の ぁりし なり。 また 支那 文物の 輸入と 共に 日本の 政體に 
も 一大 變 革を 生じたり。 こは 實に 根本的の 變 革に t て 之 
れに 比すべき は 明治の 當代に 於いて 吾人の 行 ひたる 大變 
革 ぁるの み。 卽ち 外國の 制度を 模 して 根本ょり 吾人の 行 
政 組織を 革め、 法律を 新制し、 百度を 更始した るは 歷史 上前 
後 此二囘 な 9 とす。 支那 文明と 同時に 咬た 佛敎の 傳來ぁ 


9 L が、 是れ また 我が 國 民の 發 達に 甚大なる 影響を 與 へた 
9。 

然れ とも 玆に 注意せ ざるべ からざる 一事 あ 9、 そは 此の 
如き 劇甚なる 大變 化の 裡 にあり て、 日本 國民が 其國體 及び 
國民 性の 特色を 嚴に 保持した る こと 是れ 也。 吾人の 思想 
好尙が 支那の 文學 、哲學 及び 佛敎に 深き 感化を 蒙りた るは 
事實な 9 と雖も 、始終 此の 變 化の 裡 にあ 9 て 漢學の 感化を 
も怫 敎の薰 習を も 受け ざり し 特殊の 一物 あり。 何ぞや 。 
吾人の 所謂 「大和魂」 是れ 也。 「大和魂」 は 吾人が 皇室を 尊び、 國 
家を 愛し、 尊皇と 愛國 との 二者を 以て 一とな すの 精神に ょ 
9 て 成る。 皇室に 對 する 深厚なる 尊崇と 忠誠とは 實に二 
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千 五 百年 來の 遺傳 物にして、 天皇と 臣民との 關係 は、 單に今 
上 陛下と 今 代人 民との 間の ものに 止まらず して、 P 話 時代 
よりこの 方歷 代の 天皇と 歷 代の 臣民との 關 係の總 和に 外 
ならざる 也。 傳 に據れ ば 我が 第一 代の 天皇 神武の 建國は 
耶蘇 紀元前 六 百 六十 年に 相當 す。 爾來 今上天皇に 至る ま 
で 一系の 皇統 連綿と して 絕 ^ る こと 無し。 斯く萬 世 一系 
萬國 無二の 皇室を 戴ける ことによ 9 て 皇室と 臣民との 間 
に 特殊の 關 係は 生じ 來れる ものにして 所謂 「國體 の 精華」 は 
實に こ、 に 在りて 存 す。 皇室 尊 祟と 密接の 關係 ぁる もの 
は 祖先 崇拜の 念に して、 是れ亦 上古より 今日 迄 一貫 繼續せ 
る國 風の 一な り。 されば 怫敎の 如き も 國民一 股の 歸依を 


得ん 爲に は、 日本の 神祇は 皆 諸佛の 化身に して、 此 地の 衆生 
を濟 度すべき 本願に ょりて 垂迹せ る ものな 9 との 說を立 
て、 日本の 古神を 諸佛の 群に 吸引して 始めて 其の 目的を 達 
する を 得た 9 しなり。 日露 戰爭 中に 於け る 陸海 軍人の 目 
覺 ましき 言動の 如き も、 此の 尊皇 敬祖の 精神を 度 外に 措く 
ときは 殆と 無意味に 歸すべ きなり。 

武家の 勃興、 封建の 確立 等に 就て は講說 する の 時間 無し 
と雖 も、。 ヘリ ー の 渡 來に先 だつ 二百 餘 年間の 事歷に 就て は 
一言せ •さるべ からず。 此の 一時 代の 間、 日本は 全く 門戶を 
閉鎖して 海外の 交通を 絕 ち、 德川將 軍の 司 配の 下に 太平 無 
事を 樂み たり。 而も 外界の 刺戟な き國 民に 有り勝ちなる 
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が 如き 沈滯衰 弛の 狀に陷 る こと 無 か 9 き。 蓋し 外 邦の 刺 
衝無 かりし 代 9 に、 内部に 於て 德川 幕府の 巧 熟なる 施政の 
下に 三百諸侯 相互 間の 競爭心 を 養成せ 9。 當時 各藩 主は 
自家の 勢力と 名譽 とを 維持 增進 せんこと に 熱中し、 一方に 
は 其の 臣下 卽ち 「土」 の 敎育訓 練を 嚴 にして 盛んに 其の 精神 
を 鼓舞し、 又 一方には 庶民の 工業 殖産を 獎勵 して 領内の 富 
を增 進す るに 力めた SS。  敎 育の 普及と H 藝の發 達とは 此 
の時代の二大產物にして、他年この「士」の子孫が泰西の文明 
に接觸 して 其の 知識を 消化し、 其の 事物を 採取 運用す るに 
十分なる 知力 上の 可撓 性を 陚與 したる もの 實に 二百 五十 
年間の 敎育 訓練の 效 果なり と 謂は ざるべ からず。 


德川 幕府 設立の 頃までは、 佛敎の 寺院は 學 問を 修業す る 
唯一の 場處に して、 武將の 子弟す らも 券院に 於て 敎育 せら 
れ たり。 此 等の 寺院は 後代に 至りても 尙ほ 庶民を 敎 育す 
るの 學校た りし。 德川 幕府の 基礎 漸く 定り 、平和 秩序の 世 
となる や、 將軍も 諸侯 も 其 臣下を 教育す る 設備を 制定せ 
當時 「土」 の敎 育は 漢學と 武術と を 以てせ 9。 但し 漢學は 文 
學 としてょ SN も 寧ろ 經 世の 學 問と して 修められ、 其の 偸理 
說は實 際 的 教程、 卽ち 身を 修め、 家を 齊へ 、領內 の 政務に 參 し、 
又 場合にょ 9 ては 君主を 助けて 全國の 政治を 輔弼すべき 
素養の 爲に 授けられし なり。 歷史の 如き も 單に史 實の爲 
に 研究 せらる  > に 非ず して、 或は 國家 興亡 盛衰の 理を 攻究 
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し 或は 過去の 人 豪 賢士が 施政の 跡を 鑑んが 爲に そられた 
9。 尤も 玆に 記憶すべき は 「土」 は本來 治者と して 生れた る 
こと、 隨て 社會上 政治 上の地位 皆 庶民ょりも 高き が 故に、 自 
己の 爲 にも 國 家の 爲 にも 知識 道德皆 庶民ょり 高から ざる 
ベから ざる ものと せられ、 知徳の 標準に 於て 一層 高尙 なる 
ものを 要した る 事是れ 也。 かくて 彼等が 道徳上 不文の 鐵 
訓は 「武士道」 卽 ち是れ なりし なり。 

文學的 偷理的 修養の 外に、 武士は 又擊劍 、弓術、 槍術、 馬術、 柔 
術、 水泳 等の 武藝を 練習したり。 而 して 其の 目的は 單に是 
等の 技術に 熟達 せんが 爲の みに 非ず して 忍耐、 持久、 剛毅、 其 
他 急遽の 場合に 動顚 せざる 事、 危險に 面して 自若た る 事、 己 


れに克 つ 事 等 凡そ 武士に 必要なる 鍛錬を 受けん が 爲 な^, 
き。 其 師範た る 人々 も 亦單に 技術を 授 くるを 以て 己れ が 
能事 足れり i せず、 尙 精神的 道德的 鍛錬の 重任を 置 ひたる 
ものと して 自ら 居 9 しな 9。 

文武 何れ かに 熟達した る士は 或は 自ら 請 ひ、 或は 君命に 
よりて、 尙 各地を 遊 歷し名 ぁる 師を 尋ねて 修業を 重ぬ。 其 
他 國文學 、醫學 、算術 等は 名々 の 嗜好に 隨 ひ、 又は 君 公の 命令 
によ 9 て 之を 選修 する 者 有 9。 洋學も 亦德川 幕府の 末葉 
頃より 主として 醫學 、理學 の 攻究の 爲に 輸入せられ た 90 
當 時の 武士、 少 くと も 或る 一部の 武士が 如何に 新 知識を 獲 
得する に 熱心な 9 しかを 證 せん 爲に予 は 前 野 (良 澤) 杉 田 (支 
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白) の 二醫に 就いて 言 はんと 欲す。 前 野は 甞て和 蘭 語の ァ 
ル プァべ ッ > と 若千單 語と を 習得せ しが、 一日 和 蘭の 解剖 
書を 得て 同志と 共に 其の 圖を携 へ、 刑 人の 屍體を 解かしめ 
て 比較せ しに、 その 正確なる こと 漢方 解剖 圖 書の 比に あら 
ざるに 一驚した 9。 於是 更に 蘭 語を 研究し、 此の 解剖 書を 
讀み 、之れ を 當時學 者の 常用 語た る 漢文に 飜譯 せんと 決心 
せ 9。 蓋し 其 事業の 困難なる こと 西洋の 學者が 始めて 象 
形 文字を 解釋 せんと 試みた るに 匹敵すべし。 然れ とも 同 
志は 四 年の 刻苦を 重ねて 遂に 其 業を 完成し、 一七 七 四年采 
國史 にても 顯 著なる 年) 初めて 洋式 解剖 書の 飜譯を 刊行し 
た 9。 是れょ 9 和 蘭 語を 學修 する 者 漸く 增 加し、 藥物學 、外 


科學 、植物 學、 理化學 、歷史 、地理、 洋式 兵 操、 砲術 等 © 書 逐次に 飜 
譯 編纂せられ 盛に 學習 せらる、 に 至れ 9。 

外國の 知識に 對 する 斯の 如き 熱中は 蓋し 第 十八 世紀の 
後半に 起り たる 知識 界に 於け る 革命運動の 一部を 爲 せる 
ものと 謂 ふべ し。 此の 革命運動は 文 學界、 藝術界 、政治 界は 
た 宗敎界 に 波及し、 舊理 想に 對 する 一般の 不安と 反動と を 
惹起せ しめた 9。 漢文 學の 專權に 反抗して 國文學 の 研究 
活 氣を呈 し、 玆に 神道の 復興を 見る に 至る。 紀記、 古史 傳の 
類 亦 盛に 研究せられ、 我が 國體 の眞性 漸く 明暸 となる や、 幕 
府の 覇業は 王政の 篡奪 なり t 知られ、 私 かに 其の 不忠 不義 
を 憤慨す る 者 あるに 至れ 9。 此の 時 恰も 北邊に 於て は 露 
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國 との 撞突頻 々として 起る ぁり、 志士の 憂慮 漸く 加は る。 

加 ふるに 多年 太平の 餘 弊を 受け 風俗の 華奢、 道義の 頹敗亦 
如何と もすべからず、 幕府の 基礎 漸く 傾覆 せんとして、 內外 
共に 大變 革の 機 正に 成熟す。 提督べ 9 丨の 我が 海岸に 來 
航せ しは 實に此 時に して、 對外關 係の 紛糾は 愈乂 ^ 幕府を 惱 
ま L 其の 滅亡を 促進せ り。 今や 國內は 到る 處紛 々擾々 と 
して、 7fr の 湧く が 如く、 有爲 慷慨の 志士は 尊王の 一念に 驅ら 
れ 、累を その 主君に 及ぼさ ダらん が 爲に脫 藩して 浪人と な 
9、 專ら國 事に 奔走したり。 蓋し 浪人とは 自由 大膽 なるこ 
と 波浪の 如きの 意に して、 不 覊放縱 、眼中た ゞ 尊王と 愛國と 
ぁるの み。 ベ 91 渡來 後の 十五 年間は 實に 日本 全 國の興 


奮 期な りしな り 

斯 くして 遂に 倒 慕 論 起る。 倒幕の 一大 理由は、 幕府が 勅 
許を 待たざる のみならず 天朝の 意に 反して 擅に 列 國と開 
港條 約を 結びたり とい ふに 在り。 遂に 一八 六 七 年 諸强藩 
の 連合 成 9、 最後の 德川 將軍慶 喜は 其 年 職を 辭 して 大政を 
奉還した 9。 但し 幕黨 中の 固執なる. 者は 鮑く まで 王權に 
抗 せんとして 戰ひ たれと も 多大の 困難 も 無く 鎭定 せられ- 
七 百年 來の將 軍政 治玆に 滅びて、 日本 全國 民は 再び 天皇に 
道隸 する に 至れ 9。 吾人は 此 際に 於け る慶 喜の 恭順なる 
所 置を 記憶すべき 理由 ぁり。 慶喜 をして 若し 忠君 愛國の 
崇高なる 一念 無から しめん か、 全國 を擧げ て慘澹 たる 內亂 
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の 巷に 變ぜ しめし や 論 無し。 されば 朝廷 も 後年 彼れ に最 
高の 爵位 公爵を 賜は りて 其 名 譽を彰 せられた 9。 一八 六 
八 年の 「王政復古」 として 知られた る 空前の 大業 玆に 無事 完 
成す。 

一八 六 八 年を 以て 日本は 新時代に 入れり、 之れ を 明治と 
いふ、 明治とは 「光明 ぁる 治世」 の義 なり。 此の 前年の IE 月 今 
上天 皇卽 位せられ、 十月 慶喜 大政を 奉還す。 是 ょり 先、 幕府 
反 對の諸 土は 皆 「尊王」 と 「攘夷」 とを 標榜した りと 雖 も、 維新 事 
業を 翼 成せし 重立ちた る 人々 は、 攘夷の 到底 不可能に して 
亦 不得策な るを 看破したり しが 故に、 新 政府 劈頭 第一の 斷 
行と して 陛下は 外國の 使臣に 謁見を 許容せられ たり。 此 


の 事 端 無く 保守派の 土を 激昂せ しめ、 數 名の 壯士は 英國公 
使を 參內の 途上に 要撃す るに 至 9 たり。 一八 六 八 年 四月 
六日 今上陛下は 皇族 諸 大官を 京都 内裏の 紫宸殿に 召し、 所 
謂 「五箇 條の御 誓文」 を 誓は せらる。 是れ 陛下が 特に 將來の 
國是 として 示し 賜 ひ、 爾来 今日 迄 常に 實 行し 賜 ひ L 所の も 
の 也。 五箇 條の御 誓文は 下の 如し。 

一、  廣ク 會議 チ起シ 萬 機 公論 n 決ス ヘシ 

二、  上下 心 チー ーー シ盛 一一 經綸 チ行フ ヘシ 

三、  官武 一途 庶人 二 至 ル マテ 各 其 志 チ遂ヶ 人心 チシ 

倦 マサ ラシ メ ソコト チ要ス 

四、  舊來ノ 陋習 チ破リ 天地 ノ 公道 一一 基ク ヘシ 
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五、 智識 チ 世界 1 一 求 メ大 1 一 皇基チ 振起 スへシ 
此の 御 誓文に 基き て 諸般の 大 改革 類々 として 行 はれし が、 
就中 最も 重大なる ものを 封建制度の 廢止 となす。 一八 六 
九 年 諸 藩の 大名は 天皇に 建白し、 全國の 土地 人民は 悉く 天 
皇 陛下の 直轄た るべき ことを 奏請した るを 以て、 諸侯 會議 
召集せられ 其の 建議の 結果に ょりて、 從來 諸侯の 領 したる 
全國 一切の 土地は 悉く 天皇に 返上し、 諸侯は 在来の 上 9 高 
の 十分の一の 金額を 將 來家祿 として 年々 下げ渡さる C こ 
と、 なりぬ。 乃ち 嘗て 將軍が 全國の 行政 權を 天皇に 奉還 
したる と 同樣に 諸侯は 今や その 大義名分と 信ずる 所に 依 
9、 自由意志を 以て、 自己の 領地 及び 領內 臣民の 生殺與 奪の 


權を擧 •けて 之れ を 天皇に 返上した 9 しなり 3 諸侯 及び そ 
の 臣下に 與 へられた る 家 祿は其 後 元， 金に 還算 t て 公債に 
て 交付せられ き。 封建制度の 廢 止は 諸侯の 自由意志 にょ 
9 て斯く 平和の 間に 遂行せられ しもの なり。 此の 大改革 
の 主唱 者は 故 伊藤 公な 9 しが 如し。 公は 甞て對 外の 關係 
上 此の 改革は 當 時の 最大 急務な りし 由を 予に 語られた る 
こと 岛 SN。 

右の 外 重要なる 改革と して 列擧 すべきは、 旅行の 自由、 部 
便 電信 制度の 設立、 鐵 道の 敷設、 燈臺の 設置、 銀行の 創立、 及び 
一般 商工業の 獎勵 等な 9 。 次い、 で 帶刀 禁ぜら る。 此の 禁 
令は 所謂 「武士の 魂」 を 剝奪 する ものと して 一時 保守的なる 
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士族の 反感を 買 ひたりと 雖も 、法律 ©' 前に 四民の 平等を 外 
形 的に 示す 必要ょり 遂に 斷 行せられ た 法律 亦た 全部 
改 制せられ、 徵税 方法 も 新たに 定まる。 曆は 太陰暦を t し 
て 太陽 曆を用 ひられ、 陸軍 海軍は 全然 組織を 新たに し、 徵兵 
令 も 制定 せらる。 此の 新 令に ょ 9 て 武門 興起 以前の 古制 
に復 し、 人民は 各自に 兵士と なる の權利 義務 ある こと  >成 
れ り。 予は 一言を 添 へん 封建の 時代には 人民は 士農工商 
の 四 階級に 分 たれし が、 今や 士族の 帶 刀を 禁ずる と共に 徵 
兵 平等の 令を 布 かれしを 以て、 士族は 特有の 權理を 失 ひ 農 
H 商は その 地位を 高めて 同一の 水準に 歸せ しな 9。 之れ 
と 同時に 士族 も 商工業に 從 事し、 當初は 失敗す る 者 多 か 9 


しも 現 時に 至 9 ては 武士 系統の 人に して 實 業界に 頭角を 
現は せる もの 亦 多し、 是 等の 人々 こそ 實 業界に 武士道を 誘 
導して 實業 道德の 標準を 高めた る 最も 有力なる 一分 子な 
れ。 

上述の 如き 甚大 激甚なる 改革が 何等の 困難 も 故障 も 無 
くして 遂行 せらる、 ことは 有 9 得べ からず、 兎にも角にも 
其 遂行せられ しは 驚くべき 事と 謂 ふべ し。 又 多少の 失錯 
も 免るべからず。 舊來の 美點が 其弊處 と共に 减却 する 事 
ぁらん も亦已 むを 得ず と 雖も大 體上其 失錯の 甚だ 些少な 
りしは 實に 望外の 幸福と 謂 ふべ し。 當時 未だ 靑 年に まし 
ませし 今上陛下が 能く 賢 良なる 左右の 扶翼を 容れ させら 
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れ 、又 彼等を 信任して 顧 念な く 其 經營を 行は しめ 賜 ひたる 
御 聖德は 申す も 更なり、 當 時の 諸侯が 皇 國の爲 めに 大義 公 
道と 信じて、 多年 傳來の 領土 權 力を 返上した る忠直 無私の 
獻身的 愛國心 、また 三條、 岩 倉 等の 諸 卿、 西鄕 、大久 保、 木戸、 大 ^ 
伊藤、 山縣其 他の 諸 名士の 熱誠と 氣 力と 先見と に對 して 我 
等 日本人は 殆と 感謝の 辭を 知らざる なり。 而して 維新の 
際 天皇 及び 國 家の 爲 には 自他を 問は ず 或 階級 又は 或 個人 
の 利害を 犧牲に する は 亳も躊 躁 す、 る 所に あら ざ 9 しと 雖 
も、 尙其 領袖 間に 議論の 衝突 ありし は已 むを 得ず。 廟堂に 
於て 意見の 容れ られ ざり し 者の 中には 蹶然 去つ て 兵力に 
訴 へたる 者 あ 9、 不平 者 流の 騷亂諸 地方に 起 が 其 最も 


重大な りしは 一八 七 七 年に 於け る薩 摩の 反亂 にして、 大西 
鄕 自ら 其の 首魁た りき。 又 自己の 意見を 貫徹 せんが 爲め 
に 近代的の 手段を 取り •し 者 あ 9。 彼等は 國會 開設の 政治 
運動を 始め 政 社を 起し 政治的 集會を 催し、 地方の 有志は 續 
續 上京し 政府に 向って 代 議院の 開設を 請願せ り。 抑， 御 誓 
文 五箇 條の 第一は、 廣く 會議を 起し 萬 機を 公論に 決する に 
あ SN しと 雖も、 當時 人民の 程度 未だ 之を 實 施す るに 適せ ざ 
りしを 以て 漸を 追ぅて 其 準備を なすの 外な かりき。 卽ち 
地方 官は 中央 官吏ょりは 比較的 各地の 民意 民情に 通ず る 
者と なして 假 りに 之れ を 人民の 代表者と して 召集し、 又 元 
老院を 設けて 知識 經驗 ある 者を 勅選して 議官 となし、 又 地 
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方 會議を 起して 地方の 事務を 議す るの 權を與 へ、 其の 議員 
は 人民 中ょ SN 選出せ しめた 9。 斯くて 一八 八 一年 遂に 詔 
勅を 發 せられ 一八 九 〇 年を 以て 國會を 召集し、 其 組織 權限 
は 陛下 親ら 裁 せらる ゝ旨發 表せら る。 次いで 此の 御主 旨 
に 基き、 帝國 憲法 草案の 編纂 委員 會 組織せられ、 故 伊藤 公 其 
の 主宰と なり、 一八 八 九 年 二月 十一 日を 以て 我が 憲法は 天 
下に 發布 せられた 9。 此の 憲法 發 布に 際し 宮城 內の 賢所 
に 於て せ させ 賜 ひたる 皇祖 皇宗に 奉告の 御 誓文、 勅語、 及び 
憲法の 序言は、 日本 國民が 祖先 祟拜の 精神 及び 皇室と 臣民 
との 特殊なる 關係 、卽ち 前に 說 ける 國體の 特色を 最も 明白 
に 表は したる ものな 9。 日本に 於て 憲法 政治の 行は る > 


こと 玆に 二十 年 今や 其 基礎 確定せ りと 云 ふを 得 a 

さて 維新の 際 種々 の 大變革 ありた る 中に 敎育も 固ょり 
閑却せられ ざ 9 き。 五箇 條御 誓文の 第五に も、 廣く 智識を 
世界に 求む るの 御 旨 あり、 敎育 革新の 關鍵 は實に 是 なりき。 
明治 元年 兵 亂の餘 塵尙收 まらざる 際に 於て、 甞て 幕府に ょ 
りて 創立せられ 幕府 倒壤 と共に 閉鎖せ る諸學 校は 直ちに 
再興せられ しのみ ならず、 其 他の 學 校の 各地に 設立 せらろ 
る もの あり、 外 國敎師 も 招聘せられ、 海外 留學生 も 派遣 せら 
れ たり。 一八 七三 年 遂に 學制發 布 せらる。 此の 學 制は 全 
く 新たなる 敎育 組織を 立てた るの みならず、 其の 敎育 平等 
の 新 主義は 爾来 永く 維持せられ たるを 以て 最も 注意に 値 
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す a 教育は 上下 一般に 及ぼさるべき ものなる 事、 敎育の 利 
益は 或る 階級に 於て 特占 すべから ざる 事、 人民は 身分、 職業、 
男女の 區別 なく 皆 必ず 初等教育を 受くべ き 事、 高等 敎 育は 
各人の 材 能に 應じ 均等の 機 會を與 へらるべき 事、 等は その 
要綱に， して、 政治 上に 於け る 封建制度の 廢 止に 同じき 根本 
的 革新を 敎育 制度の 上に 應 用した る ものな 9 き。 爾來今 
日まで 四十 年間に 於て 吾人は 之れ に 向つ て 幾多の 修正を 
加へ たり。 卽ち 他の 事物と 同じく 敎 育に 於ても 力めて 外 
國の良 制に 學ぶ所 ぁらんと 欲し、 或は 敎師 顧問を 外 國に聘 
し、 或は 官吏 學 生を 海外に 派して 歐米諸 國の敎 育 制度を 視 
察せし め、 其 他 書籍、 雜誌 、新聞紙、 會 報の 類 皆 悉く 研究 參考に 


供したり。 其 間 又 諸種の 實驗を 試み 若干の 失敗 錯誤を 演 
じたれ とも、 それ 等の 經驗 によ 9 て、 吾人の 得た る 所 亦尠少 
なりと せず。 而して 現今 も尙ほ 研究 中に ぁるが 故に、 早晚 
解決すべき 問題、 改善すべき 施設 も 亦 多し。 新時代は 實に 
新 問題を 生むな 9。 

又敎 育は 國家最 要務の 一とせられ、 全然 國 家の 管掌 中に 
ぁり。 其 組織は、 内閣よ 9 上奏し、 樞密院 に 御 諮詢の 上發布 
せらる  > 勅令を 以て 規定 せらる。 卽 ち小學 校、 中學 校、 高等 
女學校 、師範 學校、 高等 學 校、 專門學 校、 帝 國大學 、私立 學校 等に 
關 する 勅令 是れな 9。 

小敎學 育は 義務 年限を 六箇年 t し、 滿六歲 よ 9 始 む。 
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小 


學敎 育の 目的は 左の 如し。 

「小 學校ハ 兒童ノ 身 體ノ發 育 一一 留意シ テ、 道 德敎育 及 t 國 
民 敎育ノ 基礎 幷ーー 其 生活】 一 必須 ナル 普通 ノ 智識 技能 チ 
授クル チ以テ 本旨 トス J 

就中 道 德敎育 及び 國民敎 育に 重きを 置き、 特に 陛下に 忠良 
なる 國 民、 國 家に 有益なる 人民を 造らん ことを 期す。 修身 
科は 全科を 通じて 每週二 時間 づ > 授けら る > の みならず、 
他學科 教授の 際に も 常に 之れ に 留意す る こと、 せらる。 
小學 校に 於け る他學 科とは 國 語 # 術、 體操 、唱歌、 手工、 裁縫 (女 
子) 及び 上級に 於て は 理科、 地理、 日本 歷史 等な り。 小 學敎育 
は强迫 制に して、 市町村は 法律を 以て、 其 管内に 在住す る學 


齡兒 童を 收容 する に 足る だけの 小學 校を 設置せ ざるべ か 
らず 。但 無料なる は 勿論な 9。 敎育 普及の 狀態を 示さん 
爲め請 ふ 一二の 統計を 舉げ ん。 一九 〇 七— 八 年には 學校 
數二 七、 一二 五、 生徒 五、 七 〇〇、 〇〇〇 人、 就學 義務 ぁる 學齡兒 
童の 就 學者百 分の 九七强 、日々 の 通學者 平均 九 二の 割合と 
す • 

尋常 小學を 卒業 すれば 高等 小學 に、 又は 男子なら ば 中學 
に入學 する を 得。 中學 は學期 五箇 年に して、 其 卒業 者は 專 
門學校 或は 高等 學 校に 入學 する を 得べ し。 專門學 校の 學 
期は 三年 乃至 五 年、 高等 學 校は 大 學の豫 科に して、 學 期を 三 
年と し、 其 卒業 者は 帝 國大學 に入學 す。 帝 國大學 には 法科、 
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醫科 、理科、 文科、 工科、 農科 あり、 現今は 東京と 京都との 二箇な 
れと尙 東北と 九州 茜 南) との 二大學 設立 中な り。 又 女子は 
尋常 小學 卒業の 後 高等 小學 又は 高等 女學 校に 入學 する を 
得。 高等 女學 校は 學期四 年 乃至 五 年に し て、 學 科は 修身、 國 
語、 外國 語、 歷史 、地理、 數學 、理科、 圖畫 、家事、 裁縫、 音 樂 、體操 等な 9。 
明治 政府は 當 初ょり、 女子 教育の 必要を 認めた 9。 また 日 
本婦德 の鑑と 仰がれ 賜 ふ 皇后陛下には、 常に 女子 教育の 保 
護 者と ならせられ、 「磨かす は 玉 も 鏡 もな にかせ ん學 ひの 道 
も かく こそ あり けれ L-0 の 御製 あり、 之れ を 一八 七 五 年 陛下 御 
保護の 下に 開校した る 女子 師範 學 校に 下賜せられ しが、 此 
の 御 歌は 樂 曲に 上し、 女子 教育の 歌と して 爾來 女學 校に て 


は 式日 等に 之れ を 合唱す。 女子 教育は 斯 く獎勵 せられた 
るに 拘ら ず、 一般人 民が 女子 敎 育を 重視す るに 至りた るは 
極めて 近年に して、 日 淸戰爭 の 前年 卽ち 一八 九 三年には、 小 
學校 生徒 男女の 百分比 例、 男 六 六、 女 三 四、 卽ち 男子は 始と女 
子の 二倍な 9 しが、 一九 〇六 年には 男 五 二、 女 四 八の 割合、 卽 
ち殆と 同等と なる に 至れり。 中等 敎育に て も 亦 之れ と 同 
じく、 一八 八 三年には 全國を 通じて 高等 女學校 僅々 七 校、 一 
八 九 八 年には 三十 三校な り -t が、 一九 〇九 年には 百 六十 校 
に 上り、 年々 急速に 增加 しつ ゝ ぁり。 現今に ては 高等 女學 
校ょり 高き 程度の 官 公立 女 學校 無し。 只 高等 女學 校の 補 
習 科と、 中等 學校女 敎員令 養成す る 女子高 等 師範 學 校と ぁ 
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9。 一般に 女子は 古 5 女學校 卒業後 家庭に て 一 豕 事を 學ぶ 
を 常と す。 

又 各 程度の 實業學 校 ぁり。 男女 共 其の 敎 育の 各 時期に 
應 じて 之れ に入學 する を 得べ し。 其 他 大中小の 私立 學校 
ぁり。 されと 私立 學 校は 少数の 外 推獎に 値する もの 無し。 
蓋し 私立 學 校には 基本 金 無き もの 多く、 又 日本に 於て は 高 
額の 授業料を 徵集 する 事 能は ざれば なり。 日本は 貧國に 
して、 然も 前途に 幾多の 事業を 控 へたる 國 なる 事を 了解せ 
られ たし。 大學も 其 他の 學校も 其の 建築 設備 等 誠に 粗末 
にして、 到底 米 國諸學 校の 宏大なる に 比すべ くも 非ず。 日 
本には 學 校に大 なる 資金を 寄附す る 富豪 極て 少し。 X 父 


兄は 其の 子弟に 十分なる 敎 育を 施さん ことを 熱望す と雖 
も、 其の 多くは、 爲めに 多額の 學資を 支出す る 能は ざるな SN 
故に 吾人の 大 問題は 最小の 價にて 最大なる 効果を 收 めん 
の 工夫に 外なら ず。 今一 層の 資力 だに あら ば 一層の 効果 
を擧げ 得べ しとは 承知せ る ものから、 何時も 資力の 範圍に 
於て 收め 得る 所の ものに 滿 足せざる を 得ざる 次第な り 
予は 前段 小學敎 育に 關し德 育に 最も 力を 注げる 事を 一 
言した るが、 こは 初等 敎 育に 限らず、 大學 以下の 諸學 校、 實業 
學校も 皆同樣 にして 修身 科を 學科 課程に 置かざる 處 無し- 
吾人が 修身 敎 育の 根 本義は 一八 九〇年 特に この 目的を 以 
て發 せられた る敎育 勅語に あ 9。 是れ ょり 先、 多くの 人々 
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は 修身 敎 育の 基礎を 何れに 置くべき かに 就て 大いに 疑惑 
したり。 そは 我 邦の 古ょ 9 傳へ來 9 たる 皇室 尊崇 祖先 祟 
拜 の遺敎 、卽ち 忠孝の 敎が 常に 隱然國 民 道徳の 基本を 成し 
たる ことを 忘れた るに 由る ものにして、 此の 勅語は 卽ち斯 
の 遺敎を 明示せられ たる ものな り。 

勅語の 全文は 左の 如し。 

「朕 惟フ 11 我 力 皇祖 皇宗 國チ 肇ムル コト 宏遠 一一 德 チ樹ッ 
ル コト 深厚 ナリ我 力 臣民 克ク忠 11 克ク 孝〒 億兆 心 チー 
1 ーシテ 世々 厥ノ美 チ濟セ ル ハ此レ 我 力 國體ノ 精華 1 ーシ 
テ 敎育ノ 淵源 亦實 1 一此 11 存ス爾 臣民 父母 一 1 孝 1 一 兄弟 一一 
友 11 夫婦 相和ン 朋友 相 信'〆 恭儉己 レ チ 持、〆 博愛 衆 1 一 及 


ホ； N 學チ 修メ業 チ 習ヒ以 テ 智能 チ 啓發ツ 德器チ 成就 シ 
進 テ 公益 チ廣メ 世務チ 開キ常 1 一國憲 チ重シ 國法 1 一遵 t 
日 一 緩急 アレ ハ 義勇 公ー ー奉シ 以テ 天壤 無窮 ノ皇 運チ扶 
翼ス ヘシ 是 ノ如キ ハ獨 9 朕 力 忠良 ノ臣民 タル ノミ ナヲ 
ス又以 テ爾 祖先 ノ 遺風 チ 顯彰ス ル 1 一足 ラン 
斯ノ道 ハ實 1 一 我力皇 M 皇宗 ノ遺訓 〗ー ツテ 子孫 臣民 ノ俱 
1 一遵 守ス ヘキ 所 之 チ 古今 1 一通シ テ ® ラス 之 チ 中外 1 一 施 
シラ 悖 ラス 肤爾 臣民  > 俱 一一 拳々 服膺シ テ 咸其德 チ ー 1一 

セン コト チ 庶幾 フ 

吾人が 修身 敎 育の 根 本義た る敎育 勅語は 斯の 如し。 見る 
べし、 吾人が 本 原の 道 德は忠 と 孝との 二つ にぁる を。 而し 

新 日本、 知識 上 及び 道德 上の 發達  三 五 


三 六 

て忠は 日本人に 取 9 ては 愛國心 と 一にして 二なら す 孝は 
唯 現在の 父母に 對す るの みならず 違く 祖先に も對 しての 
謂な り。 此の 訓諭は 敢て 新たに 造られた る ものに あらず、 
實に 皇祖 皇宗の 遺された る ものにして、 陛下は 之れ を 以て 
吾人の 忠孝 心に 訴へ 、陛下 御躬ら と俱に 之れ を 服膺 せんこ 
とを 命ぜられ しなり。 勒語が 吾人の >1^ に 鼓吹す る 使 ^ は 
我が 皇室と 臣民との 特殊なる 關係 及び 吾人の 祖先 崇拜心 
を 十分 知得す るに 非ら ざれば 了解し 難し。 實に 吾人が 修 
身敎 育に 於け る最 要の 目的は この 勅語の 精神を 我が 子弟 
に 吹 込みて 永 違に 吾人が 國民 生活の 本源と なさん とする 

にあ 吒 


予は 修身 敎 育の 細目を 述ぶ るの 時間な きを 遺憾と す" 
左に 小學 校に 於け る 修身 教授の 方針を 擧げ ん。 

修身 ハ敎育 1 一關ス 4 勅語 ノ旨趣 1 一基 キテ兒 童 ノ德性 チ 
涵養、〆 道德ノ 實踐チ 指導 スル チ以 T 要旨 トス。 

尋常 小學校 1 一 於 テ ハ 初 ハ 孝悌 親愛 勤儉 恭敬 信實 義勇 等 
1 一就 r 實踐 1 一 適切 ナル 近易ノ 事項 チ授 ヶ漸ク 進 ミ テ ハ 
國家及 社會ー ー對 スル 責務 ノー  班 一一 及 ホン 以テ 品位 チ 高 
メ 志操 チ 固 クン 且ッ 進取 ノ氣象 チ長シ 公 德チ尙 ハ シメ 
忠君 愛 國ノ志 氣チ養 ハンコ ト チ務ム ヘシ。 

女兒 1 ー アリ テ ハ特 1一 貞淑 ノ德チ 養 ハン コト 1 一 注意 スへ 
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r: 一八 

修身 チ授 クル 1 ー ハ 嘉言善行 及 諺辭等 1 一基 キ テ 勸戒シ 常 

11 之 レ チ 服 J» セ シノン コト チ務ム ヘシ 

又中學 校に 於け る 修身 敎育も 一般の 方針は 之と 異なる 
所な く、 大體 左の 如し。 

修身 ハ敎育 1 一關ス ル 勅語 ノ旨趣 1 一基 キ道 德上ノ 思想 及 
情操 チ 養成シ 中等 以上 1一 於 ケル 男子 n 必要 ナル 品格 チ 
具へ シノン n ト チ期シ 實踐 躬行 チ勸獎 スル チ以テ 要旨 

トス 

修身 ハ 初 ハ 嘉言善行 等】 一徵シ 生徒 日常 ノ行狀 一一 因 ミ 1 ブ 
道德ノ 要領 チ 敎示シ 進 ミ テ ハ 稍々 秩序 チ 整 テ 自己 家族 
. 社 會及國 家 11 對スル 責務 チ 知 ヲシメ 又 偸理學 ノー  班 チ 


授ク ペシ 

高等 女學 校の 方針 も 大凡 之れ に 同じ。 但し 此處 にて は修 
身の 下に 作法を 教授す。 古來士 人の 間に も 作法 禮儀 及び 
品格は 武士に 必要の 資格と 見做され、 殊に 婦人は しとやか 
に 進退 動作し、 時々 節々 に 相 應の禮 儀を 心得 之れ を 行 ふを 
大切と 思 はれた るな り。 

今や 日本は 或は 第二の 危機に 近寄 9 つゝ あり。 目下 舊 
習慣と 新 思想との 衝突ょり 來る 重要なる 問題 許 多 あり。 
例せば 日本の 社會 組織は 家族を 單位 として 組成せられ 個 
人を 單位 とせず。 而も 靑年 男女 中には 此の 組織ょり 來る 
所の 霸 束に 默從 せず して 往 々抗議を 唱 へんと する 者 あり。 
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按ふに 現 時に 於て は 在来の 善良なる 事物は 之れ を 保持し、 
新たに 採用すべき ものは 之れ を容れ 、以て 舊組 織と 新 思想 
との 調和を 圖 るを 以て 最も 切要と すべきが 如し。 現今 古 
制度 舊理 想に 對し 一般に 不穩と 疑惑の 念を 懷 くもの 多き 
は爭ふ 可から ず。 予は 將來に 就て は 何等の 明快なる 豫斷 
を も 下す 能は ず。 然れ とも 二千餘 年間 幾多の 變 革を 經 、種 
々の 影響を 蒙 9、 外國の 文物 式法を 採用した るに 拘らず 常 
に 之を 同化し 毅然として 能く 國民的 精神を 確 持し 来りた 
ると 同じく、 將來 とても 尙此等 幾多の 新 問題に 接して 常に 
能く 古来の 美風と 「國體 の 精華」 とを 壤ら ざるの 解決を 遂ぐ 
べきは 吾人の 屠 じて 疑は ざる 所な 9。 
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At  the  present  moment  we  are  perhaps  approaching 
another  critical  stage  : there  are  many  important  problems 
arising  from  the  clashing  of  the  old  established  order  and 
new  ideas.  Thus,  for  instance,  our  social  system  is  built 
upon  family  as  units,  and  not  individuals  ; many  young  men, 
and  women  too,  are  beginning  to  chafe  under  it  and  are 
no  longer  willing  to  submit  quietly  and  without  questioning 
to  restraints  imposed  upon  them  by  such  a system.  There 
seems  to  be  a need  of  readjustment  of  the  old  systems 
and  new  ideas,  so  as  to  retain  the  best  of  the  old  and 
introduce  what  is  good  in  the  new.  In  fact,  there  is  a 
general  restiveness  against  old  authorities  and  doubts 
about  their  raison  d’etre.  I can  not  say  anything  as  to 
the  future,  except  that  it  is  our  belief  and  trust  that  as  we 
have  preserved  the  characteristics  of  our  nationality  during 
so  many  centuries,  through  so  many  changes  and  under 
such  different  influences,  adapting  to  our  own  needs  alien 
civilization  and  its  methods  and  assimilating  them  to  our 
own  national  spirit,  we  may  still  continue  to  do  so  in  the 
face  of  those  new  problems  and  find  a solution  of  them 
in  accordance  with  our  old  traditions  and  “ The  fundamental 
character  of  our  Empire  ”• 
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on  the  virtues  of  chastity  and  modesty. 

“ Encouragement  and  admonition  should  be  given  by 
means  of  wise  sayings  and  proverbs  and  by  tales  of  good 
deeds,  so  that  children  may  lay  them  to  heart  ”• 

So  also  following  general  directions  are  given  as  to 
the  teaching  of  morals  in  middle  schools  : 

“ The  teacliin?  of  Morals  must  be  based  on  the  pre- 
cepts of  the  Imperial  Rescript.  Its  object  is  to  foster  the 
growth  of  moral  ideas  and  sentiments  and  to  give  boys 
culture  and  character  necessary  for  men  of  middle  and 
higher  social  standing  and  to  encourage  and  promote  the 
practice  of  virtues.  The  teaching  should  begin  with  explain- 
ing the  essential  points  of  morals  in  connection  with  the 
daily  life  by  means  of  good  words  or  maxims  or  examples 
of  good  deeds,  to  be  followed  by  a little  more  systematic 
exposition  of  the  duties  to  self,  to  family,  to  society  and 
to  the  State.  Elements  of  ethics  may  also  be  taught •” 

For  girls'  high  schools,  the  directions  are  almost  the 
same,  but  here  under  morals  must  be  taught  manners,  for 
while  good  manners,  courtesy  and  dignity  have  been 
always  counted  among  indispensable  attributes  of  the  samu- 
rais, it  has  been  considered  specially  essential  for  a lady 
to  be  possessed  of  good  manners,  to  behave  properly  at 
all  times,  and  to  know  and  do  what  is  fit  and  proper  on 
all  occasions. 
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that  the  Rescript  conveys  to  us  cannot  be  properly 
understood  without  the  knowledge  of  the  peculiar  relation 
between  the  Imperial  House  and  the  people  and  of  reve- 
rence for  ancestors.  In  fact,  the  most  important  object  of 
our  moral  education  may  be  said  to  consist  in  so  imbuing 
our  children  with  this  spirit,  the  spirit  of  the  Rescript,  that 
it  forms  a part  of  our  national  life. 

I am  sorry  that  time  does  not  allow  me  to  go  into 
details  of  moral  instruction,  but  I must  tell  you  about  the 
directions  with  regard  to  the  teaching  in  primary  schools 
which  are  given  as  follows  : 

“The  teaching  of  Morals  must  be  based  on  the 
Imperial  Rescript  on  Education,  and  its  aim  should  be  to 
cultivate  the  moral  nature  of  children  and  to  guide  them 
in  practice  of  virtues. 

“In  the  ordinary  elementary  course,  easy  precepts  ap- 
propriate for  practice  concerning  such  virtues  as  filial  piety 
and  obedience  to  elders,  affection  and  inendship,  frugality 
and  industry,  modesty,  fidelity,  courage  etc.,  should  be 
given,  and  then  some  of  the  duties  towards  the  State  and 
society,  with  a view  to  elevate  their  moral  character, 
strengthen  their  will,  increase  tneir  spirit  of  enterprise, 
make  them  value  public  virtues  and  foster  the  spirit  of 
loyalty  and  patriotism. 

“ Tn  the  teaching  of  girls,  special  stress  must  be  laid 
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pursue  learning  and  cultivate  arts,  and  thereby  develop 
intellectual  faculties  and  perfect  moral  powers ; furthermore, 
advance  public  good,  and  promote  common  interests ; 
always  respect  the  constitution  and  observe  the  laws ; 
should  emergency  arise,  offer  yourselves  courageously  to 
the  State  ; and  thus  guard  and  maintain  the  prosperity  of 
Our  Imperial  Throne  coeval  with  heaven  and  earth.  So 
shall  ye  not  only  be  Our  good  and  faithful  subjects,  but 
render  illustrious  the  best  traditions  of  your  forefathers. 

The  Way  here  set  forth  is  indeed  the  teaching  bequeath- 
ed by  Our  Imperial  Ancestors,  to  be  observed  alike  by 
Their  Descendants  and  the  subjects,  infallible  for  all  ages 
and  true  in  all  places.  It  is  Our  wish  to  lay  it  to  heart 
in  all  reverence,  in  common  with  you,  Our  subjects,  that 
we  may  all  thus  attain  to  the  same  virtue. 


Such  is  the  Rescript  that  forms  the  basis  of  our 
moral  education : you  will  observe  that  the  two  cardinal 
virtues  are  loyalty  (which  with  us  is  identical  with  patriotism) 
and  filial  piety,  meaning  thereby  not  filial  piety  to  our 
immediate  parents  alone  but  to  our  anccsters  for  genera- 
tions. The  precepts  given  are  nothing  new  but  “ teaching 
bequeathed  to  us  by  the  imperial  Ancestors,”  and  the  Emper- 
or calls  upon  us  to  join  with  him  in  obeying  these  precepts 
by  appealing  to  our  loyalty  and  filial  piety.  The  message 
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the  universities,  in  technical  schools  as  well  as  in  culture 
schools,  special  moral  instruction  is  given.  The  basis  of 
our  moral  instruction  is  the  Imperial  Rescript  which  was 
issued  by  the  Emperor  specially  for  this  purpose  in  1890. 
For  some  time  preceding  that,  many  people  were  in  great 
doubt  what  snould  be  made  the  basis  of  our  moral  educa- 
tion, forgetting  that  in  our  old  traditions  of  devotion  to 
the  Imperial  House  and  reverence  for  our  ancestors,  of 
loyalty  and  filial  piety,  we  had  a most  valuable  inheritance 
which  has  always  implicitly  been  the  basis  of  our  moral 
training.  This  was  formulated  in  the  memorable  rescript 
I am  going  to  read  to  you. 


IMPERIAL  RESCRIPT  ON  EDUCATION. 

Know  ye,  Our  subjects  : 

Our  Imperial  Ancestors  have  founded  our  Empire  on 
a basis  broad  and  everlasting  and  have  deeply  and  firmly 
implanted  virtue  ; Our  subjects,  ever  uni  tea  in  loyalty  and 
filial  piety,  have  from  generation  to  generation  illustrated 
the  beauty  thereof.  This  is  the  glory  of  the  fundamental 
character  of  Our  Empire,  and  herein  also  lies  the  source  of 
Our  education.  Ye,  Our  subjects,  be  filial  to  your  parents, 
affectionate  to  your  brothers  and  sisters  ; as  husbands  and 
wives  be  harmonious,  as  inends  true  ; bear  yourselves  in 
modesty  and  moderation  ; extend  your  benevolence  to  all ; 
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grade  except  supplementary  courses  in  high  schools,  and 
female  higher  normal  schools  for  training  of  teachers  for 
normal  schools  and  girls’  high  schools  ; generally,  girls  learn 
housekeeping  and  housewifery  with  their  mothers  after 
leaving  high  school. 

Both  boys  and  girls  may  enter  technical  schools  and 
colleges,  of  which  there  are  several  of  various  grades,  at 
different  periods  of  their  education  ; or  they  may  enter  private 
schools,  only  few  of  which  can  however  be  recommended 
for  they  have  scarcely  any  endowment  and  tuition  fees 
cannot  be  very  high  in  Japan.  You  must  understand  that 
Japan  is  a poor  country,  having  so  many  things  to  ac- 
complish : our  schools,  colleges  and  universities  have  but 
sorry  buildings  and  equipment,  not  to  be  compared  with 
magnificent  ones  of  yours ; we  have  no  millionaires  to 
endow  our  educational  institutions,  and  our  parents  although 
always  most  desirous  to  give  their  children  best  education, 
can  not  mostly  afford  to  pay  large  amount  for  it ; thus 
our  great  problem  is  to  try  to  secure  maximum  efficiency 
with  minimum  cost,  but  we  have  so  often  to  be  content 
with  what  we  can  get,  although  we  know  that  we  could 
do  much  better  if  we  could  have  more  means. 

I said  in  reference  to  elementary  schools  that  we  laid 
great  stress  on  moral  instruction : that  is  true  not  in 
51  ementary  schools  only  ; in  all  schools  and  colleges  below 


(20) 


Mathematics,  Science,  Drawing,  Household  matters,  Sewing, 
Music  and  Gymnastics.  The  government  of  Meiji  has 
recognized  from  the  very  beginning  the  importance  ot 
female  education  ; the  Empress,  who  is  looked  up  to  by 
the  whole  nation  as  the  model  of  Japanese  womanly  virtues, 
has  always  been  a great  patron  of  female  education  : she 
has  specially  composed  a short  verse,  which,  literally 
translated,  means  : “If  we  polish  not  a gem  or  a mirror, 
what  good  will  it  be?  With  the  way  of  learning,  it  is  the 
same  ”， and  sent  it  to  the  Female  Normal  School  opened 
under  her  auspices  in  1875.  (I  may  mention  that  a mir- 
ror is  often  regarded  as  a woman’s  soul).  This  has  been 
set  to  music,  and  are  sung  in  girl’s  schools,  on  all  ap- 
propriate occasions,  as  women’s  educational  song.  Yet, 
notwithstanding  the  encouragement  given  to  female  educa- 
tion, it  is  but  quite  recently  that  people  in  general  have 
come  to  realise  its  importance : thus,  as  late  as  1893, 
just  before  the  war  with  China,  the  ratio  of  girls 
to  boys  in  elementary  schools  was  34  to  66%t  while 
in  190 6,  it  has  increased  to  48  to  52%.  Taking  the  second- 
ary education  it  is  the  same  : in  1883,  there  were  only 
7 girls’  high  schools  and  only  33  in  1898,  while  in  1909 
we  had  160,  and  the  number  is  increasing  rapidly  every 
year.  At  present,  there  is  no  public  or  government 
provision  for  female  education  beyond  the  high  school 
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i.  e.  towns  and  villages  are  bound  by  law  to  provide  schools 
for  children  within  their  jurisdiction,  the  tuition  being 
free.  Now  to  give  you  some^  idea  of  the  diffusion  of 
education,  allow  me  to  give  a few  statistics : in  1907 -8 
there  were  27,125  schools,  with  over  5,700 ,000  children 
average  of  daily  attendance  being  a little  over  92^4 
while  the  registered  number  was  over  97%  of  the  total 
number  of  children  of  the  school  age. 

After  a child  has  gone  through  the  elementary  school, 
it  may  go  on  to  a higher  elementary  school,  or  a boy  may 
go  on  to  a middle  school. A middle  school  course  is  of 
five  years,  after  finishing  which  he  may  enter  special 
school  with  three  to  five  years  courses  or  ‘‘  high  erschool ’’ 
preparatory  to  the  universities,  with  a course  of  three 
years.  A boy  who  has  gone  through  the  higher  school 
course  enters  one  of  the  Imperial  Universities,  with  profes- 
sional courses  in  Law,  Meaicine,  Science,  Literature  and 
Philosophy,  Engineering  and  Agriculture.  Fhere  are  two 
Imperial  universities  of  Tokyo  and  Kyoto  ^nd  two  more- 
in  course  of  organization,  one  in  the  North  iiast  and  the 
other  in  Kyushu  or  South  West.  A girl  after  finishing 
her  elementary  school  course  may  enter  Higher  elementary 
school,  or  may  on  to  girls， high  school,  with  a 4 to  5 
years’  course,  the  subjects  taught  being  Morals,  the 
language,  a foreign  language,  History  and  Geography, 
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which  are  issued  by  the  Emperor,  on  recommendation  of 
the  cabinet  after  being  submitted  to  the  Privy  Council : these 
refer  to  Primary  or  Elementary  Schools,  Middle  Schools, 
uirl’s  High  Schools,  Normal  Schools,  Higher  Schools  (which 
are  preparatory  to  the  し niversmes), Special  Schools,  Univer- 
sities, and  Private  ^cnools. 

The  Primary  or  Elementary  education  consists  of  a 
six  years  compulsory  education,  beginning  after  a child 
has  completed  its  sixth  year.  Its  purpose  is  thus  defined  : 

“ Llementary  schools  are  designed  to  give  child- 
ren rudiments  of  moral  education  and  of  civic  educa- 


tion, together  with  such  general  knowledge  and  skill  as 
are  necessary  for  life,  while  due  attention  is  paid  to 
their  bodily  development 

Great  stress  is  laid  on  moral  education  and  on 
“ civic  ” education  by  which  we  understand  education 
specially  adapted  to  make  the  child  a good  subject  of 
the  乜 mperor  and  a useful  member  of  the  community. 
Special  lessons  in  morals  are  ^iven  two  hours  a week 
throughout  the  course,  while  every  care  is  taken  to  give 
moral  training  in  teaching  of  other  subjects  also,  which 
include  the  language,  arithmetic,  gymnastics,  drawing,  sing- 
ing, manual  work,  and  sewing  (for  girls),  with  elements  of 
science,  geography  and  Japanese  history  in  higher  grades. 
The  elementary  education  being  compulsory,  communities. 
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as  establishing  an  entirely  new  system  of  education,  and  on 
account  of  its  principle  ever  since  maintained — the  principle 
of  educational  equality.  Education  was  to  be  universal, 
its  advantages  were  not  to  be  monopoly  of  any  one 
class  ; everybody  must  receive  primary  education  at  least 
without  distinction  of  class,  occupation  or  sex,  and  as  for 
higher  education  equal  opportunity  was  to  be  given  to  all 
according  to  their  capacity  : in  fact  the  new  system  was 
to  effect  a revolution  in  education  equivalent  to  the  abolition 
of  feudalism  in  the  political  world.  During  the  forty  years 
which  have  elapsed  since  that  time,  we  have  been  making 
many  changes  ; in  educational  matters  as  in  others,  we 
were  eager  to  learn,  foreign  teachers  and  advisers  were 
engaged,  officials  and  students  were  sent  abroad  to 
study  the  systems  and  methods  of  education  in  Europe 
and  America ; books,  pamphlets,  capers  and  reports 
were  studied  and  discussed.  Many  experiments  were  tried, 
and  many  were  failures  and  mistakes,  but  we  have  learnt 
from  them  and  pronted  by  them.  And  we  are  still 
learning  and  investigating  : there  are  many  questions  which 
we  have  to  solve,  many  improvements  which  we  have 
to  attempt.  New  times  bring  new  problems. 

Education  is  regarded  as  one  of  the  most  important 
functions  of  the  State  and  is  therefore  placed  entirely  under 
the  state  control.  It  is  re^iilat^d  by  Imperial  ordinances 
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in  1890  and  that  He  himself  would  determine  its  organiza- 
tion and  power.  In  accordance  with  this  promise,  the 
constitution  framed  by  a special  commission  under  the 
presidency  of  the  late  Prince  Ito  was  promulgated  on 
February  1 1 th,  1889  : the  words  of  the  Imperial  oath  at 
the  sanctuary  of  the  Imperial  palace,  and  of  the  Imperial 
speech  delivered  on  the  same  occasion,  as  also  of  the 
preamble  to  the  constitution  are  most  noteworthy  as  they 
well  illustrate  the  spirit  of  reverence  for  ancestors  and 
the  peculiar  relation  between  the  Imperial  House  and  the 
people,  which,  as  I have  said,  constitutes  the  fundamental 
character  of  our  nationality.  We  have  had  twenty  years 
of  constitutional  government,  and  it  may  be  said  to  be  now 
established  in  Japan  on  a firm  basis. 

Education,  of  course,  was  not  neglected  amongst  those 
great  changes.  It  was  explicitly  stated  in  the  fifth  article 
of  the  Imperial  oath  that  knowledge  shall  be  sought  for 
throughout  the  world  ; this  is  the  key-note  of  the  educational 
changes  that  followed.  Already  in  the  first  year  of  Meiji 
even  while  fighting  was  still  going  on  in  some  parts  of  the 
country,  the  schools  established  by  the  shogun  ate  and 
closed  at  its  downfall  were  reopened  and  new  ones  opened 
in  different  parts  of  the  country ; foreign  teachers  were 
engaged  and  students  were  sent  abroad.  In  1873  the  first 
education  code  was  promulgated  which  is  most  noteworthy 
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opinion  among  the  leaders  ; some  worsted  in  the  council 
had  recourse  to  arms  and  there  were  several  risings  of 
the  disaffected,  by  far  the  most  important  of  which  was 
the  rebellion  of  Satsuma  in  1877  headed  by  the  great 
Saigo  himself.  Others  tried  more  modern  methods  for 
making  their  opinions  heard  and  began  a political  agitation 
for  the  summoning  of  a national  assembly  ; associations 
were  organized,  meetings  were  held,  and  deputations  from 
various  parts  of  the  country  came  to  the  capital  to  make 
representations  to  the  government.  Now  it  was  enunciated 
in  the  first  article  of  the  Imperial  oath  that  deliberative 
assemblies  shall  be  established  : people  were  not  yet  ready 
for  it  to  be  carried  out  in  those  early  days,  but  steps 
were  taken  to  prepare  people  for  this.  Thus  meetings  of 
prefects  were  summoned  to  be  consulted  on  legislative 
measures,  as  representatives  of  the  people,  it  being  supposed 
that  they  would  be  better  acquainted  with  the  needs  and 
desires  of  the  people  than  officials  of  the  central  govern- 
ment ; a senate  was  organised,  composed  of  members 
appointed  by  the  Emperor  from  among  those  distinguished 
for  their  wisdom,  learning  and  experience  ; local  assemblies 
were  established,  composed  of  members  elected  by  the 
people  and  having  the  power  of  discussing  local  affairs, 
finally,  in  1881,  the  Emperor  issued  a proclamation,  i.i 
which  he  declared  that  he  would  call  a national  assembly 
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raising  the  standard  of  business  morality  by  introducing 
Bushido  in  business. 

It  is  not  to  be  expected  that  such  great  and  radical 
changes  as  I have  sketched  should  have  been  carried  out 
without  difficulty  or  opposition ; one  may  rather  be  surprised 
that  they  were  carried  out  at  all ; neither  can  it  be  expected 
that  some  mistakes  should  not  have  been  made,  nor  that 
sometimes  the  good,  that  should  have  been  retained,  did 
not  go  overboard  with  the  bad  ; on  the  whole,  however, 
wonderfully  few  errors  were  made.  One  can  never  suf- 
ficiently admire,  nor  can  a Japanese  feel  too  grateful  for 
the  wisdom  of  the  Emperor,  who,  young  as  he  was, 
listened  to  able  and  wise  counsels  of  his  devoted  counsel- 
lors and  supported  them  with  unwavering  confidence  in 
them  ; nor  the  disinterested  and  self-sacrificing  patriotism 
and  loyalty  of  daimyos,  who  gave  up  their  feudal  ter- 
ritories and  power  which  they  had  held  for  centuries,  all 
for  the  sake  of  the  Empire  and  because  they  thought  it 
just  and  righteous ; nor  the  devotion,  energy  and  foresight 
of  great  court  nobles  like  Sanjo  and  Iwakura,  and  of  distin- 
guished samurais  like  Saigo,  Okubo,  Kido,  Okuma,  Ito, 
etc.  There  was  no  hesitation  in  sacrificing  interests  of 
particular  classes  or  individuals,  their  own  or  of  others,  for 
the  sake  of  the  Emperor  and  for  the  good  of  the  nation. 
Yet  it  was  inevitable  that  there  should  occur  differences  of 
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was  made  entirely  free,  post  and  telegraph  service  was 
organized,  railways  began  to  be  constructed  and  lighthouses 
to  be  built,  banks  were  established,  and  in  various  ways, 
industry  and  commerce  were  encouraged.  The  wearing  of 
swords  was  forbidden,  an  act  which  gave  great  offense  to 
conservative  samurais,  swords  being  regarded  as  the  soul 
of  samurai,  but  perhaps  all  the  more  necessary,  for  it  was 
an  outward  expression  of  the  equality  of  all  classes  before 
law.  The  laws  themselves  were  thoroughly  revised ; a 
new  system  of  taxation  was  introduced.  The  calendar  was 
changed  from  the  lunar  to  the  Gregorian.  Army  and 
navy  were  completely  reorganized,  and  a system  of 
conscription  was  introduced,  this  being  a return  to  the  old 
days  before  the  rise  of  the  military  class,  when  everybody 
was  liable  to  military  service.  I should  mention  here  that 
in  the  old  feudal  days  people  were  divided  into  four  class- 
es, namely  the  samurais,  the  farmers,  the  artisans  and 
the  merchants ; now  by  taking  away  the  privilege  of 
wearing  swords  from  samurais  and  by  the  system  of 
universal  conscription,  the  status  of  people  in  general  was 
raised  to  the  same  level.  On  the  other  hand,  samurais 
entered  the  ranks  of  industry,  and  though  at  first  many 
were  unsuccessful,  others  have  succeeded,  and  nowadays 
there  are  many  eminent  business  men  of  samurai  origin, 
and  they  have  been  one  of  the  most  important  factors  in 


( w) 


followed  in  rapid  succession  : the  greatest  and  most  import- 
ant of  all  was  the  abolition  of  the  Feudal  System.  In 
180 9,  several  great  daimyos  memorialized  the  throne  that 
it  was  just  and  proper  that  all  the  people  and  lands  of 
the  Empire  should  be  under  the  direct  control  of  the 
Emperor ; all  the  daimyos  were  thereupon  summoned  to 
a conference,  and  in  consequence  of  the  recommendation  of 
this  meeting,  all  fiefs  hitherto  held  by  them  were  restored 
to  the  Emperor,  the  daimyos  receiving  one  tenth  of  the 
revenue  of  their  former  fiefs  as  pension,  fhus,  just  as  the 
shogun  had  surrendered  into  the  imperial  hands  the  power 
of  administration  over  the  whole  Empire,  so  now  the 
daimyos,  of  their  own  free  will  and  because  they  deemed 
it  just  and  righteous,  gave  up  Vieir  land  and  power  even 
of  life  and  death  over  their  vassals  and  people  within 
their  territories.  The  pensions  of  daimyos  and  their 
vassals  were  afterwards  commuted  at  several  years’  pur， 
chase  into  national  bonds.  Thus  peacefully,  by  the  free 
will  of  military  lords  and  their  vassals,  was  effected  the 
abolition  of  the  Feudal  System.  I may  mention  here  that 
the  real  initiative  in  this  great  change  was  started  by 
the  late  Prince  Ito,  who  has  told  me  that  he  saw  the 
prime  necessity  for  it  in  the  foreign  relations  of  the 
country. 

Among  other  important  measures  of  reform,  travelling 


which  so  incensed  the  conservatives,  that  several  of  them 
attacked  the  British  representative  on  his  way  to  the  palace- 
On  April  6th,  1868,  the  Emperor  summoned  the  imperial 
princes  and  high  officials,  and  in  the  throne  room  of  the 
old  palace  in  Kyoto  swore  the  memorable  oath,  known 
as  “ the  Imperial  Oath  of  Five  Articles  ’’  setting  forth  the 
policy  to  be  followed  hereafter  by  him  and  which  indeed 
has  been  consistently  followed  hitherto.  The  five  articles 
are  as  follows  : 一 

(I)  Deliberative  assemblies  shall  be  established,  and 
all  measures  of  government  shall  be  decided  by 
public  opinion. 

(II)  All  classes,  high  and  low,  shall  unite  in  vigorously 
carrying  out  the  plan  of  government. 

(III)  Officials,  civil  and  military,  and  all  common  people 
shall,  as  far  as  possible,  be  allowed  to  fulfil  their 
just  desires,  so  that  there  may  not  be  any  discon- 
tent among  them. 

(IV)  Uncivilized  customs  of  former  times  shall  be  broken 
through,  and  everything  based  upon  just  and 
equitable  principles  of  lieaven  and  earth. 

(V)  Knowledge  shall  be  sought  for  throughout  the 
world,  so  that  the  welfare  of  the  Empire  may  be 
promoted. 

In  accordance  with  the  oath,  great  and  radical  changes 


(10) 


without  the  sanction  and  even  against  the  express  wishes 
of  the  imperial  court.  Finally  in  1867,  a coalition  of 
several  great  clans  being  formed,  Keiki,  the  last  of  the 
shoguns,  resigned ; although  some  of  his  too  zealous  fol- 
lowers  fought  against  the  imperial  forces,  they  were  put 
down  without  very  great  difficulty,  and  the  whole  country 
was  after  seven  hundred  years  of  shogunate  brought  again 
under  the  immediate  rule  of  the  Emperor.  Japan  has 
reasons  to  remember  this  action  of  Keiki,  who  might,  if  he 
had  not  been  inspired  by  loftiest  motives  of  loyalty  and 
patriotism,  have  plunged  the  country  in  a disastrous  civil 
war ; the  Emperor  has  lately  honored  him  by  conferring 
on  him  the  title  of  Prince,  the  highest  in  the  Japanese 
peerage.  Thus  quietly  was  accomplished  the  great  event, 
known  as  “the  Restoration ’’  of  1868. 

With  1 868， begins  a new  era  for  Japan,  that  of  Meiji 
or  “ Enlightened  Rule  ”， the  accession  of  the  present 
Emperor  having  taken  place  in  the  beginning,  and  the 
resignation  of  Keiki  at  the  end,  of  the  previous  year. 
Although  the  cry  of  assailants  of  the  shogunate  had  been 
“Reverence  for  the  Emperor”  and  “ Exclusion  of  Barba- 
rians yet  the  leaders  of  the  movement  knew  very  well 
that  the  last  was  neither  possible  nor  desirable,  and  one 
of  the  first  acts  of  the  new  government  was  to  grant 
foreign  representatives  an  audience  with  the  Emperor, 


the  rise  of  Neo-Shinto : ancient  Japanese  chronicles  and 
history  were  studied,  and  as  the  real  nature  of  the  funda- 
mental constitution  of  the  Empire  began  to  be  understood, 
the  rule  of  shoguns  came  to  be  recognized  as  an  act  of 
usurpation  and  to  be  secretly  resented  as  disloyalty  and 
unrighteousness.  At  the  same  time,  occasional  collisions 
with  the  Russians  in  the  North  were  enough  to  cause 
grave  anxiety  in  thoughtful  minds,  while  luxury,  corruption 
and  demoralization,  products  of  long  continued  prosperity 
and  peaceful  possession  of  power,  were  sapping  the  founda- 
tions of  the  sho^unate.  Thus  on  every  side,  the  country 
was  ripe  for  a ^reat  change,  when  Commodore  Perry 
appeared  on  our  coast,  and  by  introducing  complications 
of  foreign  relations  greatly  embarassed  the  government 
and  hastened  its  downfall.  .The  country  was  now  thoroughly 
roused  : restless  and  enterprising  men  fired  by  the  spirit 
of  loyalty  to  the  Emperor  secretly  left  their  clans  for  fear 
of  compromising  tneir  lords  and  became  ronins  or  “ wave- 
men, M men  free  and  fearless  as  waves,  wild  and  unruly, 
bound  l>y  no  consideration  but  that  of  loyalty  and  patriotism. 
Fifteen  years  following  the  coming  of  Commodore  Perry 
was  indeed  an  exciting  time  in  Japan. 

There  was  a great  agitation  going  on  to  overthrow 
the  shogunate,  one  great  article  oi  indictment  against  it 
Deing  that  it  had  concluded  treaties  with  foreign  powers 


the  former  had  learned  Dutch  alphabet  and  some  words, 
and  having  got  hold  of  a Dutch  book  on  anatomy,  they 
compared  the  figures  in  it  with  the  body  of  an  executed 
criminal,  and  being  greatly  struck  with  their  correctness 
as  compared  with  statements  in  Chinese  books,  they  deter- 
mined with  a few  kindred  spirits  to  read  the  book  and 
translate  it  into  Chinese,  the  language  of  the  learned  at 
the  time  ; it  was  almost  like  deciphering  of  hieroglyphics 
to  them  ; but  after  four  years  of  hard  work,  they  succeeded 
in  the  task,  and  in  1774  (a  year  memorable  in  American 
history),  first  book  on  anatomy  of  the  occidental  school  was 
published.  After  this,  the  number  of  those  who  studied  the 
Dutch  gradually  increased,  and  works  on  medicine,  surgery, 
botany  and  materia  medica,  chemistry  and  physics,  history 
and  geography,  European  tactics  and  art  of  gunnery,  etc. 
were  translated  or  compiled,  and  eagerly  studied. 

This  eager  desire  for  foreign  knowledge  is  perhaps  to 
be  regarded  as  a part  of  the  remarkable  intellectual  re- 
volutionary movement  which  occurred  towards  the  latter  part 
of  the  eighteenth  century : it  appeared  in  almost  every 
branch  of  intellectual  activity,  in  literature,  in  arts,  in  politics 
and  in  religion.  There  was  a general  restlessness  and 
reaction  against  old  authorities.  The  study  of  pure  Japa- 
nese classical  literature  in  opposition  to  the  predominating 
^influence  of  the  Chinese  literature  was  revived  and  led  to 


higher  for  them,  and  their  unwritten  code  of  ethics  is  what 
is  known  as  Bushido  or  “ the  Way  of  Samurai  ”• 

Besides  those  literary  and  philosophical  studies,  samu- 
rais were  trained  in  military  arts,  such  as  fencing,  archery, 
use  of  spears,  riding,  jujutsu,  swimming,  etc.  , the  teaching 
did  not  aim  at  merely  making  them  experts  in  those  arts， 
it  included  inuring  of  body  to  privations  and  hardship,  and 
cultivation  of  discipline  and  habits  of  endurance,  of  tenacity 
of  purpose,  readiness  of  resources,  coolness  in  danger, 
self-control  and  like  qualities  deemed  essential  in  a samu- 
rai ; masters  regarded  themselves  not  as  mere  instructors 
of  arts,  but  as  responsible  for  thementai  and  moral  training 
of  their  pupils. 

Those  who  showed  any  proficiency,  either  in  literary- 
studies  or  military  arts,  were  allowed  or  sometimes  ordered 
to  proceed  to  study  further  with  noted  masters  throughout 
the  country.  Other  studies,  such  as  pure  Japanese  literature, 
medicine,  mathematics,  etc.  were  taken  up  by  different 
individuals  according  to  their  own  taste  or  by  the  order  of 
their  lords.  Occidental  learning  be^an  to  be  introduced 
towards  the  latter  part  of  Tokugawa  shogunate,  chiefly 
through  the  study  of  medicine  and  physical  sciences.  In 
order  to  illustrate  the  spirit  that  animated  some  at  least 
of  the  old  samurais  in  their  earnest  desire  for  knowledge, 
I must  tell  you  of  the  two  Doctors  Maeno  and  Sugita  : 


chiefs  were  taught  in  temples,  and  they  continued  to  be 
schools  for  common  people  until  a later  period.  Soon 
after  the  establishment  of  peace  and  order  under  the 
Tokugawa  shoguns,  provisions  began  to  be  made  by 
shoguns  and  daimyos  for  the  education  of  their  retainers. 
The  education  of  samurais  in  those  days  consisted  in  the 
study  of  Chinese  classics  and  of  training  in  military  arts, 
fhe  former  was  cultivated  not  so  much  for  literary  purposes 
as  for  the  practical ; its  system  of  moral  philosophy  was 
studied  for  practical  guidance,  that  is,  that  pupils  might 
thereby  be  better  fitted  for  the  task  of  regulating  their 
own  conduct,  of  properly  adjusting  their  family  relations, 
of  taking  share  in  the  good  government  of  their  lords’ 
territories,  and  if  need  be,  of  assisting  their  lords  in  the 
wider  sphere  of  national  administration.  History  in  the 
same  way  was  studied  not  for  historical  facts  merely,  but 
chiefly  for  lessons  to  be  derived  from  them  of  how  states 
rose,  prospered,  declined  and  fell,  of  how  great  and  wise 
men  of  olden  days  dealt  with  problems  of  government, 
and  so  on.  You  must  bear  in  mind  that  samurais  were 
born  rulers  of  the  land,  that  they  were  taught  to  consider 
themselves  as  socially  and  politically  superior  to  common 
people,  and  therefore  owing  it  to  themselves  and  to  the 
country  to  be  also  intellectually  and  morally  superior ; 
hence  the  standard  of  knowledge  and  of  morals  must  be 


modore  Perry.  During  the  whole  of  this  period  we  were 
completely  shut  off  from  the  external  world  and  the 
country  enjoyed  complete  tranquillity  under  the  rule  of 
shoguns  of  the  Tokugawa  family ; nor  was  this  a period 
of  stagnation  and  decline,  as  might  happen  to  a nation 
removed  from  all  external  stimulus.  Its  absence  was 
compensated  for  by  a strong  spirit  of  rivalry  between  dif- 
ferent daimyos  or  feudal  lords,  skillfully  fostered  by  the 
shogun’s  government ; they  were  eager  to  maintain  and 
increase  the  power  and  honor  of  their  clans,  on  the  one 
hand  by  promoting  the  education  and  training  of  their 
retainers,  the  samurais,  and  by  stimulating  their  spirit, 
and  on  the  other  by  encouraging  industrial  arts  and  crafts 
among  the  people  tending  to  the  increase  of  wealth  within 
their  territories.  The  propagation  of  education  and  the- 
development  of  industry  were  the  two  great  products  of 
this  period,  and  it  was  the  education  and  training  that  • 
samurais  obtained  during  these  two  centuries  and  a half, 
that  enabled  their  descendants  to  assimilate  occidental, 
knowledge  and  gave  them  flexibility  enough  to  adopt  and 
adapt  occidental  methods,  when  brought  face  to  face  with 
them  at  the  end  of  that  period. 

Up  to  the  beginning  of  the  Tokugawa  shogunate,  Bud- 
dhist temples  were  almost  the  only  place  where  people 
could  obtain  any  learning ; even  sons  of  great  military 


of  the  foundation  of  the  Japanese  Empire  by  the  first 
Emperor  Jimmu.  From  this  first  Emperor  there  has  been 
one  unbroken  line  of  descent  to  the  present  Emperor ; 
this  unique  character  of  our  Imperial  Dynasty  has  brought 
about  the  peculiar  relation  existing  between  the  Imperial 
House  and  the  people  constituting  the  so  called  u funda- 
mental character  of  our  Empire.” 

Intimately  connected  with  this  devotion  to  the  Imperial 
House  is  the  ancestor  worship  or  reverence  for  ancestors, 
another  of  our  national  characteristics  that  has  persisted 
from  the  earliest  days  to  the  present  time.  Even  Buddhism 
could  not  have  become  the  national  religion  which  it  has, 
if  it  had  not  accommodated  itself  to  this  national  spirit  by 
maintaining  that  ancient  Gods  of  the  land  were  but  differ- 
ent manifestations  of  Buddha  who  appeared  to  lead  the 
people  of  Japan  to  the  ultimate  goal  of  Buddhism  and  thus 
absorbing  the  ancestral  Gods  of  Japan  among  its  own. 
Many  of  the  deeds  and  words  of  our  generals  and  admirals 
during  the  last  war  would  seem  without  any  meaning  unless 
this  spirit  of  devotion  to  the  Imperial  House  and  reverence 
for  the  ancestors  is  borne  in  mind. 

I have  no  time  to  tell  you  about  the  rise  of  the  military 
class  or  of  the  establishment  of  the  feudal  system,  but  I must 
tell  you  something  about  the  period  of  a little  over  two 
centuries  which  immediately,  preceded  the  coming  of  Com- 


completely  changed  our  system  of  government  adminis- 
tration, our  laws  and  our  institutions  after  foreign  models. 
At  the  same  time  as  the  Chinese  civilization,  Buddhism 
was  introduced  which  also  has  exercised  the  greatest 
influence  on  our  national  development. 

Now  what  I want  to  emphasize  is  that  amidst  all 
those  radical  changes  we  have  preserved  unchanged  the 
essential  characteristics  of  our  nationality.  Of  course  our 
thoughts  and  ideas  have  been  most  deeply  influenced  by 
the  Chinese  literature  and  philosophy,  and  by  Buddhism, 
but  at  the  same  time  there  is  something  peculiar  to  our 
people  which  has  persisted  through  all  those  changes,  unaf- 
fected either  by  the  Chinese  influence  or  by  Buddhism, 
and  that  is  what  we  call  “ Yamato  Damashii  ” or  the 
Japanese  spirit.  This  consists  essentially  in  the  devotion 
to,  and  reverence  for,  the  imperial  House,  and  the  love 
of  the  country,  the  two  being  identical  with  us.  The  in- 
tense and  deep  reverence  that  we  Japanese  feel  for  the 
Imperial  House,  our  loyalty  and  devotion  is  a heritage  of 
twenty-five  centuries ; the  relation  between  the  Emperor 
and  the  people  is  not  simply  a relation  between  the 
present  Emperor  and  the  present  generation  of  the  Japa- 
nese people,  but  one  between  his  ancestors  and  ours  for 
many,  many  generations  going  back  even  to  the  days  of 
mythology.  Our  tradition  gives  B.  C.  660  as  the  year 


can  in  the  short  time  at  our  disposal  that  it  is  rather  a 
natural  outcome  of  our  national  development. 

I think,  it  may  be  said  to  be  a notable  trait  of  the 
Japanese  people  that  we  are  eager  to  find  out  what  other 
people  have  got  to  teach  us ; whenever  we  think  that  the 
adoption  of  new  methods,  material  or  intellectual,  is  con- 
ducive to  the  progress  of  our  country,  we  do  not  hesitate 
to  adopt  them,  wherever  we  may  find  them  : we  have  al- 
ways been  eager  to  learn,  and  the  present  age  is  not  the 
only  time  that  we  have  deliberately  introduced  an  alien  and, 
as  we  considered,  a superior  civilization. 

During  the  sixth  and  seventh  centuries  of  the  Christian 
era,  our  ancestors  coming  in  contact  with  the  Chinese 
civilization  and  perceiving  that  its  adoption  would  tend  to 
the  betterment  of  material,  intellectual,  moral  and  social 
conditions  of  the  people,  proceeded  to  introduce  it  into  our 
country.  The  most  important  thing  in  relation  to  our 
intellectual  and  moral  development  was  the  introduction  of 
the  Chinese  literature  which  has  almost  become  our  own 
literature  somewhat  in  the  same  way  as  the  Western 
Europe  adopted  Latin  and  Greek  literature  at  renaissance, 
but  even  in  a greater  decree.  A change  was  also  made  in 
our  government  institutions,  comparaoie  in  its  completeness 
only  with  what  we  have  been  making  in  the  present  era  of 
Meiji,  so  that  we  have  twice  within  historical  times  almost 
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It  is  but  little  over  fifty  years  ago  since  Commodore 
Perry  came  and  demanded  that  we  should  open  our  country 
to  the  commerce  of  the  world,  and  a treaty  of  commerce 
was  first  concluded  with  the  United  States  of  America, 
followed  soon  after  by  those  with  countries  of  Europe. 
Brought  thus  face  to  face  with  the  Occidental  nations,  we 
saw  how  immensely  superior  to  us  they  were  in  power,  and 
that  if  we  would  be  treated  as  equals,  if  indeed  we  would 
preserve  our  very  existence  as  an  independent  nation,  we 
must  acquire  the  knowledge  and  learn  the  arts  that  gave 
them  that  power.  We  therefore  earnestly  and  resolutely 
set  to  work  to  accomplish  this  task.  The  result,  espe- 
cially as  manifested  in  the  late  war,  seems  to  have 
astonished  those  who  have  not  watched  us  closely  : a friend 
of  mine  was  once  asked  how  it  was  that  we  Japanese  had 
managed  “ to  jump  out  of  our  skin  ”， now  this  is  just  what 
we  have  not  done,  and  I shall  try  to  explain  as  well  as  I 
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玆に揭 ぐる 名のは 緒言に 述べた る 如く、 佘が 英國ロ ンドン 大學の 招聘 
に 應 ヒ、 明治 四十 年審 夏の 二學 期に 涉ぅ 、本邦の 敎育 及敎育 制度に 就て 爲 
したる 講義を 編纂し •一部の 書と して、 ロンドン 市 マレ ー商會 ょ 
NESE  EDUCATION と 題して、 發 行した る 書に 對 する 英國の 有力なる 新聞 
雜 誌の 批評な 6、 便宜上 先づ 同書の 細目を 揭 ぐ。 

『日本の 敎 育』 細目 錄 
第一章 日本 歷史 の梗槪 

上代ょぅ 幕政の 創始まで 

敎育に 關 する 刺 語、 卽我敎 育の 基礎— 官譯丨 日本人に 對 する 勑語の 使命 i 
祖宗— 「國體 の 精華 1 皇室と 國 民との 特殊なる 關係丨 日本 歷史 0 知識は 日 木 
の敎育 精神を 理解す るに 必要な $ 丨 「古事記」— 「日本 紀」 丨國史 の 編纂— 「天 照大 
御 神」— 「寶祚 の 隆昌は 天壤 無窮 1 三種の神器— 伊勢の 神宮— 瓊 々杵 尊— 神武 

「日本の 敎育 J 細目錄  一 


天皇 卽 位— 謚號丨 萬 世 一系の 皇統— 皇室の 祖先と 國 民の 祖先— 上代 國 民の 
狀態丨 神道— 朝鮮との 交通— 支那 文明の 輸入 丨佛敎 の 輸入 丨聖德 太子— 大 
化の 改新— 大寶 令. 丨大學 及國學 丨留學 生の 支那 派遣— 聖武 天皇 丨神祖 の 尊 
崇丨 本地垂 跡說丨 初期の 僧侶は 才德 兼備— 權力及 富の 增加に 伴 ひ 墮落橫 暴 
i なる— 藤 原 家卽實 際の 國政 主宰者— 武門 0 輿 起— 源平 二 家— 賴 朝— 封建 
制度の 確立 

第二 章 日本 歷史 の梗槪 (續) 

幕政の 創始ょ 6 王政復古まで 

北條の 執權— 鎌倉時代 丨宗敎 の 活動— 天台 i 眞言 丨法 然爭 土宗を 開く 1 
親® の眞宗 丨 一遍の 時宗 I 日蓮 丨 禪宗 丨 武士 社會に 歡迎 せらる 一 自制 及 心 
の 平和— 質素 及 儉約丨 蒙古の 來 襲— 「伊勢の 神風 1 北條の 滅亡 丨足利 幕府— 
信 長— 秀吉— 德川家 康—德 川 幕府— 家 康の遺 訓丨諸 大名， に對 する 政策— 鎖 
國— 「和 寇」— 日本 支那 及 朝鮮との 通商 關係丨 菊萄牙 人丨和 蘭人 丨英吉 利 人 及 


西班牙 人— 安 南、 暹羅 、呂宋 其の 他との 通商— 冒 險家丨 山 田 長 政 1 ゼス ィト 傳 
導師— 多數の 勢力 ? > る 改宗者 丨傳 導師に 對 する 秀吉の 布令— 家康と 外國人 
1 ヤン、 ヨー スト 及 ウィリアム、 アダムス 丨 基督 敎 徒に 對 する 布令 丨 基督 敎信 
奉領主の流罪又は死罪丨島原の亂丨海外賀易及大船築造の禁止丨支那人及 
和 蘭人 以外の 外國人 排斥— 宗門 改—宗 敎行 政—將 軍と 皇室— 大名 間の 拮抗 
—敎 育の 普及 i 實 業の 發 達— 武士の 敎 育— 藤 原® 窩 —儒敎 丨宗敎 ょり 離れ 
穴 る 道德敎 育— 支那 文學硏 究の學 校— 支那 古典と 武藝 修業— 道德 的、 精神的 
及 身體的 訓練— 醫學丨 數學丨 美術— 洋學の 輸入 1 前 野良 澤及杉 田 玄伯丨 十 
八 世紀の 反動的 運動— 庶民の 敎育丨 巡禮丨 話し 家— 芝居— 德川 幕府の 頂點 
—ぺ， ジ 提督— 蕃所 取調 所 丨留學 生 派遣— 將軍慶 喜の 大政奉還— 明治の 王 
政 復古 (維新) 

第三 章 日本 歷史 の梗槪 (績) 

明治時代 
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長 州藩卽 幕府 反對の 主唱 者— 「大義」— 諸外國 使臣の 謁見！ 五條の 御 誓文— 
廢藩丨 其の 他の 大變 革— 征韓論 丨佐賀 熊 本鹿兒 島の 亂—太 政 宫—憲 法 制定 
の 勅語 丨國會 開設に 闊 する 人民の 政治 運動— 憲法の 發布 ，丨 賢所に 於る 御宣 
誓— 詔勅— 憲法の 序言 丨憲 法の 條 項— 帝 國議會 

第 四 章 行政 組織 

內 開— 國務 大臣— 藺議 にょ 6 て 處 決せ、 らる  > 事項— 法律 豫算及 決算— 條 
約 及 外交問題— 勅令— 請願— 豫算 外の 支出— 官吏の 任用 丨內® の 各 局— 资 
任官 奏 任官 S 官 Is  Q 長官— 省令— 次官— 其 他 官吏— 文部省— 專 同學 
務局丨 普通 學務 局！ 實業學 務局丨 高等 敎育 會議 丨樞密 顧問 丨 地方行政 丨府 

縣丨府 縣會丨 郡丨郡 會丨 市町村— 公民— 市町村 會丨 市長 村長 助役— 監督— 
小 學校敎 員 其 他の 被 選擧權 制限 

第五 章 明治 敎 育史の 旣略 


五條の 御 誓文— 昌平— 開 成 所— 醫學 所— 「貢 進 生」— 皇族 其の 他の 海外 留學 
1 最初の 女子 英語 學校丨 最初の 師範 學校丨 文部省の 設置— 學制丨 序言— 敎 
育 平等主義 I 廢藩に 似た る敎育 上の 革新 丨 藩學の 閉鎖 I 武士の 特權破 却の 
必要— 各個 人に 必要なる 敎 育丨敎 育は 國 家の 事務 丨實利 的 精神— 上野 公園 
I 日光 廟丨奈 良の 五重塔— 德 育の 輕視丨 女子 敎育丨 「家 1 八大 學區丨 二百 五 
十六 中 學區丨 五 萬 三千 七 百 六十 小學 區丨督 學丨學 校の 三階 級丨學 校の 維持 
— 政府の 補助— 此の 計晝は s> まう に 完全を 期した るた めに 却て 實施 3 れず 
I 小 學校數 生徒 數及敎 師數の 增加丨 中 學校及 師範 學校 丨學 制に 對 する 不平 
I 新制— 其の 主要 條 項— 不備の 點丨 十三 年の 變更丨 十八 年の 變更丨 十九 年 
の 改正 丨敎員 養成の 大 改良— 尋常 及 高等 中 學丨高 等 女 學校丨 約說 

第 六 章 敎 育の 一般的 組織 

敎育は 全く 國家の 支配の 下に あ $1 敎 育の 組織は 法律に ょらず 勅令に ょ 
うて 規定 S れ犮 う 一 市町村 學校 組合 學區— 小 學校丨 幼稚園— 尋常 小 學科丨 
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高等 小學 科— 四ヶ 年の 義務 敎育は 充分なら ず— 中 學校丨 高等 學校丨 帝國大 
學丨 專門學 校— 實業 專門學 校— 高等 師範 學校丨 陸海 軍の 學校及 商船 學 校— 
實業學 校— 高等 女學 校— 女子高 等 師範 學校丨 師範 學校丨 初等 中等 高等の 三 
階級 丨官 立學校 及 專門學 校— 府縣立 學校及 專門學 校— 郡立學 校— 市町村 立 
組合 立 又は 區立學 校— 私立 學校及 專門學 校— 官立 公立 及 私立の 三 大別 

第 七 章 監督 管理 及視學 

M 立學 校は 文部大臣の 直轄に 屬 す一學 校長 及敎 員は 文官な ぅ— 文官の 地 
位の 保障— 服務 規律— 恩給 法— 官等 及 俸給 丨 校長の 權能丨 公立 學校 丨府縣 
立學 校は 府縣 知事の 管理に 屬す一 郡 立 學校及 市町村 立學 校は 郡長 及 市町村 
長の 管理に 屬 す— 公立 學 校長 及敎 員の 待遇— 俸給 及 資格— 公立 學 校の 設立 
丨 視學丨 其の 沿革— 現 時の 狀態 

.し 第 八 章 學校 


道 德敎授 I 敎育勅 語 丨各學 校に 配布 3 れたる 謄本 丨兩 陛下の 御 眞影丨 三 
大 節の 儀式 丨學 年學期 休業— 毎週 敎授時 數丨學 校の 位置 及 校舍丨 敎室丨 制 
服丨 訓練 及 懲罰— 父兄 會丨學 校に 附與 S れた る特權 丨修學 旅行— 生徒の 會 
合— 最近 十 年 乃至 十五 年間に 於け る敎 育の 擴張 1 經濟— 三十 七 年度 敎育現 
狀 

第 九 章 初等 敎育 第一 

初等 敎 育の 目的— 尋常 小學 校— 高等 小學 校— 尋常 高等 小學 校— 修業年限 
1 敎 科目 丨 尋常 科 及 高等科に 於る 敎授の 程度 及 每週敎 授時數 の 表— 〔明治 四 
十 年の 變更丨 改正 規定に ょる 敎授の 程度 及 每週敎 授時數 の 表〕— 補習 科丨正 
敎員專 科 敎員准 敎員及 代用 敎員 丨一學 校に 於る 學鈒數 の 最大限 丨一學 級に 
於る 兒童數 の 最大限— 學級の 編制 丨單 級學 校— 非 共同 敎 育！ 二部 敎授丨 一 
學 級の 敎員數 丨學校 數丨兒 童數— 男女の 步 合— 就學步 合— 學校 i 加設 科目 
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第 十 章 初等教育 第二 

學齡— 強制 就學— 免除— 官 公立 學校 代用 私立 學校以 外の 學校 若は 家庭 C 
て 敎育 する こ i の 認可— 强制 就學勵 行の 方法— 市町村は 尋常 小學校 設立 維 
持の 義務を 負 乂丨學 校 組合— 委託 敎育丨 補助金— 代用 私立 學 校— 學 校の 數 
及 位置— 學區— 高等 小學 校— 幼稚園 S 他— 授業料— 市町 SS 合 又は 

區の敎 W S — 國庫 補助 丨敎育 基金 丨 市町村 長鈕合 長は 小學校 管理の 義務を 
負 ふ— 學務 委員 

第 十一 章 初等 敎育 第三 

小學校 敎授の 目的— 敎授上 注意すべき 點— 修身 敎授丨 其の 要旨 丨敎 育に 
關 する 勅語— 修身 敎科 書— 尋常 科 第一 學 年に 於る 課程— 第二 學年の 課程— 
第三 四學 年の 課程 丨高 等小學 校に 於る 課程 

第 十二 章 初等教育 第 四 


國語 敎授丨 日本語 特有の 困難— 二樣の 漢字 使用— 假名 丨片 假名 平 假名 I 
假名と 漢字との 混用 1 漢字の 數丨羅 馬 字 廣め會 丨小學 校に 於て 敎授 すべき 
漢字の 制限！ 綴ぅ 方— 文語と 口語との 差異— 國語 敎授の 要旨— 文部省 編纂 
讀 本丨卷 一の 內容— 最終 卷の 內容丨 高等 小學 校讀本 八卷の 內容丨 書き方— 
算術— 算術 敎授の 要 皆— 小 數及分 數丨敎 科 書の 內容— 珠算 

第 十三 章. 初等教育 第五 

日本 歷史 丨歷史 敎授の 要旨— 代表的 人物に 由る 歷史丨 地理— 要旨— 日本 
地理は 初の 二箇 年間— 外國 地理は 第三 學年丨 第四學 年の 補習— 理科 丨敎授 
の 要旨— 自然 硏究 の獎勵 1 圖畫丨 敎授の 要旨— 毛筆 對 鉛筆— 臨 本— 唱歌— 
西洋 音樂の 輸入 丨敎授 の 要旨 丨體 操丨 裁縫— 日本の 家庭に 於け る 裁縫 丨敎 
授の 要旨 丨手 H 丨敎 授の目 的— 手工の 種類— 農業— 水產丨 商業 1 英語— 結 
果 不良— 四十 年の 修正に 基く 變更 

第 十四 章 小 學校敎 員 
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敎員昆 許狀— 普通 免許 狀丨 府縣 免許 狀— 三級 二階— 敎 員檢定 委員— 無 試 
驗檢定 丨檢定 試驗丨 科目 及 程度— 任命— 休職— 退職— 懲戒の 方法— 待 1丨 
兵役— 俸給— 加俸 丨 基金— 補助— 特別 惟奬丨 恩給 

第 十五 章 中學校 

中學 校の 目的 丨 高等 普通 敎育 I 設置 I 分校 丨 廢止 — 入學 資格 I 補習 科 丨 
敎 科目 丨 時間表— 敎授 要目— 一校に 於る 生徒 數の 最大限 丨一學 M JC 於る 生 
徒の 最大限— 生徒の m 京 群集— 一學 校の 敎員 數丨 入學丨 進級— 特典— 授 笮 
料— 有 資格 敎 員— 中 學校數 I 生徒 數 — # 年 級 生徒の 步 合— 入 學 志願者 數及 
入學 者數丨 卒業生 數丨有 資格 敎員數 及 無資格 敎 員数— 中學 校に 關 する 問題 
及 議論— 過去 及將來 

第 十六 章 中學 校に 於る 諸學 科目 

敎授 の詳說 

明治 三十 五年發 布の 敎授 要目— 一般の 訓令 丨 修身— 國語及 漢文— 外國語 


I 歷史 丨 地理 丨 數學 

第 十七 章 中學 校に 於る 諸 學 科 @ 

敎授 の詳說 

博物 丨敎授 上の 注意— 鑛物界 I 植物— 生理 及衞生 f 動物 學丨 物理 學丨 
學 丨敎授 上の 注意 丨 法制 及 經濟丨 _ 畫丨唱 歌丨體 操— 約說 

第 十八 章 女子の 地位 

女子の 天職 丨 家庭 及 社會に 於る 地位 及國 家に 於る 分限 丨 賢母 良妻— 旣姘 
及 未婚 男女の 統計し 家 1 社 會の單 位は 家に して 個人に あらず— 家長 及 家族 
I 家の 組織— 戶籍— 家 及 親族— 家長 及 父母の 權 能— 古代の 婦人— 儒 敎佛敎 
及 封建制度 i 女子 i の關 係— 「三 從」 丨 西洋 文化の 輸入に 伴 ふ 變遷丨 新 民法に 
由る 女子の 法律上の 權力 —旣婚 女子の 財產丨 結婚 1 結婚は 個人の 事に あら 
ずして 家の 事な ¢1 妻の 義務 丨離 婚丨 女子 0 職業— 女子 敎 育の 現 組織を 構 
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化 


成す るに 際して 注意せられ たる 目的 

第 十九 章 高等 女學校 

維新 前の 女子 敎育丨 維新 後の 女子 敎 育の 進歩— 高等 女學 校の 目的 丨 課程 
丨學 科目— 時間表 丨敎授 の 程度 丨敎授 要目— 修身— 作法— 家事— 裁縫— 敎 
育丨 統計— 學校數 I 生徒 數丨 卒業生 數— 敎員數 —入學 志願者 及入學 者數丨 
學 校の 增加は 未だ 需要 R 伴は ず 

第二 十 章 師範 學校 

明治 初期の 師範 學 校— 十九 年の 改正— 三十 年の 改正— 四十 年の 改正 丨二 
種の 本科— 本科 第一 部— 豫備 科— 入學 資格 丨 本科 第二 部は 中學校 卒業生 及 
高等 女學校 卒業生を 收容す I 講習 科— 學科 課程— 時間表 丨敎員 養成に 關す 
る 一般の 注意 I 敎育學 丨 附屬 小學校 I 學 級の 編制 — 職員 — 校長 丨 敎諭及 助 
敎諭 丨舍監 丨敎 員の 俸給 丨學校 數及敎 員數丨 各府縣 師範 生徒の 最小限— 生 


徒數及 卒業生 數丨 給費— 寄宿 舍丨 修學 旅行— 卒業生の 特權及 義務 

第二 十一 章 中等 敎員 

適當な る 中等 敎 員の 缺乏丨 高等 師範 學 校の 設置— 大學 及專門 學校丨 中等 
敎員 免許' 狀 丨檢定 委員— 師範 學校 中學校 高等 女學校 及各學 科目 別の 免許 狀 
丨 卒業生に 無 試 驗檢定 にて 免許 狀を 附與 せらる  > 學校丨 帝 國大學 及 高等 師 
範學 校— 認定 3 れたる 公私 立學校 丨檢定 試驗は 每年一 囘丨豫 備試驗 及 本 試 
驗丨 受驗者 合格者 及 不合格者の 總 數及學 科目 別の 數丨中 學校敎 員の 種類— 
臨時 敎員 養成 所— 其の 卒業生 丨敎員 養成 所に 關 する 異議 

第二 十二 章 高等 師範 學校 

高等 師範 學 校— 課程— 入 學丨學 科目 及 程度— 本科の 五部— 外國 語— 硏究 
科 丨專修 科丨附 厦學 校— 敎育 博物館 丨 職員— 敎授 の數丨 生徒— 給費— 卒業 
生の 義務— 各 科 各部の 生徒 數— 三十 五 年ょ 6 三 十九 年に 至る 數 年間に 於る 
卒業生、 入學 志願者 及入學 者の 數丨 卒業生の 就職 1 女子高 等 師範 學校丨 課程 
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I 四 

丨入 學—學 科目 及 程度— 三部— 専修 科— 附屬學 校— 幼稚園— 職員— 敎授の 
數丨 生徒— 卒業生の 義務— 各 科 各部の 生徒 數丨三 十五 年ょぅ 三十 九 年に 至 
る 五ケ 年間の 生徒、 卒業生 ズ學 志願者 及入學 者の 數丨 卒業生の 就職 

第二 十ー ニ 章 教科書 

明治 初期の 敎科 書— 十九 年の 敎科用 圖書檢 定規 則 丨敎科 書 審査 委員— 文 
部 省 編纂の 敎科 書丨發 行者の 巨利！ 弊害— 弊害 除去の 諸企畫 4 無效丨 「三十 
五 年の 敎科書 事件」— 三十 六 年の 新 令— 小 學校敎 科 書 0 著作 權は 文部省に 歸 
す一 印刷 及發 行— 新制の 利益— 修正— 假名 遣 改良の 困難 1 中等 學校 用敎科 
書丨圖 書 檢定の 統計 

第二 十四 章 體育及 學校衞 生 

維新 前の 體育丨 明治 初期の 體育丨 體操敎 授丨體 操傳練 所— 十九 年の 改良 
I 兵 式體操 丨體操 敎授の 改良 丨體操 敎授の 現狀— 西洋 傳來の 競技 及戶 外遊 
戯 —武藝 の 復活— 學校衞 生 顧問— 學校衞 生に 關 する 規程— 其の 廢止丨 其の 


效 果丨學 校の 位置— 屋外 體操 場— 校 舍—机 及 腰掛 丨敎科 書の 文字の 大さ及 
間隔 丨學校 醫丨學 校醫の 職務 丨學 校醫 設置の 學校數 1 體 格檢査 1 三十 九 年 
に 體格 檢査を 受けた る 生徒 數丨 二十 因 年. 二十 八 年 及 三十 四 年 •三十 八 年間の 
徵兵身 體檢査 の 統計 

第二 4 五 章 實業敎 育 

實業敎 育— 沿革の 梗槪— 實業敎 育國庫 補助— 實業專 門 學校丨 甲種 實業學 
校丨 乙種 實業學 校— 實業 補習 學校丨 實業學 校の 自由— 設立 及 維持— 敎科書 
丨 徒弟 學校丨 農 學校丨 水產學 校— 商業 學 校— 商船 學校 1 實業 補習 學 校— 適 
當な る敎 員の 得難き 乙 i 丨 敎員 養成 所 丨 補助金 j 統計 

第二 十六 章 高等 敎育 

「高等 敎 育」— 高等 學校丨 帝 國大學 の豫備 —入學 資格 丨 三部— 學 科目— 帝國 
大學丨 分科 大學 1 法科 丨醫 科— 工科— 文科— 理科— 農科 丨大 學院丨 行政— 
總長丨 評議 會— 敎授— 卒業生 丨學生 1 專門學 校— 設立 及 維持 1 文 都 省 直轄 
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の 八 校— 公私 立 四十 二 校— 統計 

第二 十七 章 各種 學校 、私立 學校 其の 他 

上述の 種類に 屬せ次 る 學校丨 東京 盲啞學 校 i 其の 他の 肓® 學校丨 白痴 敎 
肯 の 缺乏丨 各種 學 校— 私立 學校丨 其 等の 支配 及 監督 丨其 等の 設立— 校長 敎 
員の 資格— 官吏の 歐米 派遣— 海外 留學生 丨國別 及硏究 科目 別の 目録— 現今 
留學生 派遣の 主要 目的— 選拔法 

第二 十八 章 家庭 敎育 

民族の 特性 及 個人の 特質— 世界 漫遊 者丨舊 住民— 家庭 描寫の 困難— 結婚 
丨年齡 I 結婚 取 極 方— 若夫婦は 兩親 i 同居す 一 幼時— お 伽 噺丨桃 太 郞の話 

丨英 雄談— 懲罰— 遊戲— カル ター 金錢を 賭せず一 小兒は 母親に 附 & 纒ふ— 
告別の 辭 


『日本の 敎 育』 批評 

❿ウ エス トミ ソスタ 1、 ガゼット ー九 〇九年 五月 二十 九日 

一九 〇七年 菊 池 男の 偷敦 大學に 於て 講演 •せられ ^ る 講義は 『日本の 敎 育』 
なる 名稱の 4 とに マレ ー氏に 依うて 出版せられ ^ う、 正 價五シ ，リング。 講 
義は 二部に 分た れ一は 行政法を 論 b 一は 敎育學 的 立脚地ょう 日本に 於け る 
小 中學敎 育を 論 b ya るネ のな $ 。著者は 全部を 改訂し 二部を 混 一せ 义 その 
他の 點に 於て は 講義と 大差な し。 

鬱 タィ ムス  ー九 〇九年 六月 三日 

本 講義は 社會學 敎授の 一部と して マ ーチン 、ホワィト 氏の 寄附の A とに 一 
九〇七 年に 講演せられ たる ものにして 敎育 行政 及び 敎育學 的 見地ょう 見た 
る敎 育の 二部を 網羅す。 著者は 曾て 文部大臣 及び 東京 帝國 大學總 長た $ し 
己と 3> 6又現に京都帝國大學總長の地位にぁる人にしてをの說述最$信を 
置く に 足るべし。 
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一八 

鏐モ ー ーー ング 、•ホスト  ー 九〇 iH ハ 月 因 日 
學 •校 及び 學生 
新興 國民 
日本の 敎育 

十九 世紀に 於て 識者の 耳目を 聳 動した る最 重要なる 世界的 事件 二 あ 60 
をの 第一は 吾人 已に 之を 重大視せ 次る ^ 至れ 吾人は 已に獨 逸が® 翁の 
足下に 蹂躪せられ たるの 日を 忘却した 6。 『獨逸 合 邦』 なる 語は 遠く 已にそ 
の 意義を 失 ひ たる 套語な 今日 英國 人の 多數に 取ぅて は 大獨逸 帝國な る 
名のは 自 國の最 A 危險な る 敵國 たるに 過ぎず。 從來英 人の 獨 逸を 見る や 巧 
人 か敢て 英帝國 の 優先を 爭はん i する％ のどと 嫌惡 i 驚駭 i 斯の 如く 傲曼 
なる 國民 に對 する 侮辱の 念 k 外な、 b 次 6 し。 然るに 近 者英國 人は 卒爾と し 
て 事實の 世界に 覺醒 せられた 彼は 云は，. 桃源の 夢ょ 6 醒めて をの 優先 
の 己を 去、 b /L i する を 見 又 愕然として 獨逸の 世界に 顧を 稱 ふるを 見た 6。 
彼は 遂に 獨 逸の 侮る ベから 次る 勢力を 認知せ 事物の 理解を 誤、 b 次らん 


とする 者に 取$ て は獨 逸は 啻に 侮る ベから 次る 勢力なる のみならず 尙且說 
明 せらるべき 一大 凶兆な 玆に獨 逸 隆昌の 秘訣 ?: 確言し 得る 人 わ $ き。 
是れ卽 ち ビス マ ークな $ き。 而して ビス マ ー クは 遠く 已に獨 逸の 秘訣を 曝 
露せ う。 日く 『余 若し 國民敎 育の 基礎を 發見せ 次 6 しな、 b ば 佘の 事業は 何 
等の 效果を 奏せ 次-^ しならん』 と。 

日本の 覺醒 

今 日英 人の 視聽を 集注す る 第二の 事件は 日本の 驚くべき 成功な う。 是れ 
尙 吾人の 心 裡 .に 新なる 所に して 今尙 驚嘆せられ つ > 6 る 所な 6。 而して 若 
し 日本が 僅々 人間 一生の 間に 於て 幽 閽の狀 態ょ 6 出で  > 燦爛たる 世界の 角 
逐 壇上に 上 6 し 方法を 了解せ ん とせば 菊 池 男の 著は し， マレ ー氏 の發 行した 
る 『日本の 敎 育』 なる 書を 讀ひに 如かず。 著者 菊 池 男は 日本 敎 育の 設計者 
たるの みな、 b ずを の 建設者な 現今 日本に 二 筒の 帝 國大學 あ 6。 而して 
菊 池 男は 兩者に 總長犮 $ し 己とわ6。 加 之 文部大臣 として 氏は 氏の 記述す 
る 國民敎 育 制度の 構成に 與て大 に 力 あう き。 本書を 目して 日本 敎育 制度の 
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鮮明 流暢なる 說 明を 與 ふる 名のな. ふは 未だ 盡せ -CNi いふべ からず。 
啻に をれ のみならず 本書は 吾人を して 日本 國 民の 精神に 接觸 せし ひる％ の 
な 吾人は 本書に 於て 明瞭に 自覺 せられた る 遠望と 理想 とを 有し 此 等の 
理想を 唯一の 手段に 依 ぅ て 卽ち 直接 ^ 國民 的なる 敎育 組織に 依 i て實 現せ 
ん£ する 國民を 想 見す。 

日本に 於け る 新 時期は 一八 六 八 年を 以て 始まる。 此の 年 今上天皇 陛下は 
『五箇 條の御 誓文』 を 誓は せ 給 a き。 その 第 五條に 日く 『知識を 世界に 求 
め皇 基を 振起す へし』 と、 之を 日本 敎 育の 端 緖 i なす • 

敎育 制度 

菊 池 男の 著書 中に 現は る > 現行 制度の 梗槪 を玆に 略述す るは 其 宜し S を 
得た る 4 のなる べし。 該 組織の 基礎た る 名のは 小學 校に して、 をの 內に 尋常 
高等の 二 科 あ 6。 尋常 科は 四箇 年 R して 滿六歲 以上の 兒童 は總て 之を 修め 
次るべからず。 兩 親の 資力 乏しく して 高等 小學 校に 進む 己と 能は 次る 名の 
> 爲 めに 二 筒 年 以上の 補修 科を 設 く。 尋常 小 學四箇 年を 卒へ たる 後兒 童は 


高等 小學 校に 入學 す。 高等 小學 科は 二 年 三年 四 年 等 種々 あう。 高等 小學科 
を經た る後兒 童は 中學 校に 入學 す、 中學 校は 五箇 年に して 最高の 普通 學を授 
くる 所な. CS。 中學 校を 卒 ふるは 一般に 滿 十七 歲頃に して 之ょ. CN 各自を の擇 
ぶ 所に 從 a 或は 大學 或は 專門學 校 或は 『高等 師範 學 校』 ね 入る。 高等 師範 
學 校は 全然 中等 敎 員を 養成す る 所な 6 。大學 R 入、 b /i i 欲する $ のは 先づ 
『高等 學校 J に 入 6 玆に豫 科三箇 年を 過 3 > る ベ からず。 高等 學校、 專門學 
校、 師範 學 校、 陸海 軍兵 學校 等諸學 校の 入學 資格は 中學 卒業 程度な う。 

敎員 はを の 大學な る i 中學な る i 小學な ると を 問は ず 皆 文官な. CN。 敎員 
の 俸給 率は 現今 日本の 標準ょう 判ず る 味尙尠 少な 6。 3 れど 彼れ 敎 員は 普 
通の 文官 以上な う 卽 彼等は 愛國 者な- CN。 而し て是れ 日本 成功の 秘訣の 一な 
う。 菊 池 男 彐 く 『一八 八 六 年敎 M の 養成 法に 大 改革 行 はれた う。 中略、 半 軍 
隊的 訓練は 一切の 師範 學校に 行 はれ 師範 生徒は、 其將來 の 職務は 國家 事業の 
重要なる 一部た る A.J I: 認ひ る樣に 敎 へられた う』 

日本 敎 育の 精神 
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是れ實 に 日本 敎育 0 全般を 知らし 1/ る 精神な ぅ。 此の 精神は 菊 池 男が ^ 
卷の始 に 載す る 所の 敎育 勅語の 精神な $ 

『朕 惟 ふに 顯彰 する ic 足、 b /l 』 

此の 精神は 一九 〇〇 年の 勑令 中に 含まる  > 小學敎 育の 主旨に ^ 亦 明かな 
6。 日く 『小學 校は 兒童身 體の發 達に 留意して 道 德敎育 及び 國民敎 育の 基 
礎幷 ic 其の 生活に 必須なる 普通の 知識 技能を 授 くるを 以て 本旨 i す』 と。 
吾人は 疑 ふ 果して 此の 如き 定義を _定 し 得る 英國政 治 家 有 A や。 日本 敎育 
組織の 全 系を 通 k て德義 i 民 格とは 最ネ 重きを 置かる。 菊 池 男 或 所に 述べ 
て 日く  r 此の 自己犠牲の 精神は 舊 封建時代に 於け る 道德敎 育の 根底な $ 
き。 而して 今日に 於て 7P 亦然 ぅとす、 個人は 家の 爲に 自己 ?: 犧牲に 供せ 次る 
ベから ず、 又 自己 及び 家を ネ併 せて 其 他 一切の ネ のを 國 家の 爲には 犧牲に 供 
する 覺悟な かるべからず』 i。 小學 校は 道徳と 民 格 i に 關して 一定の 敎科 
を 授け 自 餘の敎 科は 兒童 をして 處世に 適せし め / 1 乙 i を 目的と す。 中等 學 
校に 於て は國 家 0 興亡 盛衰の 大勢を 知らし めんが 爲歷史 を敎授 す。 又 政府 


立法， 行政、 裁判、 地方 政治 等の 制度の 大體を 知らし め / t が 爲法制 、経 濟を授 く。 
吾人 今日の 英國 人は 此の 精神を 一層 養成 せん rji を 要す。 是れ 公民の 養成 
せらる  > 方法な ればな 

排除せられ たる 困難 

英國 人が 其の 敎育 組織 と稱する％の>混亂は大部分國民の冷淡なる及{吾 
人 5: して 自白せ しめょ) 無智なる 0 結果な 日本 敎育 組織の 建設せられ し 
は 自己の 心中に 明瞭 的確なる 國民的 理想を 描 畫し得 たる 政治家の 聰明と 決 
心と に 依る 名 0 な- CN。 而して 吾人 英國 人は その 敎育制 度の 改良に 莫大なる 
資金を 投 b 得る に 反し 日本 敎育 はを 0 當 初ょぅ 非常なる 資力の 缺乏 i 奮闘 
し來れ i 。菊 池 男は 明治 初年 來日 本は 如何に 僅少の 資金を 以て 敎育 的效果 
を確收 すべき やの 問題に 就き 絕えず 考慮を めぐらしつ > 6 6 し 乙と を 述べ 
て 日く 『吾邦には 貴國 人が パブ ブック、 スク ー ル 及び 大學に 於て 有する が 如 
& 莫大なる 基本 財產を 有する 財 圏 法人な く 又敎育 事業 0 爲に 巨額の 資金を 
寄附す る 大資產 家な し。 問題は 常に 最小の 資金を 以て 最大の 敎 育的效 果を 
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獲收 する 法 如何に ?) 6 き』 と。 日本は 貧國に して 而ネな すべき 幾多の 事業 
を 有す。 『我 國の 校舍は 質素に して 何等の 装飾な し、 吾人は 多額の 金 錢の裝 飾 
に 費 3 る >所に は 必要なる ネ の >大 に缺 くる rji j> るを 知れ. CV』 と。 吾人 
は 望む 英國 地方 當局 者は 此の 語を 深く 心裡に 感銘せ /I 乙と を。 英國に 國民 
的敎育 組織の 缺如 せる は 要するに 國民的 危險の 刺戟の なくな ぅし 爲國民 的 
團結 力を 失 CA し (C 依る。 公民 相互 間の 相異は 漸次 强大 とな 6 品性 及び 理想 
の 共有 的國俗 今や 餘 6 に 忘却せ、 b れつ  >あ$。 吾人は 寧ろ 英國が f の覇權 
を 威 脅せら る > 乙 とに 依 $ て 覺醒豁 眼し 之を 救濟 する の 法は 唯眞に 國民的 
なる 敎育組 織卽ち 民族 固有の 共有 的傳說 及び 理想を 基礎 i して 作、 b れ犮る 
組織を 建設す るに ある 乙と を 感知す るに 至、 b /t rji を 望 ひ 名のな- CN。 蓋し 
之れ 唯一の 道な 

思 ふに 他日 一英 國政治 家出で  > 菊 池 男の 次の 語を 發し 得る の 日 あらん。 
日く 

『而 して 吾人は 他の 事項と 等しく 敎育に 於て ネ熱心 に 他に 學ば ん£ 力めた 


i。 歐 米の 敎育制 度 及び 方法を 硏究 する 爲に 幾多の 官吏 留學 生は 派 遺せ 
られた i 。書籍、 雜 誌、 論說 、報告書 等は 注意 深く 硏究せ られ 且つ 論ぜられ * 
う。 幾多の 實驗は 試みられ 而して 失敗と 誤謬 も少 から 次 6 し 。而か ネ吾 
人は 之に 依 3 て學び 之に 依うて 利益せ 漸次 我 國の敎 育 的 需要 及 可能 
幷に 吾國 民に 適當な る敎宵 法の 更に 善良 眞正な る 知識を 得る に 至れ- CN。 
而して 吾人は 今 尙學び 且つ 硏究 しつ > 6 6。 尙 吾人の 解決すべき 幾多の 
問題 〇 吾人の 企つべき 幾多の 改良 點 6 $。 吾人は 決して 一國 のみを 
模範 i せず、 吾人は 諸國 制度の 長を 取う 短を 避けん が 爲をの 得失 長短を 密 
査した た 又 現 ^ 審査し つ > ぁ$ 0 』 

❿ィ 1 ヴ 1 ーング 、スタン ダ l r 一九 〇 九 年 六 n 五日 

偷敦 大學に て 講演せられ たる 講義 0 內容を 編纂した る 名のに して、 主 £ し 
て 社‘ 會學的 見地ょ $ 見た る敎育 行政 及び 單純な る敎 育を 述べた るネ のな 

io 
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@ ォブザ 丨ヴァ 1 一九 〇九年 六月 十三 日 
日本の 學校 

日本敎育の目的は知識を授くるにわ$といはんょ6は寧る一定の品性を 
養成す るに ？ > うとい ふべ し。 此 組織の 行 はれて ょ $ 未だ 玆に 二十歳なら ず 
(其の基礎たる敎育勑語は一千八百九十年十月に發布せられ犮 1 と雖\若し 
過ぎに し 戰爭に 於け る 勇猛と 獻 身との 非凡なる 表示が 何等かの 意味に 於て 
をの 最初の 結揋な $ とい ふ 乙 とを 得 ば その 端緒の 幸 多き 乙と を 祝せ 次る ベ 
からず。 兎 免 角 學校敎 師の主 i して 心血を 注ぐべく 命ぜら る > 所 は此 等の 
性質を 維持し 之を 獎勵 する にあ $。 日本に 於て は 宗敎敎 育、 道 德敎育 及び 愛 
國的敎 育の 三者は 一にして 多なら ずて ふ事實 はを の 間に 羨望すべき 迄に 軋 
鑠の存 せ 次る 己 i を 意味す。 忠義 孝悌 禮讓は 日本 敎育的 理想 中最免 重きを 
爲す 7P のにして 此の 如きは 西洋の 何れの 國に 於て 名を の 類例を 見 次るな 
天皇は 固ょう 敎育 制度の 中心に して 又を の 源泉な 6 而して 此の 制度は 議會 
を經て 法律に 眩 5 て 定めら る > に わらず して 勑令に 依うて 定め、 b る > 7P の 


な. CS。 是れ 吾國に 於け る敎育 法律案の 八 ヶ間敷 討議 せらる  > 制度に 比し 非 民 
主 的なる が 如しと 雖ネ 、吾人は 『人民の 爲に 人民に 依ぅての 人民の 政治』 は 
日本に 於て は 未だ 承認せ、 b れた る暗號 にあら 次る 乙と を 記憶せ 次る ベから 
ず、 をの 全 運營は 臣民は 皇族 卽ち 神の 子孫な 6 との 反對的 假定の 上に 基く ネ 
のな- CN。 天皇は 臣民の 主權た ると 同時に 又を の 宗族な $ と考 へらる。 日本 
に 玲ては 家族 的 感情と 國民的 感情とは 全く 渾一 契合せ る 己と を 記憶す るに 
わら 次れば 各學 校の 綱領に 於て 道 德的觀 念の 特出せ る 所以を 了解す る 乙と 
能は 次るな 5。 

是れ 尋常 小學の 課程に 於て 明なる 所な 6。 尋常 小學 第一 學 年の 敎科を 見 
るに 修身 科は 次の 諸 項を 包含せ 次るべからず とす。 

孝行 (三時 間) 

兄弟 姊妹〇 V 一時間) 

家庭の 樂 (二 時間) 

友達 (三時 間) 
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u< 

天皇陛下 {三時 間) 

元氣 よくせ よ (二 時間) 

行儀 (四時 間— 此の 內に は實習 時間 ? > 1 
喧 _ ?: するな (二 時間) 

噓をい ふな 〇 一 時間) 

人の 仕事を 邪魔す るな (二 時間) 

自分の 4 の i 人の 4 の (三時 間) 

生き物 (二 時間) 

人に 迷惑を 掛けるな 三時 間) 等 

學校は 兒童を 善人 穴、 b しひる 所なる 乙 i を 兒童に 敎ふベ し i 0 第一 着に 
敎師に 訓令した る 方針に 從； S 此の 組織は 全科を 通 b て 行は る。 他に ネ 興味 
深き 敎訓 多き 中に、 第三 學年に 於て 男女の 關 係を 述ぶる 7P の あ- CN。 日く 

r 男子は 女子よ 强 し。 3 れど 男子は 決して 女子を 侮蔑す ベ & にあ、 b 
ず。 女子を 以て 男子に 劣れ する は大な る 誤謬な 6。 男女は 共に 萬 物 


0 靈長な るを 以て 特に 女子を 輕侮 する の理な し。 男女は 各を の 本務を 異 
にす る 名のに して 各自、 己れ の 分を 忘れ 次る 樣にせ 次るべからず。』 

と。 日本に 於て は 西洋の 婦人に 對 する 騎士道に 相當 する 感情な きを 以て 此 
の 敎訓は 特に 奇異に 思は る。 而かネ 女兒は 男兒と 同等の 注意を 以て 敎育せ 
ら る。 r 行儀』 の點に は 女子は 特に 注意を 受く 、女子の 課程の 摘要 中には 次の 
如き 項目 ^ *^、 

起居、 進退、 應接 、授受に 關して 記憶すべき 事項 及びを の實習 

睡眠、 飲食、 服装、 訪問、 接待、 交際 (音信 等を 含む)、 贈ジ 物、 饗應 、公會 、喜 悲の 場合、 慶 

弔、 喪 等に 關して 記憶す ベ & 事項 

當局 者は 男女 合併 敎育は 不可な 決定し ^ るが 如しと 雖 \ 昨年の 修正 
に 依ぅ 男女 分離の 問題は 地方の 便宜に ょぅて 定ひべ き 乙 i> な れ 

泰西の 讀者 は國 語の 敎授に 附帶 する 非常なる 缺陷と 困難と に 思 CA 至る £ 
きは 此の 如き 細密なる 道德敎 育の 系統を 授 くべき 時間の 如何にして 存すべ 
き やを 疑 ふべ し。 日本が 始めて をの 國 語と して 漢字 假名 交を 採定 せし の 日 
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は 誠に 悲し ひべき の 日な. CS しな $ 。漢字は 其 後變遷 を經て 今や 一層の 困亂 
を 釀しつ  >あ$。 

『東京 活字 鑄 造 所に 於け る 漢字の 所謂/ ィ 、セットは 九 千 五 百 字ょ 6 成る。 
漢字を 知る i はを の 多樣な る 音と をの 多樣な る 意味を 了解す る 乙 とを 意 
味す。 加 之を の 書き方を 知ら 次るべからず。 書 字は 目に 依ぅて 字を 知る 
i は 全く 別事な 乙れ 目に 依- CN て 英語を 知る 7P 之を 書 するとき はを の 
綴字を 誤る 乙 i あるに 依-^ て 明なる 所な. CV。 而して その 文字には 非常に 
複雜な る A の少 から 次る が 故に 之を 書く とは 決して 容易なる 乙 とに あら 
ず、 且つ 同一 字の 書體 に名數種 6 $て普通の敎育ある人は少なく名をの內 
楷、 行、 草書の 三種を 知ら 次るべからず。』 

此の 結果と して 兒童は 殆ど 一千 字 以上の 漢字を 覺ゆる 己と 能は ず。 從て 
書籍、 新聞は 種々 の 方法に 依ぅて 讀 者を 扶助せ 次るべからず。 森 子爵が 英語 
の 不規則なる 部分を 全排 して 英語 5: 日本に 採用せ んと申 言した るは 餘 5 に 
矯激な 6 しと 雖ネ 、日本は 恐、 b く 遂に 周圍の 事情に 强 ひ られて 羅馬 文字を 採 


用す るの a ひなき に 至るべし。 英語は 全體 としては 之 5: 日本語の 代用 語と 
して 不備の 點 多き 乙と 固ょう 言 ふを 俟た ず。 蓋し 日本語には 英語の iv th 
の 音な く 又 tu の 代 $ に tsa を 用 a ti の 代 $ に chi を 用 rA 又 ris 孓英人 i 發音 
を奚 にし 且つ又 五箇の 母音を 有する に 過ぎ 次れば な 6。 

3 うなが、 b 日本は メート ，制を 採用し 以て その 算術を 簡易に せ. CN。 をの 
結果 小數は 夙に 小學 課程に 加入せ、 b るれ ど, p 分數 は餘程 後年 迄 加 へらる > 
乙 となく 而して 日常 分數 は餘 $ 重きを 置かれ 次るな 唱歌に 關して は 日 
本 固有の 歌謠 法は ー ネ學校 敎授に 適せ 次る 5: 以て 更に 困難を 感 b た 6 き。 

3 れど敎 育に 熱心なる 日本人は 決して 之に 屈せず。 日本人の 聲調 及び 耳朶 
に 最も 適切なる ネ のと 思は る， 外國歌 調を 選出し 此の 歌曲に 附す るに 兒童 
に 適切なる 歌詞を 以てせ 固ょう 幾多 0 困難と 邦樂 保守 論者の 少なから 
次る反對と ?> $しと雖4是等は遂に克服せられ今や何れの寒村に於ても歐 
風 歌曲を 唱歌す る兒 童 5: 耳に する に 至れ 
』 嬰 兒の樂 園』 たる 日本に 於て は體 罰は 決して 學校に 於て 行 はれず。 菊 池 
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男 日く 『實 際體 罰は 學 校に 於て 必要なら ず J と。氏のいふ所 ^ 依れば'兒一宽 
を最 感動せ しひる 名の は 罰の 不名 春な 6 『故に 公 罰は 實 、に 苛酷なる 所 罰な 
6J 體操 は敎 育の 大部分を 占 ひ。  3 れどフ ートボ ー,、 ベ ー スボ ー〆 及び 口 
1 ン テニスは 盛 ic 行は るれ どク ソッ ケットは 未だよ く 行 はれず。 日本人は 
體育に 依ぅて をの 體軀の 倭 小を 補復 せんとし つ > ?> る 名のに して 此の點 に 
關 しては 着々 效果を 納め つ A 言。— 一九 〇 一年よ ぅ一 九 〇五年 迄の 徵 
兵 檢査を 受けた る壯 丁の 平均 身長は 一八 九 一年よ 6 一八 九 五 年 咬で 0 平 与 
身長に 比すれば 著し & 增 加を 示せ 

本書は 敎育 家幷に 國民 性の 硏究 者に 極めて 興味深き 書な 6 。之を 繙く i 
きは 世界 歷史に 殆ど 比類な き 精力と 順應― とを 有する 國 民に 對し 更に 大な 
る 讚嘆を 覺ゆべ し。 現今 日本の 敎育的 期 望の 翼を 切 斷 する 名のは 金 錢の問 
題？。 何 となれば 日本は 諸 外國に 比して 大いに 後れ 5 名出來 得る 限 6 
早く之に追ひ及ばんとする決心を有する貧弱な、る國なればな$。劣少なる 
熱情と 煩— る 方法と— する f は B 本が 取て 以て— 國民 IQ 偉業 


を «| 始 したる 機敏 i 率直 とを 羨望せ 次る からず。 

© グロ 1 ブ 1 九 〇九年 六月 十六 日 
日本 敎育 0 諸學校 

凡そ 四十 年 前日 本が 一躍して 中世ょ 6 近世に 到達せ しとき に 當ぅ歐 人 k 
して 此の 現象に 多くの 注意を 拂 a し 名の 殆どな か.^ き。 而して 天皇の 意志 
を民衆に感銘せしめんとする其の敎育の方法を硏究せん£する名のに至6 
ては 更に 少數な $ き。 一八 九〇 年代に 於け る 日 淸戰爭 に 大勝を 博した る 後 
此の 國民が 如何なる 學校を 有して 此の 如き 人種を 養成した るかと 一寸と 奇 
妙に 思 a たる 名の 咚ぁ 6 き 。而か 名 多くは 是の 大勝を 以て 愛國 主義 或は 專 
匍 主義 或は 他の 何等かの 主義に 原づく  のな. CNi 思考し き。 其の 方が 面 到 
なら 次れば な- CS。 然るに 近世 日本の 眞 性質を 初めて 世界の 人々 に 切 實に感 
覺せ しめたる 彼の 日露 戰爭は 遂に 世人を して 確實强 固なる 敎育が 戰捷の 準 
仅 中に 於ての 一大 部分な ぅし 乙 とを 確信せ しひる に 至れぅ。 是に 於て 世界 
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三 四 

史上に 一新 事實は 現 はれた 一 m 洋國 民 5i はれた ぅ。 通學學 校に 於て 課 
業を 學び 、廣く 世界に 青年を 派出して 新 知識を 求め 而して 人間的 試驗 の最％ 
確實な る ^ のた る 戰爭場 裏に 於て 此新 知 M を 利用す ると を 了解した るを 證 
明せ 如何にして 能く斯 の 如くな $ しか。 

菊 池 男は 最近に 偷敦に 於て 講演せ ちれた る 講義に 於て 此の方 法を 詳細に 
說 明せ $。 而して 今玆に 日本 少年の 心意を 開發 したる 方法を 簡略に 說明せ 
んとは 不可能に 屬し又 著者に 對し 穩當な ちず。 唯玆に 京 洋に 於け る 吾國語 
の 敎授に 關 する 著者の 所述を 引用す るは 差 支な か、 b /i 。 『英語は 恰 東洋の 普 
通語なる を 以て 地方 當局 者に 於て 適當 i 認ひる 場合 (C は 小學 校に 於て 英語 
敎授を 許す を 適 當 £ せぅ。 云々。 中學 校に 於て 敎授 せちる  > 外國 語は 英獨 
佛 三箇國 語の 一にして 各兒 童は 唯 其 一を 選ば 次るべからず。 獨逸 語の みを 
敎ふる 中學 校は 二 校、 英或 は獨を 選ばし ひる ^ 0 六 校、 英或 は佛を 選ばし ひる 
名 の 一校に して 他は 専ら 英語を 敎授 す。 云々。 英語は 五箇 年間 毎週 六、 七 時 
間を 課する が 故に 中學 程度を 卒ふる 頃には 生徒は 略 ぼ 英語に 通ず べしと 期 


待 3 れたれ ど、 實 際の 結果は 豫 期の 如く 滿足な 、 b ず。』 

英語 敎授に 於て 二種の 困難 ぁ 6。 自然 的 困難 及び 人爲的 困難 是な う。 日 
本の 音は 極めて 單一な れど名 英語 0 音は 複雜な う。 文章の 構造は 日本語と 
は 全く 異な $ 、而し て 堪能なる 敎 員の 缺乏は {是 等の 學 校の 許す が 如 & 低額の 
俸給に て良敎 員を 得る rji は 困難な 1 更に 第三の 困難な 令。 

因に 日本の 書肆は 敎科 書の 獨 占を 企て / 1 とせ- CS。 政府は 七 割 五分の 減價 
を 以て 自己の 敎科 書を 學校に 供給す る 乙 £> して )«: 問 題を 解決せ- CV。 而し 
て 此の 種の 問題 及び 更に 純敎育 的なる 幾多の 他の 問題 7P 亦 起れ- CN。 

菊 池 男の 書は 新 間 題に 觸れ而 か 7P 此 等の 問題に 關して 信賴 すべ & 書な be 
本書は 敎育に 興味を 有する 人には 極めて 價値多 & 7P のにして、 そ 0 定價の 佃 
廉な る爲に 何人 ^ 容易に 手に する を 得べ し。 

@ デ イリ - 、クロ ーー クル  ー九 〇九年 六月 廿二日 

吾人は 東洋を 敎導 する は 西洋の 使命な うと 考ふべ き 乙 とを 敎 へられ 來 5 
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H 六 

た- cv。 吾人は 屢- 得々 として 自ら 云へ. cv。 東洋に 何の 取るべき ネの あ. cs 得ん 
やと。 

吾人は 今やを の あう 得る 乙 £を 了解し 始めつ  > あ .CN、 甚徐 々なれ 共 兎に角 
了解し 來れ う。吾人は自らいへ6き。『西洋の尙未開な$し遠き古に於て東 
洋には已に知識 6 $しならん』と。而か名吾人は第二の思想を以て自から 
慰めた うき、 日く 『噫 3 れど 東洋は 爾來 何事を ネ學ば ず 何事を， P 忘れ 次う し 
•か" 吾人は 此の間に 絕 えず 學び 來れ 6J  i。 今や 吾人は 此の 態度の 再考す ベ 
きこと を 知- CS 來れ 而して 確か (C 日本は 吾人に 敎ふべ & 乙と を 有する を 
知う 來れ 6。 

一時 日本 文部大臣た $ し 菊 池 男は 偷敦 大學に 於て 一九 〇七 年の ィ ー スタ 
期と 夏期の 間に 日本 敎育に 關 する 二部の 講義を なせ 一は 日本に 於け る 
敎育 行政を 論 b 一は 敎育學 的 立脚地ょ $ 日本 敎 育を 論 b たる $ のにして 共 
に內容 極めて 豐富な う。 今や 菊 池 男は 其 講義を 改訂して 本書と せ 6。 本書 
は 特に 英國敎 育 家に 取- C> て 興味深 かるべ し。 本書は 英國敎 育 家の 日本 敎育 


に 就て 知 6 置く ベ s a> らゆる 事項を 說 明し 又 その 內 k は國民 として 吾人の 
知 〇 置くべき 多くの 事項 5: 包含す。 

內容の 如何を 問は ず 又を の 文體の 講義 體な るに 名 關らず 本書. は 其 だ讀み 
好き 名のな 本書は 自、 b 之を 熟知せ る 人の 口よ 6 出た る 大事 項の 講話な 
6。 且つ 屢： 日本 歷史に 觸 接する 所の 講話な う。 


本書は 東京 帝國 大學總 長に して 一時 文部 犬® たうし 菊 池 男が 偷敦 大學に 
於て 日本の 敎 育に 就て 講演せ、 b れし 講義の 要旨を 編述 したる 名のな 6 。書 
中 著者は 學校 系統、 をの 組織、 その 行政法 及び その 緊要なる 目的に 就き 流暢に 
して 極めて 興味深 & 說明を 與へた う 

特に 日本 青年の 幼時の 訓練が 國民の 品性 上に 殘し 左る 永久 的 印象に 就て 
は 世間 言ぶ 所甚 多し、 故に 苟し く％ 敎育 事， 蠢を 有する 人は 本書の 如き 
至高に して 最名 確實な る 源泉ょう 來 る本册 子に 衷心の 歡迎 を拂 ふべ し，， 
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源 始 

凡を 一 國の敎 育 組織を 了解 せんとせば 必ず 先づ をの 民族 歷史 特性 及び 國 
民 精神の 源泉た る极本 的 習慣 及び 傳說を 了解せ 次るべからず。 此の 根本的 
知識を 讀者に 與 へんが 爲め 著者は 最初の 數 章に 於て 日本 發展 0 主なる 點に 
就て 簡短に して 而か免 光彩 有る 說 明を 與へた う。 

吾人の 日本を 研究す る や 多くは 彼の 有名なる 一八 六 八 年 以前に 逆、 b ず。 
かの 封建 諸侯が 進で をの 特權 と 領地 i を 奉還せ しは 此の 時な 6 き❸ 天皇が 
殆： n3 憶に 存 せ ^ る 程 古 & 時代よ- CN の退隱 の暗黑 なる 狀 您 よ i 出で  > 國士 
の實力 有る 支配者と な $ 代議制度の 恩賜を 臣民に 約し 給 ひしは 此の 時な 6 
き。 屢-吾 人の 感ずる が 如く 整備し 且つ あらゆる 點に 於て 完全なる 新國 民が 

突然 遠き 東洋の 地平線 上に 輿 起せし は 此の 時な うき。 

然れ共 此の ダ 如く 整備し 且つ あらゆる 點に 於て 完全なる 國民の 突然 興起す 
るは 決して 有 i 得 可き とに あらず。 吾人は ^ 底 急激に 過去よう 脫却 する こ 
i 能は 次るな う。 而して 日本を 以て 人文 進化の 最ネ 興味深く 且つ 敎訓 多き 


硏究 題目た， b しひる％ のは 實に 日本は 政治 及 商業の 一切 機關 の改變 せられ 
し國にてぁ6ながら而か冬飽く迄ょく舊時代が新時代の全部に滲透し居る 
乙と 是な -CN。 

世界 何れの 國に 至る i 名 過去が 現在に 現は る > 乙と 日本の 如く 强 & 國 6 
るを 見ず。 是れ 本書の 最初 數章に 於て 述べ、 b る > 所の 敎訓な 生活の 運 
爲の 全部は 過去を 中心 i し、 過去を 尊重し、 過去ょ i f の靈動 を受 く。 過去に 
對 する 敬虔は 實有 にして、 我 國の續 ?0 |0 に 於け る 如く 冗漫に 形式的に 國旗を 
振る 名 のとは 少し 名 共通の 點ぁら 次るな. CN。 天皇は 皇統 連綿 ^ る 歷聖の 後 

裔に して、 遠く その 源を 女神に 發す 。女神 その 神 孫を 日本に 降す ^ 當 6 て 刺 
して 宜はく 

『爾 行て 治めょ。 就け。 寶祚 の隆な る 乙と 天壤 と共に 窮な か、 つん 一 
と。 天皇の 國民に 於け るは 猶 祖先の 一家 族に 於け るが 如し。 天皇 及び ffl 先 
は 共に 敬恭 誠忠なる 尊崇 0 對象な 办。 

敎育の 全 制度は 祖先に 對 する 此の 尊敬を 基礎 とす。 天皇の 降し 給へ るぎ 
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名なる 敎育 勅語に 日く 

1 r 皇祖 皇宗 國ヲ 肇ム ル コト 宏遠 一一 德ヲ 樹ッ， コト 深厚 ナリ 我ガ 臣民 能 
ク忠 一一 能ク孝 二 億兆 心ヲ ー-ー シタ 世々 厥ノ 美ヲ濟 セル ハ 此レ 我ガ 國體ノ 
精華-ー シテ 敎育ノ 淵源 亦實- 一此一 一存 ス 爾臣民 父母 二 孝 二 兄弟 一一 友 二 夫 
婦 相和シ 朋友 信ジ .恭儉 己 ヲ持シ 博愛 衆 一一 及 ♦ホ シ 此ノ 如キハ 獨リ朕 ガ忠 
良 / 臣民 タル ノ ミナ ラズ 亦以夕 爾 祖先 ノ 遺風 ヲ顯彰 スルー ー足 ラン。』 
德育 

著者の 意 蓋し 學校 組識は 敎育勑 語の 精神を 實 現せん とする 企圖を 表は す 
味 のなる 乙と を 吾人に 了解せ しめんと する にあ**'。 學科課 程 中 重要なる' 否 
な 寧 vC 樞要な る 地位 を占むる科目二 6 $。 

此等二 科目 中の 第一は 修身 敎授な 6。 道德敎 育は 廣く あらゆる 種類の 敎 
育に 亙ぅて 重きを なす。 卽ち德 育は 小 學校敎 育に 於け る 要目な-^。 一切の 
中等 學校學 課程 中に 於て A 細密に 注意せ、 b る， ま ^ 最後に 大學に 於て 與ふる 
訓練の 要 5: 占 ひ。 吾人の 解す るが 如 & 意味に 於ての 宗敎敎 育は ーネ學 校に 


於て 行 はれず。 

書中 德 育を 論ずる 部分は 該 書中 最 名 敎訓 多き 部分な ぅ 吾人は 果して 明に 
日本に 於て 成功せ る 此の 敎育 組織を 吾國に 輸入し 以て 無盡な る宗敎 上の 論 
爭を 停止す る 乙と 能は 次る か。 是れ 吾人の 自問せ 次らん i 欲する ネ能は 次 
る 所な- CN。 ながら 吾人は 兩國 民の 傳說 及び 聯想を 異にする こと を 認め 
次るべからず。 

本書の 德育に 關 する 部分を 精讀 するとき は 必ず 遂に 日本の 德育 は國 民の 
祖先に 對 する 特異なる 尊崇 心に をの 實 力と 感化 力と を 抽出す るネ 0 な $ と 
の 結論に 到達せ 次る を 得ず。 兒童は 自ら 地下に ある 祖先の 靈前に 生活す る 
ネのな $と 信 k 祖先の 靈は 地下に あぅて 彼の 失敗を 悲しみ 彼の 奮闘を 助け 
彼の勝利を慶 > $のにして彼は此の神聖なる大和民族の傳說を毁損せ次ら 
ん が 爲 此の世に 生存す る 名のな $£ 信ず。 その 修身 講話を 聞く や兒 童の 腦 
裏には 過去の 偉人の 精神 i 永遠 R 合一 せん i する 朦朧たる 意識 あ 6。 

此の 如く 日本に 於て は 道： 德の 批准は 非 自然 的 批准な A 從て實 質に 於て は 
rB 本の 敎育 运 評 四 一 


宗敎的 批准な 故に 道德敎 育は 有力に して J5L 氣に充 つ。 吾國に 於て は此 
の 如 & 批准な &を 以て 道德敎 育は 常に 淺 薄に して 血氣 なし。 之を 最も 拙惡 
に すれば 無味乾燥なる 平凡の 敎とな う 之を 最 7P 善美に する 名 故人 スマィル 
ス 氏の 發言の 永久 的 反響た るに 過ぎず。 若し 宗敎を 離れた る 道德敎 育を 吾 
國に於て成功せしめんとせば吾人は道德に向て何等かの之に對應するに足 
る 有力なる 批准を 見出 3 > るべ からず。 而かネ 現今に 於て は尙 未だ 此の 如 
き 批准 あるを 見ず。 

日本の 諸學 校に 於て 特に 注意 せらる  > 第 二の 科目は 體育な 舊 日本に 
於て は 遠き 古ょ 6 武士は 武藝體 操の 敎 課を 受けた うしが 新 日本に 於て は以 
前 武士の みに 限られし 此の 特權は 廣く 社會の あらゆる 階級に 擴め られた 60 

玆には 本書 } C 收ひる 所の 他の 總ての 要目に 就き 論ずる 乙 i 能は ず。 專門 
の 敎育學 者は 小學 、中學 、専門 學校の 詳細なる 模範的 學科 課程 表ょう 得る 所 多 
かるべ く 又敎育 行政の 専門家は 學校 管理の 施設に 關 する 說明に 興味を 感ず 
べし。 要するに 本書は 日本 敎 育の 全 系を 明快に 描寫 したる 名のな う。 


• H デ- ケ ー シヨ ナル、 タイ ムス ー九 〇 九 年 七月 一日 

二 年 以前 偷敦 大學に 於て マ ー チン* ホワィト 氏の 寄附の 下に 開かれた る 菊 
池 男 講演の 內容の 出版は 日本の 敎育 問題に 關して 完全に して 有力なる 知識 
を 吾人に 與 ふる 免の なう、 著者は 東京 帝 國大學 の 總長 にして 且 其の 名 譽敎授 
たら、 又嘗 つては 一時 文部大臣た うき、 而して 氏は 歐米 諸國の 敎育 制度に 通曉 
せ ん此 書は 極めて 含蓄 多き 免のに して 先づ 日本 歷史 殊に 敎育 上の 發達に 關 
する 歷史 の梗槪 を與 へ、 次に 行政 制度の 要を 摘み、 女子の 家庭 及 社 會に 於け る 
地位 幷 R 其國 家に 對 する 關 係を 說 明し 次に 諸種の 專門學 校 及諸學 校に 於て 
採用せ、 b n たる 組織 及 施設 方法を 說 明し 最後に 家庭 敎育に 就きて 論述す る 
所 ぁう。 極東に 於け る 最近の 出來 事は 人を して 日本人の 性格が 其の 少年 時 
代の 敎 育に 依うて 影響 せらる  > 事 極めて 大な るを 注意せ しひる に 至れ- CN。 
而して 菊 池 男の 特に 明言し 或は 暗に 示 3れ犮る此の說明は興味ぁ$又敎訓 
的の ネのな 
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四 四 

日本の 歴史 ?: 敍せ る數 章は 殊に 吾人の 感 を 深から しひる, P のな^/ 此數章 
は 長き 國民的 傳說の 偉大なる 力を 讀者に 感銘せ しひ。， 西洋よう 見れば 日本 
は 凡 四十 年 前卽ち 一八 六 八 年に 突如と して 生れ 出で たるが 如く 見 ゆる 名 其 
は單に 七 百年 間の 將軍 政治が 終 $ 1: 吿げ 全國皆 天皇の 直接の 支配 下に 來り 
たる 明治維新の 新紀元な $ しな 6。 日本 帝國の 始めは 遠く 紀元前 六 六〇年 
の 昔 R して 現 天皇は 神武 天皇以 來連 綿 ^ る 皇統を 嗣げ うと 誇 言 せらる。 

男 日く 我が 皇統の！ 系 * る 事は 凡ての 日本 國民は 小数の 征服せられ し 土民 
i 支那、 朝鮮の 歸化 人を 除けば 盡く皆 皇室よ 6 出で ^ る 者 若しくは 皇室 i 共 
R 高天原よ i 下れる 者の 後裔な i の事實 i 相 待つ て 他國に 全く 類を 見 次る 
日本 國民の 基本的 特質 5: 形成せ 云 ふを 得べ く實 際我國 民は 天皇を 以て 
首長 又は 家長 i 仰ぐ 一大 家族に して 此の 關係は 建國以 來 今日 ic 至る 迄永續 
せ 6 と 。是れ 治者と 被治者との 關係强 固なる 所以な う、 而して 斯の如 & 關係 
は 封建制度に 於け る 藩主 1 其の 臣下との 間 幷に 一般の 「家」 の 首長と 家族 i の 
間に 名 維持せられ た う。 凡て 0 日本人は 皆 生れながら k L て 「家」 長、 藩主 及 天 


皇 に依 6 て 體 現せ、 b れたる 祖先の 理想に 對し哀 心 尊敬の 念を 有す。 現在の 
生活は 過去の 旺なる 出現と 其の 勢力の 下に 於て せられ、 『舊』 は國 民の 理想 
にして 同時に 一種の 宗敎た るの 力を 以て 遍く 『新』 に 滲透せ. CV。 

日本 敎育の 目的は 『少年少女、 靑年 男女に 未來の 生活の 準備』 卽ち 如何な 
る範圍或は方法に於て免國民的理想に奉事する生活の準備を與へんとする 
7P のな 6、濟 日く 『日本に 在うて は敎 育は 0 家の 最 4 重要なる 職能の 一と 考 
へられ 居れ &』 而して 敎育 制度は 帝 國議會 の協贊 を經べ き 法律に 依 6 て定 
めら れず して 勅令に 依うて 定めら る、 其の 勑令は 內閤の 奏請に 依 $ 樞密院 の 
諮詢を 經て 天皇ょ $ 發せら る > 冬の な 办 、最も 一二の 行政 的 事項は 敎育に 關 
する 事に て 7P 亦 法律の 規定を 受 くるを 要するな $ と， 凡そ 全敎 育は 其の 基礎 
を 一八 九〇年 十月 三十日 發 布の 敎育勑 語 R 置けう。 

(刺 語 始 ょう 祖先の 遺風を 顯彰 する に 足らん 迄) 

苟く ネ 吾人の 中帝國 思想の 播布を 心頭に 掛 くる 者は 此の M 語に 於て 人心に 
訴ふる 要求の 尊嚴 莊重且 人心を 感動せ しひる 有用なる 實 例を 發見す べし。 
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敎育 事業の 種々 なる 階級に 就きて は玆に 詳細を 盡す 能は ず 之を 知、 b んと 
せ ば 菊 池 男の 著書に 就きて 之を 求め 次るべからず。 唯 全 制度を 通 b て最 ネ 
周到にして勉强なる注意を以て最良の施設法を確保し之を實行せんとする 
を 見るべし。 外國の 模範 及 外 國敎師 の 援助は 自由に 之 ?: 求 ひと 雖も 其の 之 
を 適用す る やょ く 日本の 事情を 斟酌せ $。 帝 國將來 の 國是 たる 五箇 條の御 
誓文 (一八 六 八 年 四月 六日) の 第 五條に 日く 『知識を 世界に 求め 大に皇 基 VJ 振 
起す へし』 と。 主に 和 蘭 語に 依6 て 輸入せられ し 泰西の 知識は 十八® 紀に 
於て 早く 獎勵 せられた る 7P 而 4 一千 八 百 六十 八 年ょう 僅に 數年前 菊 池 男の 
祖父た うし 箕作 元甫氏 (氏は 和 蘭大學 の醫學 博士に して 一八 五 七 年 東京 帝國 
大學と な*®' し學 校の 和 蘭 語 敎授な 6 き) は 外國の 學問を 敎 A るの 故 5: 以て Bff 
殺の 恐喝を 受けし 事 あ 然るに 今や 日本の 靑年は 泰西の 有 ゆる 敎育中 
心地に 群集す、 英語は 宛 免 東洋の 通用 語た るが 故に 地方 當局 者に 於て 必要と 
認ひる 所には 小學 校に 於て ネ 之を 課せ う、 且 英語は 其の 固有の 困難と 敎師の 
不足に ネ 係らず 又 佛語獨 語 名 之に 代 ふるを 許 3 れ龙 るに 關、 b ず 中學 校及專 


鬥學 校に 於て 殆ど 課せられ 次る 所な し。 西洋 音樂 3 へ 名 亦學 科と して 加へ 
らる 、男は 今日 凡ての 村落に 於て 兒童の 洋風に 歌 ふを 聞く を 得べ しと 云へ ぅ。 
又 英米の 遊 戲ネ體 操 敎授の 一部分に 加 へらる、 然れど $ クリッ ケットは ベ ー 
スボー ，の 如く 十分に 成 效せ次 $ き、 菊 池 男 日く 吾人は 今尙ほ 學び又 研究し 
つ > あ $、吾人が解決せんとする幾多の問題、吾人の企圖する幾多の改良あぅ、 
吾人は 何れの 一國 のみを 名 模範 とせ 次るべし、 吾人は 各種 制度の 長所 短所を 
發 見し 如何にして 其の 善良なる 物を 採用して 吾人の 使用に 適せし め 其の惡 
しき 7P のは 如何にして 之を 避くべき かを 知ら / t と硏究 しつ > ?) $。 

政府が 敎育 上の 十分なる 支配を なす 5: 以て 私立 小學 校の 働く 可 & 範圍は 
狹し 、然れ ど 名尙 私立 學校は 或る 場合には 代用と して 公認せ らる  > 己 i あ ¢0 
又 他の 場合 {C 於て は 特に 家庭 其 他に 於て 敎育を 受 くる ことは 市町村 長に 依 
6 て 許可せ、 b る > 乙 と あぅ。 此の 外には 別に 私立 學校は 有 $ 得 次るな. 〇。 
男 日く 『一九 〇六年 小 學校總 數二七 二 六 九の 中 私立 學校 の數 僅に 二 四 九 校 
なる は 能く 之に 依办 て說 明せ、 b るべ く而 して 其の 三分の 二卽ち 一六 六 校は 
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四 八 

東京に 在 $ て 其の 約 四十 校が 代用 小學 校た る 乙とは 注意すべき 事な. CWO す j 
と、 然れど 免 中等 學 校の 豫備 校と して 尋常 小學 校ょ $ 更に 能く 此の 目的に 適 
せる學校を設けんとの希蕻は益々增加しつ>ぁ$、此の事實は日本以外の敎 
育 立法者 及 行政 者に 取 i てネ 重要なる 意味 有る 事な- CN。 

• H デ 3. ケ- — シヨ ナル、 タイ ムス  ー九 〇九年 八月 

去月 吾人は 日本 敎 育の 制度 及び 歴史に 關 する 菊 池 男 0 精細なる 敍述に 注 
意 ?: 惹け 6、 近頃 傳 聞す る處に 依れば 現狀 のま  > に ては 日本は 到底 西洋 諸 ®! 
i 對立 する 乙と 能は ずとの 輿論 昌に して 到底 重要なる 變化を 免る  > 乙 と 能 
は 次るな. CNi。 最も 大なる 困難は 國 語の 極めて 複雜な る 乙と 是な ぅ、 是れ菊 
池 男の 特筆 敍說 する 所な $ 、國 語の 困難なる 上に 西洋の 二箇國 語を 學ば次 る 
ベ か、 b ず (英語 及び 獨佛語 中の 一) 而して 此の 如き 語 學上の 難事を 經 たる 上に 
漸く 専門の 硏究に 入る 從て 勸勉な る學生 i 雖 All 十三、 四歲以 下にて 大學を 
卒業す る Mi 殆ど 不可能に し て 大多數 の ^ のは 三十 歲 迄に 學士號 を 得る を 


幸 1 する ネの  > 如し、 學業の 爲に體 力を 全く 消耗す る 場合 少から ず* 著者 日く 
『大學 を 卒業した る曉 成功に 必要なる 精力を 以て 世 務に從 事す る 乙 i 能は 次 
るに 至る 靑年 少なからず』 と。 加之學 校に て 修めた る 學業は 必ずし ネ十分 
なる 效果を 奏せず と、 吾人は 日本 以外に 於て％ 已 .に 此の 種の 經驗を なした る 
免の あるを 聞けう、 されば 船舶の 荷を 輕く する 爲に 何物 かを 海中に 投棄す る 
の 必要 6.0 、而 して 衆議は 西洋 語の 一を 此の 犧牲 i な 3 /i i する にあう、 聞く 
所に ょれば 文部大臣は 高等 敎育 會議に 附して 改革を 議せ しめん i 準備し つ 

⑮サタ デ—、 ウ H スト ミソ スタ ー 、♦カゼ” ノト ー九 〇九年 七月 十日 
敎育 上試驗 (此題 下に 佘の 著書 i フット ソン 氏 著書 とを 併せ 
評す) 

凡を 敎育 問題 ほど 吾人が 吾人の 經驗の 如何に 淺薄 或は 狭隘 又は 遠き 以前 
の 乙と なう しに 關らず 兎に角 之を 判斷 し、 之に 就て 定說を 設け 得る の 能力 有 

「0 本の 殺 育 J 批評  四 九 


so 

うと 考 ふる 者は 他に 有らず、 吾人は 大抵 皆 幼少 嫩軟の 時代に 此の 問題の 影響 
を 受け 次る を 得 次 $ し 名 のな う， 吾人は 夫ょ $ 相當の 年次を 經て 分別の 附く 
年齡と 自負す る 時に 到達し 此 世の中の 硬く 苛き 頑固なる 事實に 遭遇し 此敎 
育の 大部分 •か 不備 缺陷 及び 無益な $ し ?: 承認す るの 已を得 次る に 至れ- CN、 而 
して 吾人の 大多數 は 更に 一層 苦し & 試 驗を經 次る 可 か、 b ず、 吾人は 吾人の 子 
女の 爲に 此の 感化と 訓練 i を 如何にして 最良 完全なら しむ 可き か、 如何にし 
て 兒童 の爲に 陷穽を 未然に防くべき か、 如何にして 無數の 障害を 飛 超 ゆる 乙 
とを 容易に 爲し 得べき か、 已に吾 人の 世を 去うて 吾人の 子女が 活動 0 世界に 
出で 次る を 得 次る 場合に 如何に 希望と 勇 氣 i を 彼等に 確保すべき かを 決定 
せ 次る 可から ず、 而も 最 心痛すべき とは 吾人が 假令 喜で 最良の 敎 育を 要求し 
之を企劃し之を成就せんとを切望すと雖$其最良なる免の>果して實際に 
如何なる 者なる かに 至て は 依然として 未だ 何等の 解決を 得 次る 事是な 6。 

敎育 問題の 施設は 何 所に て 7P 實驗 的に 試みら る >者な る 事の 最良き 證據 
は 菊 池 男の 著書 {C 於て 之を 見る を 得、 此の 問題 0 考察を 最名 多く 勸誘 する ^ 


のは 英國の 中等 學 校に 於け る新敎 科目 採用の 沿革に 關 する ワット ソン 氏の 
講話の 右に a{ づる 名のな し。 菊 池 男は 今日日 本に 行は る >敎 育に 關 する 事 
項を 毫名 隱蔽 する 所な く 明快に 說 明し、 而か 名是れ 唯今 日 行は る > に 過ぎず、 
著者 自かち 明言す る 如く 日本に 於て は 百般の 事物 と共に 敎育名 新に 青年の 
時期に 復し 何事 名 改變せ られつ > ?> ればな 办、 ワット ソン 氏は 今日日 本敎育 
中の 重なる 學 科目の 多くが 近世の 始に甫 めて 英國學 校に 於て 現は れ來 $ し 
狀況 を說 明す。 吾人は 恰 名 ワット ソン 氏の 眼鏡を 通して 菊 池 男の 問題を 過 
去 三 四 世紀 間の 透視を 以て 望見す るが 如き 感 ぁぅ。 ワット ソン 氏は 精 細緻 
密に 博物 學 、物理 學 、數學 、算術、 幾何 學 、星 學 、怫 語、 以 語、 西 語、 獨 語、 蘭 語 等の 近世 語の 
敎 育的效 力の 考へが 英國 人の 心中に 漸次に 興起せ し 歷史を 說 明す。 氏は 此 
の 問題に 關し一 五 〇〇 年ょ $1 六 五〇年 迄に 出版せられ たる 敎科 書、 敎授 法、 
硏究 及び 論說 0 驚くべき 大數を 引用し 殆ど 遺漏なく 之を 摘出す。 此 0 一 五 
〇〇 年ょ i 一六 五〇 年に 至る 期間は 今日の 英國が 賀 すべき か 或は 痛むべき 
か 兎に角 帝國 的と な i つ > 有 ると 反對に 英國が 眞に 島國 として 國を 成した 

「日本の 教育」 秕評  五一 


五 二 

る 時期な 6 此の 時代に 於け る此等 古書の 著者の 多數の 視點が 如何に 近世 的 
な 6 しかは 其の 最免 著しき 特徵な す。 次で 注目す 可き-は 此等 著者の 新 
鮮なる 乙と 活潑な ると 精力に 富める 乙と な. CN。 最近 數 年間の 敎科書 編纂 者 
は稍をの目的と精神とに於て彼等舊著者に接近せん£する％の>如し。3 
i ながら 彼等の 文 風は 今日 之を 復活す る 能は 次る 所、 吾人は 今日 再び 彼の 甚 
無 雜作な るか 如く 而か A 多くは 極めて 注意を 加へ て 磨きた る 快樂な る 風を 
捕 促す る 能は ず。 彼等は 流麗なる 才筆を 有し 敎育學 0 枯骨を 活動せ しむる 
の 力を 有せし な. 〇。 

中畧 

比較は 面白から ずと 雖ネ 之に 反し 菊 池 男の 妙に 簡明なる 英語は 氏の 目的 
を 達する に 極めて 適切なる 冬の な. CN。 男の 著は をの 論ずる 所 細目に 涉 $ 統 
計 的に して 且つ 實地 的な- CN、 而して 吾人の 見た る 限 6 に 於て は ^ モ Mr の 尖 光 W 
く 所は 唯一 箇所の みに して 想像 k 乏しく 又 H リザベス 朝 流の 艶麗なる 比喩 
を 見る と 殆ど 稀な 雖 7P その 優雅と 崇高 i 簡潔とは 讀者 をして 兌んで 前 


記の チ ャーム に 乏し & を恕 せし むべ し。 本書は 先に 一九 〇七 年に 偷 敦大舉 
に 於て 講演せられ たる 二部の 講演 5: 基礎 として 編纂せられ たる, p のな 
書中には 少き 日本の 赤子が 甫めて 六歲 とな $て學 校に 入學 する 紀念 的の 四 
月 一日よ. CS をの 後數 年を 經て 能力 i 幸運と に 依 6 て 雨 大學の 一を 卒業し 人 
間の 世界に 出づ る尙ほ 著し 5 日に 至る までの 全經 過を 追跡し 日本の 敎育紐 
織の 全部を 說 明す。 故に 本書は 言 ふ 1 でもな く 我 英國敎 育官庚 及び 當事者 
の必 す硏究 し 又 硏究せ ^ るべ から ^ る 書な. c\。 菊 池 男は 日本に 於け る * 高 
砂 敎育的 官職に 6 ぅし 人な々 卽ち 文部大臣た 6し乙とぁ$又東西兩大學の 
總長た 而か名 男は 此 問題の 最細密 なる 項目に 至る ^ で 充分に 之を 叙 * 
し 趣味 律々 繁簡 宜し §を 得た 吾人は 固よ 6 此の 如く 宏範 多面的に して 
且つ 議論 多き 間 題を 玆に 適當に 論ずる の餘 白を 有せず。 之に 興味を $ する 
4 のは 就て 讀み 注意し 且つ 學習 すべし。 

ながら か > る 硏究的 態度を 離れ 單に 好奇心よ 6 漫然 本書を 繙く 人々 
に 名 本書は 相當の 興味 5: 與ふべ く 又 多少 讀者 の內心 に 不安の 念を 與ふ べし 
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五 四 

卽ち讀 者は 上は 天皇ょ $ 下は 一 農民に 至る まで 全國 民の 協同 的に L て 極め. 
て 聰明に 堅忍に して 無我なる 勢力と 勇氣 i に 震駭せ 次るべからず。 日本は 
四千 七 百 萬の 人口を 有す。 男女の 比例は 男一〇 二人に して 女 一 〇〇の 割合 
な をの 靑年 者なる i 成熟 者なる i を 問は ず全國 民の 決して 忘れ 次る 一 
大鼓 吹は 「國體 の 精華」 な-^。 恰ネ 吾人が 英蘭な る 語を 以て 英國 民の 體內を 流 
る > 血液を 意味す ると 同 樣の槪 あ 6 。是れ 二 千 五 百年 間 連綿と して 絕え次 
る 皇室を 戴ける 帝國な 6 "此の 國 0 歡聲 『萬歲 j なる 語は 單 k 百 世紀の 意 
味な i。 國家 はを の 遍在 的 養母な- CN。 天皇は 殆ど 信仰の 權化な -CN。 質朴と 
端厳とは 今日 尙 をの 合 a 言葉な 其の 婦人は 未だ 西洋文明の 影饗を 感ぜ 
ずして 理想は 『良妻賢母』 たるに あ- CN。 祖先 崇拜に 心服せ る國 に 於て 三箇 
條の 不孝の 罪の 一は 子を 儲け 次る にあ ぅ。 著者の 詳說 する 「家」 の 古代 組織は 
吾人の 耳には 恰 名 小 供の 昔 語を 聞く が 如き 感あ ぅ。 又學制 頒布の 序言は 帝 
皇 勅宣の 最 名 帝皇 的なる 名の  > 如 く讀戋 る。 而か％ 些の冗 詞虛飾 又は 時代 
後れの 氣 有るな し。 日本に 於て は學 校に 於け る學 科、 或は 授業 (C 關し 何等の 


衝突な か 如し。 今尙ほ 吾人の 敎育的 地平線 上に 現は る > 闇雲は 吾 同盟 國 
民 ?: 苦 まし ひる 乙と なし。 彼等の 嚴格な る道德 的敎訓 は聯續 的に して 終始 
一貫す。 忠義 卽ち 「家」、 天皇、 國土に 對 する 忠義は をの 根本 觀念な $ 。而か A 此 
の 忠義の 中には 莫大の 道德 i 神祕 i 自制 i を 包 有す。 

日本の 敎師は 重大なる 困難に 面せ 次るべからず。 第一は 極めて 複雜な る 
國語卽 ち是な ぅ。 何とな れば兒 童は 四箇年 之 5: 學び而 かネ尙 不充分なる 乙 
i あ 第二の 困難は 古典 敎育是 なぅ、 是れ 古く 吾國に 於て％ 遭遇した る 所 
にして 唯 異なる 所は 吾人の 拉典 語が 彼等の 漢語なる 點是な 第三の 巨大 
なる 障害は 資力の 缺乏是 な 6。 著者は 書中 或 場所に 於て 慈善 的 資産家な き 
乙と を 嘆息す、 著者 自身の 幼時に 於て 氏は 六歲の 時に 學びし 所を 七 歲 0 時に 
敎へた $ i 云ふ 、節儉 は 最 7P 精細に 到る 所に 勵行 せられ 次る ぺから ず、 高等の 
學校の 一空 席に 對して 必ず 巨 多 志望者 あ 6 、直轄 學 校長の 俸給は 年俸 百 八十 
磅 ょ $ 三 百磅 迄にして 小學敎 員の 俸給は 月俸 十六 シグ リング 乃至 二十 シグ 
ジングな 多。 他方に 於て 大學の 授業 科は 年額 僅に 三 磅十シ ダ タングに して 
「日本の 敎 育」 抵評  玉 五 


玉 六 

をの 內に 硏究に 必要なる 材料 及び 器械の 費用を 味 包含す。 され ど 人間の 至 
高なる 偉績は 常に 困難の 中ょう 生ずる 4 のな. 〇/ 而して 此等の 困難なる 事情 
の 反響は 單に 端厳と 熱心と な- CV。 而かネ か >る困難あ6しに關らず又をの 
國史 中の 最 7P 深 酷なる 戰難後 H 尙ほ淺 きに 關らず 日本の 學校は その 數及び 
をの 效果に 於て 急速の 進步 をな しつ > 6 $。 日本は あらゆる 國民を 硏究し 
各自ょ $ を の 長所を 習得 せんとす。 日本は 已に 男女 合併 敎育を 試み 且つ 之 
を 棄却せ 4 。鞭 貴は 純 西洋 的野蠻 制度な う •菊 池 氏の 說明に 依れば 最 4 面 
白き 罰な 6 し 『灸 科』 ネ 今日は 殆ど 全く 行 はれず。 慈愛なる 國 家は 春 期每に 
をの 幾 s' 萬 靑年 子弟の 各自の 健康を 調査し 彼等が 健全なる 壯年に 達する 迄 
之を 止めず。 現に 平均 體格は 男女 共に 驚くべき 發達を なしつ > ¢> 6。 世に 
此の 記錄 を熟讀 玩味す る 時は 斯の 如く メ ー テルソン クの 蜜蜂の 話を 思 a 起 
3 しひる A の あるを 知らず。 本書を 繙く 名 の 誰か 悵然 i して 卷を 措か 次る 
者 あらん や。 而 7P 此の 悵息が 羡望 の悵 息な. CN や 恐怖の 悵息な $ や 驚愕の 悵 
E なう や將た 人間 大志 望に 對 する 悵息な $ やは 各人 自ち 之を 決定せ 次る ベ 


かちず。 

钃デ丨 91、 テレグラフ  ー九 〇九年 七月 二十 一日 

一九 〇七 年の 春ょ i 夏に かけ 菊 池 男は 偸 敦大學 に 於て 日本の 敎 育に 就 & 
二種の 講演を 試み、 b れしが 其は 非常に 趣味に 富める 此の 書の 基礎を なす $ 
のにして 凡そ 敎育 上の 事柄に 關 係を 有する 人士 又は 策 方 島 帝國の 不可思議 
なる 國民に 就き 知る 處 3> らんと 熱望す る 人々 は須 らく 此の 書を 閱讀 すべき 
な- CN。 日本人の 萬 事に 用意周到な るの 事實は 吾人の 日毎 ^ 多く 知る 處なる 
が 菊 池 男 A 亦 之に 違は ず先づ 日本 0 歷史の 梗槪を 述べられた 多、 而して 近 a 
敎育 方法の 現 狀を示 3 /L i する に 當 $ 其の 序論 i して 國民の 起 M を 追 索す 
るは 事 一見 甚だ 迂遠なる が 如しと 雖ど 4 日本人の 場合に 於て は然ら 次る を 
見るべし、 吾人が 日本人を 以て 『近世の 發 明』 卽ち瑣 細なる 發 程ょ $ 急速に 
世界 强國の 間に 活躍す るに 至ぅた る 人種、 更に 是 を橐駝 子 0 用語を 假 6 て 云 
へば 『變は $ 名 の』 0 如く 見做せる は 蓋し 誤な ぅ。 過去 四十 年間に 於け る 
日本の 發達 は實に 非常の 名 0 な 多、 然しな が、 b 吾人が 日本 歷史の 進行を 示 3 

「3 本 €> 敎 育」 評 £ b 


蓋 八 

る > 時は 其の 發達 たる や 多少 國民 性と 一致し 其の 近世 歐米 文明の 熱病 的と 
見 ゆる 輸入は 一千 年 前に 支那に 榮え犮 る 新 らし & 優等の 文明を 熱心に 輸入 
したる と 同 b 精神を 反復す るに 外なら 次る を 見るな 日本人が 歐 米の 文 
明を 輸入す るに 際し 或は 日本 特有の 國民 性を 喪失せ 次らん かを 憂 ふる 者 あ 
ぅ。 然しながら 日本 國民が 支那ょ $ 佛敎を 輸入し 又 文語 として 支那 象形 文 
字を 採用せ し 時 A 彼等は 能く 其の 重要なる 國民 性を 保存して 失は 次 
此 新宗敎 は此國 土の 祖先の 神々 に 對 する 尊敬と 信仰と を 減退せ しむる 處 6 
ら次 6 き。 蓋し 祖先 崇拜は 日本が 國民 としての 成功 0 少なから 次る 原因な 
办 、日本 國民は 皆 自己を 以て 恰 4 子孫. と 祖先 とを 連結す る鐵 鎖の 一環な 
思惟す る 7P の > 如し、 其の 總ての 行動は 凡て 其 常に 祖先の 靈 魂の 前に 於て 祖 
先の 爲にな 3 る > 名 のな- CN、 其の 顯著な る 實證は 吾人 之を 最近の 戰爭に 於て 
認め 得べ し。 此の 萬 事を 支配す る 勢力は 一八 九〇 年の 敎育刺 語の 示す 虞に 
して 菊 池 男は 本書の 卷頭に 於いて 此勑 語が 國 民の 道德敎 育の 基礎を 形成す 
£ 述べた ぅ、 男は 又 日本の 凡ての 倫理的 及國 民的敎 育は 勑 語の 精神を 兒童に 


鼓吹し 以て 國民 生活の 一部を 形成せ しひる R ゐ うとせ う， 而して 勅語は 如何 
に 之を 英譯 する 名 其が 日本人に 傳 ふる 如き 使命を 歐 米の 人士に 傅 ふるは 不 
可能なる を 自白せ 然れど 名 吾人が 之に 依うて 知. CV 得る 所は H 本に 於て 
は 道德敎 育が 凡ての 敎育の 基礎に して 且敎 育の 凡て •か 皆 此の 主 趣に 基く 名 
のなる を 示す 事な $、 著者が 學業 課程 表を 揭 ぐるに 至$ て 吾人は 兒 童と 其の 
家族、 同等 者及國 家との 關係が 最免 幼年時代の 敎育 題目 i なる 己 とを 知る、 而 
して 其の 目的た る や 兒董の 品性を 形成す るに ? > う、 之に 一定の 事實 又は 事を 
爲す 措置を 敎ふ るに 先ち て 先づ兒 童を して 自己の 何物た る 5: 知らし めんと 
する にある が 如し、 此の方 法に 就 & ては 歐米 の敎育 家た るネの 須 らく 考慮を 
* すの 要 あるべ し。 

讀者の 中には 英國が 敎育を 以て 一般の 義務 i なせし 翌年 卽ち 一八 七 一年 
に 於て 早く 名 日本 •か 是 i 同一 主義を 取れる を 知. 〇 て 一驚を 喫する 4 の あら 
ん 、日本は 此年に 於て 階 M 職業 男女の別な く 少なく  i 名 小學敎 育は 皆 一般に 
之を 受け 次るべからず、 其 高等 敎育 JC 就きて は 只 各人の 能力に 依る ^ 何人 ネ 
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均しく 之を 受け 得る * i なした^/ 而して 尙 驚く 可き は 人口 六 百に 付 一校を 
設立すべし との 計畫 をな せる 事 ? > ぅ、 然れど ％ 之れ は 實行を 見る に 至 ふず、 數 
年なら ずして 此の 學制に 多くの 改正を 施 3 れた ぅ。 

男は 學校の 階級 幷に 各階 級の 學校に 於て 行は る > 事業を 述べ、 敎師の 地位 
及 其の 俸給、 學 科及怵 日に 就きて 敍せ 5、 而して 果して 男の 言の 如く 日本は 貧 
國 R して 敎育 に * す 金額は 不十分な する tp 能く 細心の 注意と 分別を 以 
て 其の 金の 費途を 考へ敎 宵 上の 經營 をな せる を 見るべし、 卽ち學 校の 設立せ 
られ /L i する や 十分の 訐畫 書は 當局に 提出せられ 其の 計畫 書中には 其 設立 
地が 各方 面ょ ぅ觀 察して 適當 なる 事、 十分の 體操 遊戯 場を 具へ* る 事、 等を 必 
要 i し飮料 水の 見本を 分析の 爲に 提出せ 次るべからず、 而して 學 校と 家庭の 
協同 聯絡の 習惯は 特に 賞 讚すべき ネの  > 如く 思は る、 男 日く 

初等 及 中等の 學校に 於て は 多くの 校長 敎師た る 7P の 凡を 一學 期一囘 生徒 
の 兩親 i 會合を 開 S、 一般的に 名 個人的に 7P 學 校ょ $ 兩親に 望 lr 所を 知ら 
しめ、 又兩親 の學 校に 對 する 希 M を 聞き 且此 等の 點に 就きて 互に 意見を 交 


換す 、而 して 此の 如き 場合に 於て 生徒の 成績 品を 陳列して 雨 親に 其の 子弟 
と學 友との 成績の 比較を なすの 機 會を與 ふるを 通例と す、 此の 會合は 漸次 
一般に 行は る > に 至ぅ 學校 i 兒童 保護者 i の 間に 意志の疏通を 來た し以 
て 適當な る敎 育を 施す に 必要なる 學校及 家庭の 協同を 强固に する に 極め 
て 必要なる 4 0 なる 乙と 毫 $ 疑な し。 

日本の 中學 校に 於て は外國 語は 英佛獨 の 中 必ず 其の 一を 課す、 而して 現在 
獨語の みを 課する ネ 0 二 校、 獨佛の 中 其 一 ?: 選ばし ひる A の 六 校、 英佛の 中 其 
一を 選ばし ひる ネの 一校に して 其 他は 凡て 英語の みを 課する 7P のな $、 尙吾 
人の 注意すべき は 日本の 學校敎 科 書は 活字の 大 ^ 、 文字、 語 及 行間の 間隔、 行の 
長 3且一頁の行数等總て之を規定し一定の形式に依るべき乙と>せ6『是 
れ實に 衞生的 考慮に 基 & 近視眼の 增 加を 防が / L が 爲な と。 日本は 敎育 
上の 事抦に 於て は實に 長足の 進步 をな し 今や 曾て 敎を 受けた る 名のに 敎ふ 
る 所 あるに 至れ 6 菊 池 男の 講演は 其の 講述 各種の 方面に 亙 6 明確に して 興 
味 R 富める を 以て 此の 書は 二 年 前の 聽講 者ょ i ネ更に 多數 の讀密 を 得る や 
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© アイリ タシェ、 タイ ムス  ー九 〇九年 七月 二十 三日 
日本の 敎育 

數月前 本欄に 於て サッド ラ ー敎 授の發 行に 依る 一書 卽ち 『學 校に 於け る 
道 德敎育 及び 訓練』 に 關 する 萬國 聯合 硏究會 の 報告書 5: 評論した 6、 該書は 
頗る 多趣味に して 有用なる 書な ヶ き。 菊 池 男は をの 寄稿者の 一人に して 『日 
本敎 育の 精神』 なる 一章を 7P のしき。 氏は 其 後 氏が 偷 敦大學 に 於て 『日本 
の敎 育』 に 就て 講演せ し 數囘の 講義を 一卷の 書と して 公に せぅ。 菊 池 男は 
日本 第一流の 敎育 家 ^ るべ & 多數の 稱號を 有し 他に ％ 種々 の 高位に a> $ し 
中に 特に 一時 日本 文部大臣 及 京都 帝國 大學總 長た. 〇 しと ぁる 人な 6。 苟く 
名 吾 國の敎 育 家* る 名のは 前に 述べ * る サッド ラ ー 氏の 書^ 〇 共に 必ず 本書 
を 手に せ 次るべからず、 西洋 諸國 民に 望む らくは 一八 六 八 年に 下 3 れたる 御 
誓文の 第 五條 『知識を 世界に 求め 云々』 の 一條を 深く 心 ic 感銘せ /I とを。 
東洋の 理想を 西洋 諸 國民に 採用す る rji の 無 望に して 不可能なる 乙と ょ 


固ょぅ 言 ふを 俟犮ず i 雖味吾 人は 吾が 西洋の 運命を 掌握せ る 人士が 本書を 
熟讀 消化す る 乙 i に 依- 〇 て 得る 所の 極めて 多 かるべ & を 信ずる 免の な-^。 
凡を 何れの 國に 於て 7P 個人的 幷に國 民 的 本務の 理想 6$。 然れ どネ敎 育が 
行爲 及び 品性に 及ぼす 影響は 敎育專 門 家の外は 恐らく 未だ 十分に 會 得し 居 
ら次 るな 日本に 於て は 此の 理想の 敎化は 直接的な 敎育勑 語は 日本 
道德敎 育の 基礎を 爲 す。 菊 池 男は 敎育勑 語の 全部を 揭ぐ 、而 して 該刺 語は 簡 
短なる を 以て 玆に 之を 引用すべし。 

(敎育 勅語 全部 引用) 

日本の 各學 校は 何れ 名 皆 此の 勅語の 謄本を 拜領 する を 以て 該 勅語の 日本 
人に 對 する 使命の 明暸な る 乙と を 知るべし、 同時に 又 皇室と 臣民との 間に 他 
に 比類な き 關 係の 存在す るを 示す 7P のな- CN。 著者は 夫ょ $ 日本の 道徳的 及 
び 公民 的敎 育の 全部は 此の 勅語の 精神を 深く 兒童に 感銘せ しめ 之を 以て 彼 
等の 國民 生活の 一部分たら しひる にある 乙と を 明に す。 氏は 日本の 敎 育の 
精神を十分に了解せんとせば必ず先づ日本歷史の一般を知ち次るべからず 
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とし 時に 光彩 わる 數章を 專ら 此の 事項の 爲に 費せ う。 氏は 殆ど その 太初 卽 
ち 高天原を 支配せ し 女神 天照大神 0 昔に 遡て 筆を 起せ 6。 此の 女神は をの 
神 孫 is 瓊杵 尊を 降して S 葦原 瑞穂 の國を 支配せ しむ。 此 等の 數章は 實に艷 
麗な る稗史 を 讀む 0 心地す。 

一般 行政 0 問題に 就て 說明せ ん に、 文部省は 帝 國の敎 育 事務 一切を 統轄す。 
文部省に 三 箇の學 務局あ う 、専門 學務 局、 普通 學務 局、 及び 實業學 務局卽 ち是な 
う。 是 等の 三 局は 更に 幾多の 課に 分か ^ る > 名 のにして 菊 池 男は 之に 就き 
詳細なる 說明 を なせう。 而して 此等の 諸 課は ょく 敎育 生活の あ、 b ゆる 方面 
を 網羅す る 7P 0 > 如し 。明治 元年ょ $ 現今に 至る までの 敎育 の梗槪 は最 4 
多 趣に して 一八 六 八 年に 起 6 し敎 育的變 化の 根本 精神は 旣に 述べ ^ る 『廣 
く 知識を 世界に 求め』 て ふ 語の 中に 存 する 乙とは 之に 依うて 極めて 明な う。 

此の 聖旨は 何人 7P 知る •か 如く 最 4 整然たる 方法に 於て 孜 々として 遵奉せ 
られ犮 文部大臣は 特に 外國雇 敎師に 訓令して その 敎授を 日本人に 順應 
せしめず 彼等が 本國に 於て すると 同樣に な r&L め*  i。  一八 七 二 年 學制甫 


めて 全國に 頒布せ、 b れ き。 尤も 此の 以前に も 政府は 學 校を說 立した $ と雖 
$ 未だ 何等の 編制せられ たる 國民敎 育の 制度な か 6 き。 此の 第一 期學制 の 
序文は 一 讀の價 あ 6。 此の 序文は 長文なる を 以て 玆に 之を 引用す ると 能は 
次れ ど 此の 吾々 の 耳に 慣れ 次る 文體の 文書に 於て 新敎育 制度の 主義は 明な 
\ 而して 此の 主義は 敎 育的苹 等の 主義な ぅ。 少く i ネ小 學敎 育に 關し ては 
階級， 職業、 性の 區 別を 置かず、 高等 敎育に 關し ては 各自の 力に應 b て 修學の 機 
會を平 等に せぅ。 反復 主張せ、 b る > 他の點 は敎 育は 自修を 要す 各人 自 個の 
爲にす 可き ネのな る HJ 是な 該學 制の 大計 劃は 完全に 實行 せられ 次. OS。 
現今 帝 國大學 は 二箇に して 一は 東京に 他は 京都に あ 6。 而して 近き 數 年間 
に 於て 尙二箇 の 帝國大 學增設 せらるべし。 3 れど 女子の 專門學 校は 唯 東京 
女子大 學 一箇 ? > るの み。 之に 由て 見る に 政府は 寬容な る 意志を 發表 せる に 
關らず 日本の 女子は 彼等の 有する 機會 を 未だ 十分ょ く 利用し 居ら 次る か、 或 
は 政府が 未だを の 言質を 實 行し 居ら 次る 乙と 明な- CS。 

學 校に 於け る 道德敎 育は 大部分， 天皇に 對 する 殆ど 宗敎 的の 態度に をの 基 
「日本の 敎育 舞 評 六 五 
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礎を 置く。 是れ 西洋 諸國 民の 了解す ると 困難なる 態度な 办 。道 德敎 育は热 

敎基 督敎 或はを の 他の 如何なる 宗敎に 7P 關係な きを 以て 此の 點に於 て 全く 

世間 的な う。 3 うながら 皇室に 對 する 尊崇は をれ 自身に 於て 一の 宗敎な 60 

日本は 支那に 負 ふ 所 多し。 例へ ば 第 七 世紀に 於け る 支那 文明の 輸入 以前に 

は 日本人は 文字を 有せ 次 此の 如く 古代に 於て は實際 上の 困難 多 か $ 
しな- CS。 

菊 池 男の 著書は 極めて 多 趣な 3 れど單 k 敎育 書た るに 止 ^ る 名のに 
わ、 b ず。 敎育 書た ると 同時 ic 又ょ く國 家が 敎 育に 依 $ て救濟 ^ れ 得る 乙 i 
を 確信す る 一邦 國の 歷史た るな う。 宜なる 哉 日本の 敎 育は 全く 國家 統治の 
にあ $、而 して 恐、 b く國 家の 最名 重要なる 職務なる 乙と や。 文部大臣ょ 
帝 國の敎 f'* © 度に 關して 絕對 的の 責任を 有す。 此の 敎育 制度は 法律に 衣う 
て 決定 せらる  >にゐらずして勅令に依$て決定せらる>名0なう〇 

® 1M1 カタ スル、 クロ 1 1 クル  ー九 〇九年 七月 廿 三日 


菊 池 男は 一時 日本 文部大臣た $し 外に 親しく 東京 帝 國大學 の 行政に 與か 
ぅし 人 k して 日出 國に 於て 此の 題目に 蘭す る最 名信賴 すべき 人の 一人な. 〇/ 
本書は 少し 以前 ロンドンに 於て 講ぜられ たる 講義を 纒めて 之に 永久 的體裁 
を 與へた る 免 のにして 敎育 家の 一顧す ベ & 書な $、 日本は 大に 西洋 諸 國の模 
範に負 ふ 所の 學制を 有す、 學科 課程は 相當に 廣汎に して 高等なる 程度に 於て 
特に 然 $ i す、 而して 體罰 は學 校に 於て 一切 行は る >rj£ なし。 玆に 興味 ? > 
る 乙とは 日本に 於て 敎育が 婦人の 自由を 擴 張し つ > わる 乙と 是な $、 舊習の 
長所は 悉く 熱心に 維持 せら るれ ど 免 次代の. 婦人 ?: して 男子 i 同列に 新 社會 
に 活動し 得し ひるが 如 & 敎育を 與 へ / 1 乙と を希暨 せ. CN。 

鑤リパ 1 ブ I ル、 ボス ト ー九 〇九年 七月 二十 八日 

日本 國民は 極めて 編制 力に 富める が 如し。 而して 此の 能力は 更に 主霍べ 
對 する 臣民の 恭順に 依ぅて 助成 せらる。 若し 夫れ 偉大なる 創造力に 於て は 
或は缺如せる所ぁらん7^而かネー有力者の指導を與ふる^>のぁらんか多<; 
r 日本の 敎育 每 評 六 b 
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数の 協贊に 依ぅて 冗議 ?: 凝さん ょぅ 進步の 更に 著しき 免の あ 6 。愼 重に 採 
定せら れたる 案件は 議會の 議決の 爲に 阻害 せらる  > 乙と なく 又 協定せ、 b れ 
たる 企劃の 擾亂 せらる  > が 如き 乙と なし。 實驗の 成功 或は 結集は 幾多の 栢 
衝突す る 目的に 依 6 損傷せられ 或は 混亂せ ら る > 乙と なし。 をの 結果は 假 
令 如何なるに せょ をの 原因は 明かに 之を 推究 する 乙 と 5: 得。 吾人は 海陸 軍 
戰術に 於て 此の II 結服從 主義の 勵 行せられ て 多大の 效果を 奏した るを 見た 
-CN き。 而して 之と 同一の 精神は 他の 行政 各部に 於て 7P 之を 認ひる ことを 得。 
頃 者 菊 池 男の 表示した る 所に 依る に 文部堪 7P 亦 同一の 善導せられ たる 勢力 
を發撣 し 其の 努力が 妥協の 惡政に 依 6 て 生ずる 多數の 目的を 同時に 遂行せ 
ん とする 乙と に 依 6 て 減殺 せらる  > .か 如き rji 決してな し。 日本 敎育 0 基 
礎 i な $ 且つ 之を 活動せ しむる 所の 一般 原理は 氏が 偷敦 大學に 於て 講演し 
たる 講義に 依 6 て 明かな 6。 此 等の 講義は 稍 其の 形を 變 b 且つ 之に 最近の 
報吿を 加へ 題す るに 『日本の 敎育 j なる 名稱を 以て ジョン、 マレ— 氏の 手 {C 
て發刊 せらる。 本書は 吾國に 於て 特に 最ネ 異說 多き 此の 紛雜な る敎育 事項 


に 興味を 有する A の 研究を 價す 。著者は 文部大臣た $ し 乙と ある 人に して 
をの 記述す る 制度に 就きて 多大の 責任を 有する 人な れば 本書の 詳細は 十分 
信を 置く に 足るべく 著者の 目的は 本書を 以て 敎育の 學術 的幷に 行政 的 方面 
を 併せて 出來 .得る 限6 日本に 於け る 敎育的 活動の 全 野を 網羅 せんとす るに 

あ. ON。 

日本の 敎育 規定を 一步一 步吾國 の敎育 規定と 比較 するとき は 得る 所 多 か 
るべ し。 若し Ifc の 如き 比較を なし 得る とせば 吾人は 吾國が 餘 6 多くの 權理 
者を 滿 足せし めんと し餘 4 多く 傳說の 敎に 侬賴し 且つ 舊制 度を 保守せ ふと 
する の 弊に 座す る 乙と を 知る に •至るべし。 進步は 偏見に 依 6 て 阻害 せらる 0 
各敎育 家は 敎育 事業を 進步 せしめん とする ょ 6 ネ 寧 VC 反對黨 を防遏 せんで 
i に 熱中す る 名の  > 如し。 著者 或は 吾國の 表面上の 便益 多&乙 とを 羨望し 
或は 之 5: 羨望す るが 如く 見 ゆ。 卽ち 日く 『吾邦には 貴國 人が パブリック、 ス 
クー〆 及び 大學に 於て 有する が 如き 莫大なる 基本 財産を 有する 財 圏 法人な 
く 又敎育 事業の 爲に 巨額の 資金を 寄附す る 大資產 家な し』 と。 然 $ と雖 4 
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日本に 於け る諸學 校は 假令 吾國の 品位 有る 諸學 校の 有する が 如き 信望を 有 
せず i 雖 ネ而か 名 又學校 相互の 間に 行は る > 爭鬪を 有する 乙 となし。 彼等 
は 一定の 目的を 達せん が 爲に 採定 せられた る强 固なる 制度を 有し 黨 派の 反 
目 嫉視に 依うて を 0 方針 5: 妨げら る > が 如き 乙 i なく 進行す るを 得。 彼等 
は 鈍 磨せられ たる 道具が 誤 まれる 方向に 於て 作業す るに 依うて 效果少 き 機 
械の爲 に 妨げら る > 乙 となし。 時の 經過は 吾人を して 幾多の 誤謬と 幾多の 
缺陷 とを 痛く 自覺 せし むる ネ 而かネ 吾人は 多少の 勘 辨を以 て 之を 忍ぶ 所以 
の 4 のは 其 誤謬を 撤去し 其 缺陷を 補給す る 乙 とは 或る 已 得の 利益を 損傷し 
或は 古來の 偏見を 攪亂 すべければ なう。 然るに 日本は 明治の 初よう 極めて 
明かに 自己の 目的を 了解し、 苟 しく ネ此の目的の成就を妨げん1するネのは 
何物と 雖名 之 1: 許 3 レ 6 き。 日本は 幾多の 誤謬を なせう。 而か 名よ く 之を 
認識し 之に 依うて 利得せ- CN。 日本は よく 自國の 敎育的 要求 及び 自國 民と を 
の 目的と に 最冬 適切なる 敎 育法の 眞髓を 認識せ 日本は 今猶 ほ絕 えず 學 
びつ  >ぁ$。 日本は 何れの 國を名 自己の 模範と せ 次う き、 3 れど よく 各 _ 劁 


度の 長短を 試 査し以 て 其 長所を 採用し をの 短所と 錯誤 とを 避けん i せ 6" 
本書に 論ぜら る > 所は 此の 愼重な る 批判の 結果な ぅ。 吾人は 日本人が 如何 
なる 要素を 最ネ 模倣すべし i し、 如何なる 機 關を最 名效果 ¢> 6 と 考 へ / a る や 
を 知 $ 得べ し。 

固ょ 6 日 本の 敎育 組織と 他の 何れの 國の 組織との 間に 比較的 相違は 本書 
には 之を 揭げ ず。 著者は 單に 日本に 於て 成就せられ たる 所を 說明 する のみ 
な-^ 故に 歐米 諸 _ の 組織の 詳細に 通 b たる 後なら では 彼 i 此 との 相違を 十 
分に 對照 する 乙と 能は ず。 凡を 何れの 國に 於ても 敎育紐 織の 目的は 自己の 
種屬の 最上の 遺風を 維持す るに 足る 十分なる 公民を 作る にあ. CN。 日本人は 
をの 道 德的幷 に 公民 的敎 育に 依 $ て 作らん i する 國 民の 精密なる 範 類を 定 
義し 且つ 之を 記錄 する を 願は しき 乙 £>考 へた. CN。 卽ち 日本 敎 育の 寶典に 

分 

して 菊 池 男の 最注 意して 飜譯 したる 敎育勑 語は 此の 範類を 記述す る 7P のな 
多。 吾人は 此の 勅語 中 人の 他人 k 對 する 義務を 揭示 する 點に 於て 恰 $ 聖 •ホ 
丨ル の敎訓 i 我國 有の 宗派の 敎 へとの 結合せ し 如き 所 あるを 覺ゅ 。敎育 勅 
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語 R 日く 『爾 臣民 父母-一孝-一 兄弟 一一 友-一 夫婦 栩和シ 朋友 相信シ 恭儉 己ヲ持 
シ 博愛 衆 一一 及 ホシ學 ヲ修メ 業ヲ習 ヒ以 ーグ 智能 ヲ啓 發シ 德器ヲ 成就シ 進ンテ 
公益 ヲ擴メ 世 務ヲ開 キ常二 國憲ヲ 重 ンシ國 法-一遵 ヒ 云々』 £。 此 等の 性質 
を 日本 靑年に 賦與せ んと する 敎育 法を 編成し 此の 如き 目的を 成就す るに 足 
る敎育 機關を 完成す るは 容易の 業に あらず。 然れ どネ 著者は 本 講義に 於て 
極めて 精細に 之を 說述 せ. CN。 勿論 その 關說 する 所 極めて 宏汎 にして 成點に 
關して は 更に 詳細なる 說明の 望まし & 所な きに あらず。 若し 本邦に 於て 初 
等敎 育、 高等 敎育、 パブリック、 スク ー, 及び 大學敎 育の 何たる やを 考 ふる 時は 
本 寄に 論ぜら る > 主題の 如何に 廣大な るかを 認知す るを 得べ し、 更に 種々 の 
學校に 於け る敎員 養成の 爲に 企劃せ、 b る > 所の 込 入た る 組織と 加へ ょ又實 
業 敎 育に 於て 爲 3 ん とする 所を 補足せ ょ 以て 本書に 網羅せ、 匕る>  事項の 如 
何に 宏汎な るかを 一層 明瞭に 知ぅ 得べ し。 尙 家政 學校 特殊 學校 例へ ば 肓礤 
校、 低能 兒學校 等 わるを 記憶せ 次るべからず、 卽ち 見るべし 日本人 中敎 育の 業 
に從 事す るネの  > 極 めて 多き 乙と を、 菊 池 敎授は 如何に 日本人の 大多数が 之 


に 從事 しつ  > あ るか、 をの 衋力の 結果は 如何なる 名のな $ や、 而して 如何に 行 
政 上の 監督が 維持せ、 b れ 改良 せらる  > か を說明 せん i す、 氏が 本書 編 述の難 
事を 完成した る 巧妙は 實に 嘆賞 i£ 絕え犮 办〇 

❿スタ 1 ル マスタ 1 一九 〇九年 八月 二日 

偷敦 大學に 於て 講演せられ たる 日本 敎育に 關 する 菊 池 男の 講義は マレ ー 
氏に 依 $ て發 行せられ 極めて 興味深き， p のな 6 。吾人と 異なぅ 日本は 先づ 
敎 育の 目的を 定めた^ N、 而して 斯く目 的を 明 知す るを 以て 敎育 制度の 生ずる 
結果に 從て 如何にも 之を 變更 する 乙 i を 得、 之に 反し 英國に 於て は 吾人は 昨 
今 漸く 吾人は 敎育に 依 $ て 何を 得 / L とする かを 考へ つ > あ 6 而して 此の點 
の 明瞭 となる 迄 吾人は 何 處に又 如何なる 範圍迄 徒 勞の存 する やを 明言す る 
こと 能は ず 又 之を 發 見し ^ る 際 之を 防遏 する 乙と 能は ず。 然る ic 日本に 呤 
ては 日本人は 各學 科ょ 6 期待す る 所を 了知す。 例へ ば歷 史敎授 0 目的は 社 
會の 進化 變遷 、國 家の 興 C 盛衰に 關 する 明暸な る觀 念を 兒童 に與 ふるに ? > $。 
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故に 細目の 論議 及び 敎 〖授は 之 5: 避け 次るべからず とせ $ 。理科は 自然 物 及 
び 自然現象 相互の 關係 及び 此 等の 人類に 對 する 關係を 兒童に 敎へ 兼ねて 精 
確なる 觀察 力を 養成し 自然に 對 する 愛情を 涵養す るに 6 -CV とせ* CN。 他の 寧 
科に 就て 名 之と 同樣な $ 。細目の 知識は その 理解と 記憶が 品性を 高めを の 
效果を 强大な らしむ る 場合の 外は 重要な、 b ずと せらる。 敎 育の 全 制度は 實 
に 品性の 養成に 中心を 置く  i v> ふ 乙 とを 得べ し。 日本の 敎育 は實 質に 於て 
全然 道德敎 育な 6。 一八 七 二 年の 學 制の 序文に 日く 『身を 修め 智を 啓き 才 
藝を 長ず るは 學に あら 次れば 能は ず、 云々。 自今 以後 一般の 人民を して 均し 
く學に 就かし め邑に 不 學の戶 なく 家に 不學の 人な からしめ / l rji ?: 期す』 
と。 此の 如 & 明暸な る 目的を 以て 出立 點 とする 日本 敎育 組織の 成功 や 決し 
て怪ひ に 足ら 次るな 而して 此の 敎育 制度の 成功は 一に 他の 方面に 於け 
る 日本の 勝利を 成就せ しめ ^ る 名のな- CN。 

• スタ^ — ル マスタ^ — 一九 〇九年 八月 十四日 


日本 敎育の 進化 

大西洋 岸に 泰平の 夢を 結び 自ら 以て 强大を 誇れる 歐米 人は 最近 極東に 於 
ける 新 强國の 流星 的に 突如 として 勃興せ るに 依うて 其の 自負を 破られ 26 
此の 新 輿國は 今日 迄 多年 歐洲 幷に歐 洲諸强 國の專 有た 6 し 「優越」 を 破壤 せ / 1 
とし 今尙 しつ  > 有 う、 支那の 屈辱を 第一と し 之に 續いて 間 名な く亞細 亞國民 
•か 歐洲 一等 國を 全敗せ しめたる 近世 未曾有の 壯觀を 演出せ う、 吾人は 世界 歷 
史の 此の 新 頁に 就きて は 今尙ほ 奇怪の 念を 抑 ふる 事 能は ず 此の 不可思議な 
る國民 に對 する 好奇心の 興味は 津 々i して 盡き次 るネ の ?) るを 覺ゆ、 t の拆 
國民的 精神は 抑々 何處 ょう 來 う 又 如何にして 發 展し而 して 今後 何處に 向乂 
ベ & も のな $ や、 菊 池 男は 修養 ?> る 外交官に して 此大國 民の 卓越せ る 代表者 
として 其の 日本 敎育に 關 する 著書に 於て 此發 達の 偉大に して 徹底せ る 事を 
吾人に 示 ^ れた 6。 且 現代の 大國 民の 迅速なる 進步 は學 校の 敎室に 生まれ 
其の 力は 國民 身體の 健全 i 共に 精神 幷に 道德 力の 增大に 基け るを 再び 證明 
せられた う。 
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日本人の 愛國心 を 十分に 知らん £ 欲せば 先づ 皇室と 人民との 關係 5: 明に 
する を 要す、 是れ 日本 國 民性發 達の 唯一の 要素に して 又敎 育の 基礎た ればな 
-00  男 日く 

「最初の 天皇 神武よう 現 天皇に 至る 迄 皇統 連綿 i して 未だ 嘗て 絕え犮 る こ 
となし、 此の 皇統 連綿たる 事は 凡ての 日本人は 皆 皇室よう 出て たる 見 のか 
若しくは 皇室に 從ひて 高天原よ 6 下れる 者の 後裔な 6 との 事實 i 相 待つ 
て 他の 國仅 全く 類を 見さる 日本 國民の 基本的 特質を 形成せ 务 i 云 ふを 得 
べし、 我が 國は恰 ネ是れ 一大 家族に して 天皇は 實に 其の 首領 若く は 家長 
な う 、而 して 此の 關係は 建國以 來今 日に 至る 迄 存立す Ji 
新時代— 明治の 御世は 現 天皇 卽 位の 翌年 一八 六 八 年 (C 始る而 して 天皇 
は 一八 六 八 年 四月 六日 卽ち 明治 元年 三月 十四日 皇族 及 在廷の 高官を 召し 給 
a 京都の 舊 皇居 紫宸殿に 於て 施政の 要を 示 ^ せ 給へ る 記念すべき 五箇 條の 
御 誓文を 下し 給へ 办 。此の 五箇 條 i 其の 御 誓文の 御詞 i は實 に 維新 0 大改 
革を 保證 する ネ 0 な" とす。 


五箇 條御 誓文 略す 

此の 偉大に して 蒼生に 敬愛せ ちる  > 天皇の 意思に ょつ て 始められ 且實行 
せ、 b れ犮る 驚嘆すべき 改革と 一大 宣誓とは 國民の 歡んで 天皇の 指導に 應 k 
たるに 依ぅて 速 かに 此の 國民を して 自足 繁榮に 至らし めた \ 敏捷に して 同 
化 力に 富み 且 大望を 抱ける 此の 不思議の 小人 民は 自ら 東洋の 傳說 i 西洋の 
習慣との 驚く 可く 有力なる 且 特殊の 調和を 得て 無比 0 地位を 占め 得た. CV、 然 
しながら 日本人 民は 一八 六 八年以 來實に 長足の 進步 をな せぅ £ 雖 其の 以前 
に 於て 彼等が 全然 無 學無識 な $ L i 考ふ ベから ず、 紀元 七〇 一年に 現 はれし 
大寶 令は 旣に 法典の 形に 於て 行政、 內務 、軍務、 司法、 敎 育、 及 宗敎の 各部に 亙れる 
法令 5: 含め- 其の 敎育に 就きて は 官吏の 子弟の み 首府の 大學 若く は 地方の 
學校に 於て 敎 育を 受 くるを 得た 菊 池 男は 殊に 敎育 上の 見地ょ 6 して 日 
本 歷史の 興味深き 梗槪 を揭げ た 6 、之に 依れ. ば 日本の 進歩の 不斷に して 且秩 
序 整然たるは 誠に 明白な 多、 西洋 學 術の 始めて 日本に 輸入せられ しは 德川將 
軍 時代の 末期に して 八代將 軍吉宗 (一七 一六— 一七 四 五) は大に 力を 泰西 文明 
rB 本の 救 育 拉 評 七 七 
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の楡 入に 注き 從 來嚴禁 せ、 b れ 居う し外國 書の 輸入 4 一七 二 〇 年には 宗敎に 
關 する 書籍を 除く の： 外 許可 せらる  > に 至れう、 又 民間の 敎育免 主として 十八 
世紀の 中葉ょう 盛に なれ れば 一八 六 八 年の 大事 業は 十九 世紀 前半の 活 
動と 企業との 自然の 產物な $と 云 ふべ く而 して 一八 六 八 年の 記念すべき 御 
誓文の 第 五條の 「廣く 知識を 世界に 求 ひべ し」 との 明白なる 御辭 は實に 他に 比 
類な き 日本の 進步の 根元な す ' 八 七 二 年には 東京に 女學 校を 設立し 普 
通の 學科以 外 英語を 課し 米國 女敎師 之を 敎授し 同年 六月には 最初の 師範 學 
校 東京に 設立せられ 小學 校に 於け る 敎授の 方法は 通譯の 下に 米國 人の 敎師 
に 依うて 敎 へられた- CV、 一八 七 二 年 九月には 最初の 學制發 布せ らる而 して 此 
の學 制には 緖論的 覺書樣 の 7P のを 添へ、 b れ菊池 男の 著書には 其 全文を 登載 
す、 此 緒論は 新敎育 制度の 主義 卽ち敎 育 平等主義の 說明な う、 日く 敎育は 普通 
的なら 次る 可らず、 敎 育の 利益は 一階 級の 専有すべき 名のに あ、 b ず， 階級 職業 
男女の 區別な く 何人 ネ少 くと ネ 小學敎 育は 之 1: 受け 次るべからず、 高等 敎育 
(C 至 6 ては 國民各 其の 能力に 應 b て 等しく 之を 受 くるを 得る 事な 久 一八 七 


二 年の 此の 最初の 學 制に 依れば 先 づ全國 を 八 大學區 に 各 大學區 を 三十 二 中 
學區に 二 中 學區を 更に 二百 十 小 學區に 分て 6。 斯くて 小學 校の 數は總 計 五 
三 七 六〇校 i なるな 6、 規定の 小學 校は 六 歳よう 十四 歲 迄の 者を 入學 せしめ 
且 之を 二に 分ち て 各 四學年 i せう、 中學 校は 六 年 課程に して 十四 歳よう 二十 
歲迄の 者 之に 入 6 課程を 上下の 一 li し 各三學 年と せう 。然るに 幾程 ネなく 
此の 大計 畫は餘 うに 多を g み 過ぎ 種々 の 理由よう 到底 實行に 適せ 次る を認 
ひるに 至れう， 例へ ば 五 萬 三千 七 百 六十の 小學 校は 人口 六 百に 付 一校の 割合 
となうて 小に 失する が 如き 是な 6。 去れば 一八 七 九 年 九月に 此の 學制は 新 
學制に 依う 改正せられ た $、 此の 新學 制に 依れば 小學 校の 課目は 尠か、 b ず簡 
略に せられ 讀 書、 習字、 算術、 地理、 歷史 、修身 等に して 圖畫 、唱歌、 體操 、又 物理、 生理 博 
物を 加 ふる 乙と を 得且女 兒の爲 には 裁縫を 加 ふ。 

恥の 小論 說中に 日本 敎育 制度 0 組織に 就き 詳論す るは 元よう 不可能な & 
何とな れば 小學 校、 幼稚園、 及 之と 同程度の 學校ネ ぁう、 中等 學校卽 ち中學 校、 高 
等 女學校 有う、 實業學 校 ぁう 又 師範 學校ぁ う、 此の上に 法、 誊 、理 、文、 美術 等の 専門 
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學校、又エ藝、機械、農業、林業、水產、商業等の專門學校あ$尙ほ高等師範學校及帝 
國大學 の豫備 校た る 高等 學校 わ- CN、 最後に 帝 國大學 あれば な ぅ、 凡て 此 等の 學 
校は 官立 公立 又は 私立に して 校の 內外 共に 更に 宗敎 上の 困難の 跡な し、 明亮 
に 記述せられ たる 四百 頁の 中に A 學 、出席、 學科 課程 等に 關 する 詳細の 全部 簡 
切に、 十分に 且 興味深く 記載せられ た $、 吾人 英國 人は 其 同盟 國に して 東洋の 
英國 人と 稱せら る > 日本人に 就て は少 か、 b ず 誇る を 得 可く 或る 點に 於て は 
明かに 彼等の 後へ に 瞠若た る 名の あるを 認め 次る を 得 次るべし、 試に 年金の 
問題を 例に 取ぅて 云は / t か、 日本に 於て は 公立 學 校の 校長 及敎師 は國の 文官 
と殆ど同一條件の下に年金を受くるの權あ$、然ネ小學校の敎師は文官の如 
く國 庫に 納金を 要せ 次るな- CN、 年金 額は 退隱當 時の 俸給 年額の 四 分の 一にし 
て勸續 十五 年 以上 四十 年に 至る 迄滿 一箇年 毎に 年金 額の 二百 四十 分の 一を 
增 加す。 

高等 敎育に 於け る 近時の 發展は 遂に 近頃に 至 $ 學生の 同盟 休業の 頻 々i 
L て 起 $ 而も 頗る 重大に L て 其 原因は 多く 敎員 との 不和に あ 言 ふ斯の 


如き ことが 結局 敎育 制度に 影響す る 名の あぅ や 否やは 未だ 斷 言す 5 乙 i 能 
はず i 雖ネ敎 育 勅語と 能く 調和せ る 敎育的 精神を 有せる 國民が 僅に 進化 上 
の 一出來 事と 見做すべき 困難の 爲に 進歩の 大道 以外に 逸する 乙とは なかる 
べし、 由 來傳說 的 東洋主義に 妨げ、 b n 財力の 乏しき i 紀律に 關 する 一般 思想 
の 軍隊 的なる ょ $ 生ずる 學生 圏の 管理 上の 困難と に 制せら る > と ネ 此愛國 
の 念 深く 勇敢 無比の 國民は 其の 敎育的 進化 換言すれば 流暢に 次の 如く 敎育 
勒語に 明示せ、 b n たる 精神を 以て 國民的 膨脹の 行爲 を永續 すべし。 

敎育勑 語 始めょぅ 祖先の 遺風を 顯彰 する に 足、 b /L 迄 略す 

• マソ ナ ヱ スタ 丨 、ガ 1 デ アン  ー九 〇九年 八月 六日 
日本 敎育 

本書は 二 年 前 菊 池 博士が T» ンドン に 於て 講 b たる 講義の 內容を 敷衍し 之 
を 上梓し 穴る ネのな i。 日本 發 達の 眞摯な る觀察 者は 朦朧が 最ネ誤 謬を 生 
b 易 & 事項に 於て 社會 的判斷 i 誤認 S る' ィム ブレジョ ニ ズム j に對 する 最 
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有益なる 矯正 翔と して 本書を 歡迎 するな、 b ん 。著者は 一 國の敎 育 組織は 社 
會 秩序の 表現に して 又を の 結果な う i の 根本原理ょ 6 出立し 一歩^- 注意 
深く現代日本の歷史、道德的理想及び有機的構造を說明せん£す。『家』の組 
織幷に 『婦人の 位置』 に 關 する 數節は 日本 社 會の 基礎を 最 4 簡明に 英國の 
讀者に 了解せ しむる 名のな 本書 中 專ら敎 育に 關 する 部分を 閱讀 する に 
吾人は 日本 發 達の 現狀 i 歐洲 文藝 復興との 間に 類似 點多 & に 驚か 次る を 得 
ず。 卽ち 突然 眼前に 現 はれた る 知識の 豐富 なる に 驚駭せ る點に 於て、 此新知 
識を收 得する 能力に 關 する 感ずべ & 自信の 點に 於て 又 6 らゆる 新 知識を 急 
速に 吸收 せんとす る點に 於て 大に 相似た る 者 ぁう。 一八 七 一年に 頒布 せら 
れた る學 制の 序文は 恰名ブ デウス 或は H ラス ムスに 依うて 書かれた るが 如 
き槪 ぁう 日く 『身を 修め 智を 啓き 才藝を 長ず るは 學に J> ら^, れば 能は ず是 
れ學 校 0 設ゎる 所以に して 云々 夫の 道路に 迷 a 飢餓に 陷 6 家を 破う 身を 失 
ふの 徒の 如きは 畢竟 不學ょ うしてか  >る 過を 生ずるな 6云々』と{ 六 八 頁)。 
菊 池 男は 道德敎 育に 於て 指示せられ たる 要目を 詳細に 說明 す。 之に 由る 丨ベ 


行爲 0 究竟の 批准は 祖先、 天皇、 『家』 及び 兩 親に 對 する 義務に 存 する 乙 とを 
知るべし、 吾人は 本書を 熟 讀して 一の 推定に 達す 是れ 他なら ず 注意して 社會 
を觀 察し 〇 > 有る 人々 は已に 此 等の 舊 信仰の 或る 名のは 幾分 か 其の 權 勢を 
減 b たる 事 及び 從て 次世代に 於て 起る 可 & 問題を 實 覺し龙 推論せ 次る 
ベから ず。 學制 及び 學校 組織に 關して は 日本は 主として 英國 及び 米 國の範 
に 傚へ 6 、日本の 感ずる 困難 中敎授 力の 不完 (敎 員の 不足、 學級 人員の 過多) の 如 
きは 吾國に 於て％ 亦感 b つ > あ る 所な $ 。日本に 於て は 中央 統治 權は 英國 
に 於け るょ $ ネ嚴 正な う。 例へ ば 歷史敎 科 書は 政府に 依 $ て 承 准 せらる > 
のみならず 文部省 自ら 之を 作る。 女子 中等 敎育 要求の 著し & 進步は 次 0 事 
實に 依うて 明かな $、 一八 九 三年に 於て は 中等 敎育を 受けつ  > あ る 男女 生徒 
の 比は 六、 五と 一との 比な $ しが 一九 〇六 年に 於て は 三と 一との 比と なれう。 
玆に 興味 あるとは 字を 書 & 晝を 描く に 際して は ペン 或は 鉛筆を 使用せ ずし 
て 毛筆を 用 ふる 事 依然として 行 はれ 居る に 係らず 學校に 於て は 全く 國風の 
音 樂を棄 て 兒童 は英風 或は 獨風に 歌 ふ rji を敎 へらる  > 乙 と是な ん 敎育學 
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者は 本書に 多大の 興味を 感ずべ し。 5 れど 本書 5: 閉づ る ic 當ぅ 彼等 讀者は 
記者 i 同 k く外國 思考 法 及び 行爲 法の 此の 驚くべき 食欲と 吸收 力が 將來如 
何なる 點爻で 國民 精神の 維持と 調和し 兩 立す 可き やを 怪訝せ 次る を 得 次る 
ベし。 

©サタ デー 、レヴ - 丨 一九 〇九 X 月 七日 
日本の 敎育 

汽車に 乘 6 後れた る倌 正が 神父 ヒーソ ー 氏に 佘は 自己の 時計を 深く 信用 
し 居 6 しにと 物語 6 し 時 ヒ丨ソ ー 氏 答へ、 b くわれは 御身が 其を 優良なる 時 
計に 正 3 れんこ とを 望む と、 今 菊 池 男が 興味深 & 「日本 敎 育」 を 讀み 我が 英國の 
敎育 制度と 日本の 夫と 5: 對照 する 時 吾人は 此の 話柄を 思；： S 浮べ 次る 5: 得ず 
日本の 敎育 制度は 「礙 良」 なる 制度な- CV M して 吾 制度は 「深き 信用 0 制度な 6。 
吾人 英國 人の 建設せ る敎育 組織は 智力 的敎 化の 理想を 其 究極の 基礎 とせる 
ものな ぅ、 我が 敎育 制度の 結果は 或る 制限以 內に 於て 一種の 精神的 幷に 道瞭 


的獨 立 ?: 鼓舞 奬勵 する に 在う、 然れど 4 一方に 於て 論者は 多數 者の 實地的 利 
益は 小數 者の 智力 的 利益の 爲に 犧牲に 供せ、 b れ 吾人が 發成 する 效力は 考慮 
の 結果ょ 寧る 偶然の 名のな して 之を 攻擊 す。 

日本に 於て は 全然 之と 正 反 fi な- CN。 萬 事は 皆 道 德と 品性の 有效な る 訓練 
とに 附隨せ しめらる ® 初ょ-^ 最名簡 明に して 實用 的の 名のな うし 學制は 常 
に 簡易と 實 際の 有 效を期 して 屢 々改良せられ 允う、 而して 其の 全計畫 の歷史 
は 極めて 興味 多く 且つ 敎訓 的な $。 日本に 於て 明治 と稱せ らる  > 新紀元は 
一八 六 八 年に 始ま $ 1 八 七 二 年には 最初の 學制 布告せられ たう、 其の 中に 敎 
育を 以て 上流 St 會に のみ 適當 なる 磨 & (文雅、 禮 節) 樣の 4 の i 考ふ るの 不法な 
るを 明かに 述べた〜 其の 緖 言に 日く 「身を 脩め、 智を 啓き、 才藝を 長ず るは 學に 
あ、 b 次れば 能は ず、 自今 以後 一般の 人民を して 均しく 學に 就かし め邑に 不學 
の戶な く、 家に 不學の 人な からしめ ん 事を 期す 此の 法規は | 再な、 b ず 變更 
せられ * $i 雖名 をは 皆效 力を 增進 して 健全なる 道德を 高めん との 目的と 
方針 I に 基き てな 3 れた るな 
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吾 •か 英 國の敎 育 制度と 日本の 敎育 制度との 反對顯 著なる ネの は實に 此の 
點に存 す、 我が 制度の 理想は 元來 人道的 且 智力 的な $ しを 以て 道德は 之に 依 
6 て 副產 物的に 進めら る > 事を 希望 3 れた -CN 企畫 3 れたる に 非らず。 實際 
吾が 制度の 主なる 缺點は 最初 R 吾人の 目的を 確定せ 次う しに わへ 吾人は 小 
學校敎 育を ば 漫然 中學敎 育の 惯習に 傚うて 先つ 其の 制度を 定めた $、吾 人は 
今日に 至うて 漸く 吾人の 目的は 何な $ や 又 何なる 可 & やを 問； 5 初めた $、 而 
して 一二 年 前に 至うて 初めて 敎 育の 目的は 第一に 品性の 發 達を 計 6 次に 實 
際 的 能力の 增進犮 るべ & 事を 想； S 起す に 至れ. CN。 然るに 日本に ては 始終 明 
かに 其の 目的を 確定し 而 して 敎育 組織が 計晝 通う の 結果を 生 k つ > あらず 
i 疑 ふ 時は 直に 之を 變更せ 

此の 書の 最ネ 興味 6 るは 日本 小學敎 育の 記述と 道德敎 育に 使用せ、 b る > 
方法 i の 記述に 存す 、例へ ば 兒童は 「整頓」 「時刻を 守れ」 と 云 ふ 如き 普通の 道德の 
平易なる 敎訓 ょう 始め 次に 家庭 內の關 係 及 忠義の 事を 敎 へられ 次に 友情、 正 
度、 親切、 寬大 、禮 儀、 勇氣、 行儀 等 日常 行爲の 更に 詳細なる 敎課に 進む、 而して 此等 


の德は皆之を說明するに物語及實例を以てせ$、更に進んでは、「愛國/「其同/名 
譽 / 志を 堅く せょ」、 「公務」 等の 如き 稍 高尙な る社會 的道德 の敎 訓を受 く、 敎師は 
定式の 課業を 授 くるの 外兒 童の 心に 此等 の敎 訓幷に 類似の 敎訓を 注入す ベ 
S 機會の ある 每に必 ず 之 1: 逸すべ から 次る を 命ぜら る。 

尋常 小學 校の 課目は 道德以 外、 日本語， 算術、 體操に して 地方の 情浞に ょ 5 て 
は圖畫 、唱歌、 手工、 女子には 裁縫 等を 加 ふるを 得べ し、 高等 小學に 於て は 歷史地 
理を 加へ 加設 科目 £ しては 農業、 商業、 英語 等 あ $、 是れ 勅令の 示す 如く 日本の 
小學 校は 兒® 身 體の發 達に 留意す る i 共に 道德及 國民敎 育の 基礎 幷に 其の 
生活に 必須なる 普通の 智識 技 藝を授 くるを 本 皆と すれば なぅ。 

序ながら 此 等の 敎 課は盡 く 中心 目的た る 修身に 嚴格に 附屬せ らる  > の 事 
實を 注目す るは 趣味 ? > る 事なん 例へ ば 日本 歷史 を授 くるは 國 家の 盛衰 興亡 
を 明に し社會 0 發 達と 變遷 との 明確なる 智識を 兒童 に與 ふるを 以て 目的と 
すべし 故に 細目の 敎授は 之を 避け 次る ベから 次る と 規定せ るが 如し 之と 同 
k く 理科を 敎授 する の 目的は 通常の 天然 物 及 現象の 相互の 關係及 其の 人生 
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に 對 する 關 係と を 明に し 同時に 觀 察を 精確に し 自然を 愛する の 心を 養 ふに 
6 う、 圖畫の 敎授は 通常の 形體を 明瞭 ^ 看取し 正確に 之を 畫き 兼ねて 美感を 

養 ふに あ $ とせ 

斯く 一定の 目的を 明瞭に 確識 せる は 全 制度の 特色な う、 而して 詳細なる 智 
識は 人格と 效 力と を發 達し 強固に する 範圍を 脫して は 全然 不必要の ネの i 
思惟せ 

吾人は 今 此の 極めて 興味 ある 書に 依うて 惹き起 3 れし 諸問題の 中 僅かに 
其の 一を 論ずる を 得た う、 然れど 味 書中 凡ての 問題は 皆 主要の 觀 念に 支配せ 
、 b る、 吾人は 日本 國 民の 理想と 合 體 せる 國 K 的 大望を 見る、 是れ實 に 此の 書の 
本旨に して 外見 突如 として 大國 民が 靑年 時期に 達せる を 示せるな $、 然れど 
も少 くと 4外 觀上 突然 過去と 絕緣し 一大 國 民の 理想を 建て 之を 實現 する を 
得しめ たる 種々 の 原因、 而名 其の 漠然たる 熱誠の みに あらず して 切實に 實際 
の 必要に 迫 ふれて 此の 理想を 實 現す るを 得しめ たる 原因に 就きて は 殆ど 考 
虛以 外にして 容易に 窺 a 知るべからず、 只 だ 明白なる 事は 日本 國民 は勸勉 R 


而 免 熱狂 的なら ず 堅忍 不拔 能く 冷靜 努力して 或る 一種の 國民 性を 發達 せし 
めつ  > ある 事是な ぅ、 泰西の 國民が 個人的 幸福の 爲に國 家の 繁榮を 尊重す る 
に反して 日本 國民は 公益の 爲 k 凡ての 個人的 利益を 犧牲に 供し つ > あ るな 
&、 此の 個人 i 義に對 する 著しき 駁擊 の 結果が 果して 如何なる 名のな $ やは 
萬 人の 見得る 處に して 其の 危險の 如何なる 名のなる かネ亦 之を 先見す るに 
難から ず、 然れど ネ 跆 の 書は 男性的の 元氣 鬱勃た る國 民が 出來 得る 限の 全力 
を 集めた る 國民的 運動の 記錄 i して 立つ ものにして 敎育專 門 家に 特種の 興 
味 * ぅと 雖 4 歷 史家と 哲學 家と に 對して は 更に 高尙な る 多大の 興味 6 るべ 
し、 吾人 之を 世に 推薦す るに 何等の 贊辭を 以てする 7P 未だ 以て 足れ $ とすべ 
からず。 

鬱 パブ リシ ャ 1 ス 、サ I キュラ 1 一九 〇九年 八月 十四日 

ジョン、 マレ ー氏は 菊 池 大麓男 著 「日本 敎 育」 を 出版せ 日本 •か 重に 英國の 
力に倚ぅて東洋に顧權を握るに至ぅ東洋に於ける我が國の將來は日本の掌 
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中に CT> るが 故に 吾人は 出奈 得る 限 6 吾が 現今の 同盟 國を 知ら 次るべからず* 
丽 して 之を 能くす るには 日本の 敎育 制度 硏究を 以て 最良の 方法な うと 云は 
次る を 得ず、 內容の 目 錄は以 て 此の 書の 範圍を 示す に 足る。 

各 章の 題目 略す 

此の 書は マ ー チン、 ホワィト 氏の 寄附の 下に 偷敦 大學に 於て 著者の 講演せ 
られし $ のを 集めた る ものにして 現今 日本に 行 はれ 居る 敎育 制度の 完全な 
る寫眞 i 云 ふ 可く 且 其の 敎 育の 方法が 如何なる 程度 迄 目今 議論せられ 居る 
我 同盟 國 E の殊 S を 型 成す るに 與 6 て 力 有る かを 表は す 名 のな. 〇、 菊 池 男は 
現に 衆 京 帝 國大學 の 名 春敎授 たる i 共に 貴族院の 一員た う 且嘗て 一時 文部 
大臣 及 東京 帝國 大學總 長の 滎職に 居う 日本に 於け る最 免 有名なる 敎育 家の 
一人な う。 著者の 位 S 旣に斯 の 如 & を 以て 單に 日本の 事物を 硏究 する 人の 
みならず 敎育に 興味を 抱く 人士に 取うて は 敎訓的 事實に 豐富な る 此の 著は 
殊 別の 興味 5: 與ふ る ^ の i 云 ふべ し。 


# ジャパ ン 'デ 1 リ 1、 へ ー フルド  ー九 〇九年 八月 十一 日 

有名なる 著者よ $ 批評を 乞 はれた る 此の 書は 一九 〇七 年偷敦 に 於て 講演 
せられし 二十 四の 講演に 添 ふるに 同年 日本 R 於て な 3 れたる 敎育制 度 の必 
要なる 變更を 以てせ- CN、 全 二十 八 章に 於て 日本 敎 育の 今日に 至る 迄の 綿密な 
る 評論を 試みられた $、 最初の 三 章には 日本 歷史 の要枧 を 揭げ九 章よう 十四 
章に 至る 六 章は 小學敎 育を 論 ヒ、 三 章は 中學 、尙 他の 三 章は 高等の 學校、 二 章に 
女子 敎育を 論ぜう、 而して 自餘の 章 中に 於て 最 興味 有る 名のは 明治時代 に 於 
ける 敎宵史 、数 科 書、 體 育、 實業及 家庭 敎 育を 論述せ る ^ のなる べし。 

一方よう 見れば 此の 書は 餘 i に 丁寧 過ぎた. CN、 男は 主要 問題 i 甚 些少の 闊 
係わる 或は 何等の 關係 なき 事項 迄を 網羅せ 6 。例へ ば 最初の 五 五 頁は 日本 
歷史の 大要に 費 ^ れた 6。 現今 新 日本と 舊 日本との 連續 0 破壤 は舊 派の 日 
本愛國 者が 首肯す るを 欲する よ 6 免 M に 大なる 7P の あう 而して 其の 結果は 
未だ 決して 盡く表 はれ 居らず、 且 此の 破壤の 大なる 7P のは 何れの 方面よ 6 名 
敎育に 於て 其の 著し & を 見る、 日本が 獨 逸、 米 國幷に 英國に 於け る 近世 的 模範 
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ょり 採用せ し 今： n の 敎育制 度が 伊勢の 神宮 や、 瓊々 杵尊 や、 天照大神 や、 三種の 
神器 や 其 他の 舊くな 6 たる 神話と 梁して 何等 0 關係あ 6 や。 明治の 初年 R 
於け る 此の 制度の 採 诏は 今日 支那に 於て 見る 如く 純然たる 改新に して 又 改 
革な- CN き e 

不必要の 他の 一例は 內 fa を 以て 始^ N 助役に 終る 日本 行政 制度の 章な. CNi 
す。若し此の章を意義 6 $とせば夫は單に日本人民特に日本官吏が敎育の 
大事 業を 單に 政府 機關 の一荜 輸 i 考ふ るを 表白す るに あ 

斯く 此の 書には 不必要の 二 事項を 揭載せ i i 雖 4 重要の 一 事を 指摘す る 
を 忘却せ う、 始めょ 6 終に 至る 迄 日本 敎 育の 外人に 負 ふ 跡を 減少し ffi 來 得る 
限う 之を 抹殺 せんとす る 明かなる 傾向 あるを 見る、 斯る 尨大の 而 4 詳細を 遨 
くせる 著述に 於て 一外 國敎蹄 の 姓名を 名 載せず とは 殆ど 信 b 難き 處な $ 熟 
誠を 以て 日本 敎 育に 當れる 幾多の 英米 其 他の 外 國敎師 、其の 中には 生涯の 大 
部分を 擲つて 此の 國民 の敎 育に 盡瘁 したる ネの又 多年の 間 日本 國民が 當時 
知識の 鍵 i して 必要な うし 英語の 敎授に 主 i して 據 うたる 者％ 有る に 其 等 


外人の 姓名は 一切 之を 揭げ次 るな う。 フグぺ ッキ ' ボく グリフィ ^ モー， 
ス等の 如き 人士は 其 功を 承認せ、 らる  > の價値 6 るネ のとは 何人 ネ認ひ るな 
らん 況や 著 * が 泰西 0 聽衆に 向つ て述 ぶる 場合に 於て を や、 而も 其 一人 だに 
記 3 れ次 るな う、 氏が 海外に 於け る 大使 的 行動の 間 其の 目的た る や 日本は 實 
際歐 米に 負 ふ處 少なく 日本に 於け る 善良なる $ のは 皆 其の 國土に 發生せ る 
名のな $との事實を聽者に聞かしひるにぁ$き、而して質朴善良なる其の聽 
衆は 單に 氏の 言說を 信ぜる のみならず 實際 之を 聞きて 隨 喜の 淚を 流し 老耄 
せる 西洋を 再び 新生 命に 復すべ き 使命を 帶び し國 民玆に 在う、 愛 國 、道 德 、簡易 
生活、 其 他 多くの 事を 學ば次 るべ から 次る 吾人の 模範 i すべき 國民 玆處に 在 
絕叫 する に 至れ 

炖 書 中外 國敎師 の 事業に 關し て述ぶ る 處は 極めて 小範圍 に 集め 得べ し、 出 
來 得る 限う 簡略に 述べし は 「明治 年間 敎 育の 歷 史的梗 槪」 一章の みに して 此の 
章の 引說と て 咚 次の 如き ネのに 過ぎず。 

六 七 頁、 『一八 六 八 年 政府は 長 崎、 京都 及 大阪に 學 校を 開き 若しくは 再設せ り 
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九 四 

而して 外國 語を 授く る處に は 外 國敎師 を 採用して 之を な S しめた 6』。 
六 七 頁、 『一八 七 二 年の 初め 女學 校を 東京に 開けう、 而七て 此の 女學 校に 於て 
は 普通 敎 育の 科目 以外 英語を 課し 米國の 婦人 之を敎 授せ 6。 同年 六月 
最初の 一 師範 學校 東京に 設けられ 米 國敎師 通 辯の 下に 小學 校に 於け る 
授業の 方法を 授 く # 人は 當 時の 精神を 說明 せ / 1 が 爲に 文部大臣が 米敎 
師に命ずるに彼が日本人に順應せしめんとして敎授する己とを考へず 
唯 だ 本國に 於け る 如く 敎ふべ きを 以てせる を 記 3ん、 此の 結煨 i して 綴 
字、 敎科書 、掛 _、 其の 他は 全く 米國 流に 作られ 唯だ奚 なる 處は 日本の 字母 
が 亞米利 加の 夫に 代 $ たる 迄な う J。 

七 〇 n、 (一 八 七 二 年 九月) 『外 國敎 師の關 係せ る 名のを 除けば 藩校は 凡て 廢 
せられた 6』 是恐 くは 政府が 爾後 今日に 至る まで 繼續 して 敎育に 於け 
る 私人の 活動を 壓 迫し 侵害せ る 最初の 例な うとす、 藩とは 封建的 區別に 
して 一八 七 一年 廢せ、 b れしが 各 大名は 皆 其の 學 校を 建設し 或る 場合に 
は 外 國敎師 を 招聘し 居た う S。 


七 四 頁、 外人を 傭聘す るの 費用 多を 述ぶ 、日く  r 敎 育の 爲に 政府， の 補助金は 
次の 目的 以外に 使用す るを 得ず、 (一) 外 國敎師 0 俸給 及 外 國敎師 と關聯 
する 費用、 智識 及 技術の 發達を 計る 爲に 外人を 採用す る 必要 あれ ど 名 學 
生を して 全額を 支辨 せし ひるは 不可能なる、 が 故に 政府 之を 給與 す』 i。 
七 九 頁、 r 音 樂敎師 は 亞米利 加ょ $ 招聘 3 れた办 、而 して 日本 音樂 家と 協力し 
て 日本の 生徒に 適當な る 音 樂敎授 の 制度を 焦慮 考案し 而して 政府は 一 
八八〇 年に 音 樂敎師 を 養成す る學校 (主 i して 聲樂) を 建設し 爲に 一八 八 
四 年には 二三の 學校に 於て は 外國 流に 唱歌す る 事を 敎 へられ 始めた 

iuo 

而 して 此の 章は 日本が 外 國敎師 に 負ふ處 ¢> 6 しとの 事實を 槪略に 、極めて 
槪 略に 承認して 結べ $、八 十三 頁に 日く 

『明治初年の政治家は始め全國を通ヒて一個の統一制度を採用せん£試 

みた i 而して 其の劁 度は 外國 制度を 全然 其 ま > 寫 せ る％ のな- 〇 き 

而して 、敎 育に 關して U 尙ほ他 Q 事柄に 於け るが 如く 吾人は 常 ^ 他に 學 
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ばん とする に 熱心せ^/ 官吏 及 學 生を 歌 米に 於け る敎育 制度 i 方法と VJ 
硏究 せんが 爲に 派遣した $、 書籍 M ® 新聞、 報告に 就て 熱心に 硏究 し且討 
議し穴 6 &、 幾多の 實驗は 試みられ 且つ 幾多の 失敗は 重ねた i し 名 吾人 

は 之に よ$て 學び 之に よ $ て 利す る 處多か 而して 吾人は 今 

尙ほ學 び 且硏究 しつ > ?> $、 吾人が 解決せ / 1 i する 幾多の 問題、 吾人の 企 
0 すべき 幾多の 改良 あ $ て 存す、 吾人は 何れの 一國 のみを 名 模範と せ 次 
るべ し、 吾人は 各種 制度の 長短を 發 見し 如何にして 其の 善良なる 物を 採 
用して 吾人の 使用に 適せし め 其の 惡しき 物は 如何にして 之を 避く ベ & 
かを 知らん £ 試み 而して 今尙 ほ硏究 しつ  > あ るな 6』 

而し て是 れ總 てな $、讀 者は 以上の 文章に 於て 巧に 暗々 裏に 外人に 負へ る 
所有る を拒絕 せる 5: 認ひ るなる べし、 著者は 言は / 1 とす 我が 泰西の ® 者よ ^ 
し 諸子が 我が 國の敎 育 制度は 米 獨及英 よ 6 、我が 陸軍 制度は 獨佛 よん 海軍 制 
度は 英國よ ぅ、 又醫學 は 主 i して 獨よ$ 、行政 制度 A 亦 重に 獨よ $ 警察 制度は 
佛 よち 新 文學は 主として 英國 よぅ 而して 機械 及 日常 用 幾多の 物品は 凡ての 


國ょ 6 取れ^ Ni 思惟 ^ / L か、 速に 左樣な る 誤- cs を 心中ょ 6 取 6 去 6 玉へ、 それ 
は r 大 間違で と 次い ます』 吾人 日本人は 高く 卓越せ る點 ょぅ觀 察して 單に 
吾人の 意に 適へ る 物を 取 6 來 6 て 之を 『大和魂 的』 に 『武士道 的』 に變化 
せし な- CN と。 

日く 『吾人は 模範を 或る 一國に 取ら 次るべし』 と。 丁度 日本の 製造 家が 
石鹸の 『新』 種類を f 發明』 し 之れ が 包みに 二三の 國 語を 以て 記す 日く 
fHeriotoropu.  Extra  seife.  Savon  pur  violette』 i 云 ふが 如き 卽ち實 に r m lg を 或る 
一國に 取、 ら次ぅ し』 好 & 例な- CN。 

斯の 如く 吾人は 此の 書の 一方 面の みを 詳論せ るは 本書の 最ネ 重要の 傾向 
を 示す •か 故な 6、 何とな れば 此の 書は 長篇な る ネ實 質に 於て は 一の 政治的 册 
子に 外なら ず、 泰西の 輿論を 動か 3 んと する 日本 政府の 傳敎 の爲に 書かれた 
るネ のにして 獨乙 人の 所謂 TendenzISchrifl な. cv  i す、 此の 傳敎は 戰爭以 前數年 
間 多大の 氣 力と 成效 とを 以て 實行 せられ 今尙 ほ實 行せられ 〇 > あ るな $、 日 
本を訪問する泰西諸國の高官と名士を動3 ./1 とする努力に於て4亦之を見 
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九 八 

るを 得べ し。 

日本 敎 育の 事情を 知悉 せんとす る ものは 此の 書 ic 於て 其の 材料 豐富 にし 
て 文意 明瞭 且興味 律々 たる 免の 6 るを 見岀す 可き は 著者が 經驗に 富み 且卓 
越の 人なる に 徵して 今更 喋々 の 必要なし 、更に 又敎 育に 興味を 有する 日本 在 
留の 外人が 最少く 知る 所の 方面、 何れの 谷國に 於て ネ最 4 重要なる 敎育 (狭義 
の) 方面 卽ち 小學校 0 六箇 年を 論ぜる 事最詳 かなる は 誠に 其の 宜しき を 得た 
るネの i 云 ふべ し。 

⑩ ジャパン、 デ 丨リ 1、 メ 1 ル ー九 〇 九 年 八月 十九 日 

此の 書に 於て 菊 池 男は 日本 敎育 制度 i 其の 理想 幷に 方法 1 を 世界に 發表 
せられた $、 是從來 嘗て 見 次る 眞に 間然す る處な き 詳細の 記事な ぅとす。 此 
の 題目は 旣に 多少 敎訓 的に して 又 多少 誤れる 斷片的 論文の 問題、 とせられし 
'以前は 斯る 完全 廣大な る 方法に 取扱 はれた る 事な かぅ き、 一九 〇七 年の ィ 
丨ス ター及 夏期の 間 マ ーチン 、ホフ ィト 氏の 寄附の 下に 日本 敎育に 關 する 講 
演を 男に 特に 要求せ るは 幸に A 此の 書の 發 行され たる 原因 として 考 ふるを 


得べ し、 何とな れば 此の 書は 實際 此の 要求に 應匕 てな せる 二十 四の 講演に 多 
少の 修正を 加へ 統計を 修補して 再び 世に出せ る 名のな ればな $。 斯る 仕事 
に 男の 適任なる は 今更 云 ふの 必要なし、 此の點 に 關し ては 男は 今 現に 東京 帝 
國大學 の 名 譽敎授 R して 京都 帝國大 學の總 長た i 又 嘗て 東京 帝國大 學の總 
長幷に 文部大臣 ^ うしを 以て 比 敵す ベから 次る の 地位に 居れう、 加 之 氏は 極 
めて 英文に 堪能な ぇ此 の 書 三 九 七 頁の 始 ょう 終に 至る 迄 吾人の 發 見し 能 ふ 
範圍に 於て は 文法 上の 誤謬 又は 聞き苦しき 訛語を 見ず、 二十 八 章の 中 其の 最 
初の 三 章は 從來 書かれ ^ る 日本 歷史 の中最 4 優れる 梗槪に 费 5 れ其 自餘の 
二十 五 章は 次の 如し。 

省略 

博學な る 著者は 敎育 勅語の 飜譯を 示せう、 而 して 以前 か > る 完全なる 譯な 
きを 以て 參考の 爲に 之を 揭 ぐ。 

勅語 全文 略 

歷史の 論文は 頗る 奥 味に 富めう、 吾人は 今 詳細に 之を 評論す るの 紙面な し 

rH 本の 敎 背」 抵評  九九 


18 

と雖菊 池 男は 高天原は 外國に ?> $ しとの 見解 5: 有する 7P 0 >如 し、 何とな れ 
ば 氏 日く、 凡ての 日本人は (服 從 せられし 土民と 支那、 朝鮮の 歸化 民を 除きて I 
室よ 6 出た る 7P の 若しく ば 皇室に 從ひて 高天原よう 下れる ネの  > 後裔な 6 
£、 是れ 多くの 日本學 者が 激論す る 結論な う、 然れど ％ 吾人は 吾人の 見解に よ 
れば 如何にして 菊 池 男の 推論を 否認す ベ & かを 知、 b ず、 氏は 更に アストン、 チ 
ヤン バレン 及 サト ー氏に ようて 確實 にせられ し 說卽ち 日本の 正史は 紀元 六 
世紀の 中葉 後に 始まれう i の說を 承認せ 6、 實際 氏は 日本の 歷史以 前 若しく 
ば 之に 類似の 時代を 論ずる に 六： H を 费し 、支那 學の 輸入を 以て 始まう 明治 時 
代 特に 一八 九九 年の 憲法 發 布を 以て 終る 間の 歷史に 五十 頁を 費せ う、 次に 簡 
單に 現今 日本の 行政 制度の 梗槪を 述べられ た $、 而して 此の 書が 單に 最初の 
因 章に 制限せられ たうと する 名尙ほ 如何なる 圖書 館に％ 備ふべ き 有益の 著 
述な $ £ 云 ふを 得べ し。 

敎 育の 事に 關して は 吾人は 菊 池 氏の 分解 綜合の 顯著な る 力を 賞 讚す るに 
大に 過る 乙と 能は ず、 か > る 分解と 綜合とは 固よ 6 男の 如き 有名なる 數壤家 


に 期待せ、 b るべき 名の なれ 典 敎 育史の 如き 問題 ^ は從來 多く 用ゐ られ たる 
乙 i なし、 讀者は 政府が 國民 をして 敎育は 上流 社會の 特有 物に あら 次る 事を 
確信せ しめんと 努力し 遂に 全國を 通 b 男女 0 兒童 をして 等しく 小學 校に 入 
學す るに 至らし めしまでの 經過を 本書に 就て 容易に 追跡す るを 得べ し、 是れ 
疑％ なく 明治 政府の 最大 成效の 一な 6、 男は 明白に 敎 育の 事に 於て は 日本が 
外 國に負 ふ 所 多き 事 及外國 人が 此 改革に 與 A て 力 有うた る ことを 承認 せん 
男は 實に 其外國 人の 名を 記せず 蓋し 若し 男に して 名を 擧げ たら / 1 には 名 ?: 
記 3 れ次る 人の 惡感を 起す の 危險を 冒^, いるを 得 ^ るべ く然、 b 次れば 走ら 
に 大部分を 姓名の 列 擧に费 S /1 は聽講 者に 取うて 何等の 趣味な きのみなら 
す 講演の 目的に 適は ^ るの 結果を 來た 3 いるを 得 5' i しならん。 男の 講賓 
せし 日本 敎育 制度の 注意すべき 一點は 家庭生活と 學校敎 育 i の 協力を 致 3 
ん とする 努力な- CNi す、 ^ 日く 『多くの 小學校 及び 中學 校に 於て 校長 及敎師 
は 一學期 凡そ 一囘 父兄 相談 會を 開き 敎師は 生徒 全般に 涉う又 各個に 付て 學 
狡 か 家庭に 求む る 所を 父兄 1C 語^ 〇 又 父兄ょう 學校 に ® して 其の 求む る 所を 


to 二 

聞く 此の 會議は 父兄の 歡迎 する 處に して 漸次 普遍に 行は れつ > ¢> 6 

而して 兩者の 間 意志を 疏 通し 以て 兒 童を 適 當に敎 育す るに 必要 缺くべ から 
次る 家庭と 學 校の 協同を 確に する 名のなる が 故に 最も 必要なる は毫 4 疑な 
き處な 6 又 此の 會議に 漸次 兒童の 母が 列す るの 傾向は 益々 吉兆な $£ す、 東 
京 貧民 學校 長佘に 語うて 日く 兒童の 母は 實に 能く 此の 會議に 列して 我が 忠 
吿 に 傾聽 す』 と。 

此の 書は 各部に 亙 6 て 皆 含蓄 多く 且 明亮に 論述せ るを 以て 特に 或る 一章 
を 批評す るは 實に 困難な う、 か > る實力 わる 人の 手に なれる 此の 書は 日本 事 
情の 熱心なる 硏究 家に 取 办 て 7P 新奇なる 事實を 多く 含有せ るは 勿論の 事な 
う、 例へ ば 輓近 迄各學 校の 體操 は獨逸 式 R 基き たうし $ 直 接硏究 視察の 結果 
瑞典 式に 多少の 變更を 加へ たる もの 委員の 推獎 する 處 となう 早晩 必ず 採用 
せらるべし との 事實の 如&是 なう。 此の 書の 最後の 章 亦 興味 甚深 し、 吾人は 
其の 中ょう 多少 引用せ 次る を 得ず、 何とな れば 男の 云 ふ處は 偶 本紙 上に 屢々 
述べ 來 6 たる 見解の 正確なる を 證明 する を 以てな $ 、日く 『世界 漫遊 者の 一 


國を— 述 する k f し近來 _ 笑す る 者 多し と雖 若し 漫遊 者に して * S 達識 > 
人な うせば 能く 其の 國 民の 他 國民に 異なれる 重大なる 特色を 捉 ふるを 得べ 
し而か 名此 等の 特色は 其の 國民 i 多く 接し 之と 親交す るに 及びて 次第 こ B 
中ょう 消滅し 或は 少 くと 名 微弱に 映 k 却て 個人 {の 差違を 注意す るに 至 
るを 常と す、 唯 漫遊 者が 自己の 見た る f 特別の 事柄を H て 一般的の 名のと 
誤解す るの 虞 ぁう、 若し 彼に して 其の 一般的に 見た る 名のを 記述せば 彼の 言 
ふ 所 多く 正し かるべ し、 之に 反し 所謂 「永住者」 と稱 せらる  > 外國人 ぁ\ 彼等は 
或る 國に 多年 住居す と雖 其の 交は る處は 自己の ® 業 上に 於け る 小 範圍に 限 
きられ 7^2 る k 關、 b ず 夫ょ i 得 ^ る狹 き經驗 を 以て 其の 國 民に 及ぼし 能く 之 
を 理解せ うと 自負し 而 4 實 際に 於て は 其の 國の 文學を 知らず 其の 國 民の 精 
神、 理想、 熱 f 解す る I とな—  Qt、 彼等は 1 を敢 てす る 世界 漫遊 者ょ 
其國の 誤解を 世に 紹介す る， p のな 特に 我が 日本の 如き 國に 於て 特 
に然 す、 日本 國民は 自國の 人に て， p 知らぬ ネのは 之を 其の 家庭に 接近せ 
しむる を 躊躇す るの 國民な ればな $。 佘は屢 々日本 ^ 關 する 著者 寺よ  >丨 
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5 四 

ン 氏の 著書に 就 & て 質問せられ たる 己 i ?> ぅ、 余は 今玆 k 言は / i とす ハ ーン 
氏は 日本人に 對 する 其の 深厚なる 同情に 依 $ て 恐らくは 普通の 日本人ょ 6 
せ 更に 能く 國 民の 心理を 理解し 得た るが 如しと、 例へ ば 佘が嘗 つて 見た ぅし 
書籍 0 中最 7P 威 輿を 深から しめたる 氏が 「心」 の 雜錄の 中には 日本 國 民の 心 靈 
の ® き 躍如 i して 美は しく 描かれ あるを 見る』 と。 

要するに 吾人は 男が 此の 著は 古來日 本に 關 する 著書の 中 最^ p 價 M ある ネ 
の > 一 な るを 信 b て 疑は ず、 其の 殆ど 他に 類似な き 日本 國民 生活の 內部 觀赛 
i 彼等 國 民を 鼓舞す る 理想と を 述べた るが 故 k 東洋 歷史 の硏究 者は 必ずや 
衷心ょぅ之を歡迎せ /1 。 

❿ェ デュ ケ 1 ショ ソ ー九 〇九年 八月 二十日 

下院の 議貝は 今尙 ゥェスト ミン スタ ーに 其の 職を 執 i つ >あ る 名 敎育界 
は旣に 休暇を 得 居る ?: 以て 我が 敎 育に 關 する 事柄は 暫く 筆を 止め 遠く 眼を 
東方に 放つ て 最近の 出版に か > る 日本の 敎 育に 蘭す る 注意すべき 一 著書を 


紹介せんとす"此書は昨年偸敦大學に於て1ムひ菊池男に依うて講演せられ 
たる 講義を 上梓した る 者な. CN、 菊 池 男は 我 東方の 同盟 國の敎 育 制度を 說 くに 
最ネ適 當に且 卓越せ る 人なる が 故に 此 講義は 其の 講演の 當時敎 育界に 於け 
る 非常の 注意を 喚起せ $ 、氏は 實に嘗 つて 文部大臣た う 又 東京 帝國 大學總 長 
にして 現在は 東京 帝 國大學 の 名 譽敎授 にして 且 京都 帝國大 學の總 長た 
日本 敎 育の 全 精神は 次に 揭 ぐる 敎育に 關 する 勅語の 趣旨に 外なら ず 0 
敎育に 關 する 勅語、 全文 

一八 六 八 年の 革新 及 改革以 來 日本人 ^ 對 する 西洋の 勢力は 急速に 其の 步 
を 進めた 6、 菊 池 男は 殊に 社 會學に 蘭聯 して 日本の 發 達の 梗槪を 述べ 而 して 
史的 事實と 文學、 學問幷 に 道德 i の關 係を 示す 日本 歴史を 敍せ 6。 斯く此 書 
を讀む 者は 先づ 過去の 事實に 通曉 する を 得べ く 依うて 以て 吾人と 多くの 類 
似點を 有する 國民が 其の 發達 をな すに 與つて 大に力 ある 敎育 上の 復興の 基 
礎を なせる 11 語の 精神を 了解す るを 得べ し、 家長 關係は 皇帝と 臣民との 間に 
存在し 其の 蘭 係は 神武 天皇以 來 皇統 連綿たる 事實 に 依うて 益' 强固な う、 忠 ^ 
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一〇六 

la 先崇拜 稍- 變形 したる 民 治 思想は 眞 の愛國 心を な 3 しひ、 學 校に 於て は 最も 
力めて 之を 養成す、 歷 史的 發 達の 記述は 便宜上 將軍 政治の 創めに 至る 迄の 時 
代 次に 維新 迄の 時代 最後 ic 明治 卽ち 現代 迄の 三 期に 區別 せぅ 其 第一 期を 能 
く知らんとすれば支那古代の敎育の知識を要す尤ネ著者は多く論ずる猶豫 
なし、 其の 昔日 本と 朝鮮 i の 交通は 支那の 文明、 文字 及 文學の 輸入を 來 たす 基 
をな せる 者な^/ 支那の 古典に 明かなる 名のは 日本 古代の 文學を 了解す るに 
難から ず、 支那の 制度 儒 敎佛敎 の 優越は 大陸 的 勢力を 日本人 民の 生活に 滲 入 
せし むる に 至れ $。 敎育の 政策に 於て は 紀元 七〇 一年 發 布の 大寶令 中敎育 
に關する規程ぁ$、之を見るにかの支那行政の特徵たる用意周到綿密を盡く 
せる 5: 知るべし、 上級 官吏の 子弟は 國費を 以て 敎 育し 僧 ® は國分 寺に 於て 敎 
育し 一般 中流“ の 子弟は 私學 校に 於て 敎育せ -CV。 其の後 改革は 改革を 生み 遂 
に 封建制度 とな $ 夫ょ 6 現代の 有樣に 至る 迄の 物語は 簡短に 述べ、 b n 左 卜 
十六 世紀に 於け る 和 蘭、 西班牙、 菊 萄牙 及英國 0 海事々 業は 日本を して 歐洲 
i 接近す るに 至らし め 页 に 十八 世紀に 至ぅて 「西洋化す る 乙と 一は 本氣 に始贄 


れう二 八 六 八 年 封建制度 廢れ 日本は 急に 専制 主義を 脫して 自由の 境に 達せ 
う、 民 治 的 主意の 國家敎 育 制度 輸入せられ 一八 七 一年に 於て 文部省 設置せ、 b 
れ之に 専門、 普通、 實 業の 三 學務局 及 大臣 官房 幷に 高等 敎育 會議を 置く、 一八 八 
五 年 現在の 內間 制の 始めに 於て 此の 制度は 時の 文部大臣 森 子爵の 下に 設け 
られ たる 新 文部省 i 成う 重要なる 改革 行 はれ 一般の 學校、 小學 校、 師範 學 校、 中 
學 、校 帝 國大學 に 關 する 勅令 發 布せられ たう、 外 國敎師 は 日本に 聘 せられ 日本 
の 敎師は 硏學の 爲に歐 米の 大學に 派遣せ ら る、 外 國の制 度の 硏究は 改良を 促 
し 許す 限う の 場合に 採用せられ た 6 而 して 機 關と實 地を 完全に する の 動作 
は 今尙 ほ繼續 せらる、 著者は 此の 如く 發 達した る 日本の 敎 育を 說 明す るに 盡 
3 > る處な し、 男は 先づ 日本 敎育 の槪觀 を敍し 次に 各論に 及び 而し て國 家 0 
監督の 下に ある 各種の 敎育 換言すれば 日本 敎育制 度の 全般 百 本に 於て は 私 
立學 校と 雖 4 政府の 監督を 受く) を 詳論せ $ 、斯 0 如く 菊 池 男の 此の 著は 記錄 
として 又 源泉 として 特殊の® 値を 有す 更に 副産物と して 讀者は 東洋 的空氣 
に投ぜ られ 日本人の 性格 傳說歷 史幷に 抱負を 知る に 至るべし、 « 者は 又 此の 
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5 A 

古代 國民の 再生を 目 擊した るの 感 を 以て 此の 書を 讀み 終は るべ く 更に ぁの 
新進の 活動 i 繁榮に 次ぐ 偉大なる 未 來を卜 知すべし、 最後に 本書は 著者〆 日 
本敎 育に 關 する 知識 及 其の 敍述の 確實な る i 共に 極めて 英語に 堪能なる を 
示す 孓 のな 办。 

©ウナ 1、 オフ イス、 タィ ムス  ー九 〇九年 八月 

本書は 著者 •か 前に 一九 〇七 年ィー スタ ー及び サン マー學 期の 間に 偷敦大 
學に 於て 講演した る 講義の 內容 を編述 したる 名 のな 該 講義は 二部ょ 6 
成 6 、一は 日本 敎育 行政に 關 する も の k して 一は 日本 敎育特 に 初等 中等 敎育 
に關 する 7P の是な 本書に 於て 菊 池 男は 該 講義を 修正し 重複を 避けん が 
爲 二部を 混 一せ ぅ。 該 講義の 講ぜ、 b れし以 來 今日 迄に 起6犮 る 日本 敎育上 
の變化 (其の 或 名 のは 重要な 立 名 亦 本書に 述べられた 本書は 嘆賞す ベ & 
且つ 極めて 敎訓 多き 書な. CN、 而して 日本 敎 育 } C 關し 殆ど 知識を 有せず 或は 唯 
雜駁な る 知識を 有する に 過ぎ 次る 人士の 服を 開かし むる 孓のな $ とい ふを 


憚らず。 日本の 如く 秩序の 整然たる 敎 育を 有する 國は世 界にな しとい ふ 名 
敢て 過言に あら 次るな 各階 級は 貴賤 貧富の 別な く 自由に あらゆる 知識 
を 修得す る rji を 得 且つ 吾が 英國に 於て 極めて 厄介なる 宗敎 上の 困難は 日 
本の 學校に 於て は 全く 存せ ず。 高 侃なる 道德の 標準は 愼重に 敎授 せられ 行 
儀 ネ敎へ ら る。 而して 初等 高等を 問は ず あらゆる 學校に 於け る學科 課程は 
槪して理想的なぅ。苟しく名『眞日本』を了解せんとするネのは必ず先づ 
日本の 敎育 組織 幷に 最も 微賤なる 農民に て ネ容悬 k 修學 し及敎 化を 受け 得 
るの 便宜を 有する ことを 了解せ 次るべからず。 菊 池 男の 著書は 此 等の 點に 
就 & 十分なる 知識を 與 ふる 7P のな- CN。 

❿リテ ラリ 1 、ガイ r 一九 〇九年 八月 

姐 日道德 

日本 歷史 初等 中等 敎育 制度 及び 家庭 敎育に 關 する 菊 池 男の 偷 敦大學 講義 
中に 氏は 道德上 訓練の 問題に 就て 述ぷる 所 あぅ。 英國道 德敎育 協會の 要目 
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及び 方法の 批判 家は®々 徳行は 敎 課に 依ぅて 敎 へらる  > 己と 能は ずと 反論 
す。 然るに 日本人は 徒らに 此の點 を 論議せ ず。 彼等は 單に實 行す。 卽ち小 
學校に 於て 敎員は 次の 方針に 從ふ。 

小學 校に 於て は 孝悌、 信愛、 勸儉、 恭敬、 信 實、_ 勇 等に 就き 實踐に 適切なる 近 
易の 事項を 授け 漸く 進みて は國家 及社會 R 對 する 責務の 一斑に 及ぼし 以 
て 品位を 高め 志操を 固く し且 進取の 氣 象を 長し 公 德を尙 はしめ 忠君 愛國 
の 志氣を 養は / I 乙と を務ひ へし 

菊 TL 男は 如何に 此 等の 一般 原理が 細目に 應用 せ、 b れ又 如何なる 種類の 說 
明が用ひらる>やを稍精密に示す、ょく知らる>如く日本人は何等宗敎上の 
信條— へず 何等 「宗派に U」 宗 f 名敎 へず。® ■拜は 死者に 對す 
.る 道徳的 尊崇な 办 、非 宗敎的 精神 態度な.，。 男は 以前 日本 文部大臣 たぅし 人 
にして 氏の 所說は 信 ?: 置く 可し、 從て 本書は 官憲 的 性質を 帶ぶ ゴれど 又 親し 

く 近世の 變遷 及び 發 達を 目 擊し犮 る 人の 大國 民の 復興を 晝 きたる 活畫 とし 
て 興味を 有す。 


0 リバ プ 1 ル / - — 9 ャ 1 一九 〇九年 九月 三日 

敎授ィ ー、 クー 、カム パ ギ ャック 批評 

東洋に 於け る敎育 

東洋は 泰西に 取うて は 常に 一種の 誘引 力と 魔力 とを 有す。 其の 遠隔と 其 
の 不分明 i 時には 其の 危險 3 へ歐羅 巴人の 好奇心を 喚び 起し ^ 6 き 、而 7P 其 
好奇心は 曾て 充分に 滿足 3 る >事な く 常に 益々 加は うて 吾人の 生活と 甚異 
な $而 か ネ亦 多く 類似せ る 東洋人の 生活の 實相 果して 如何 又 其の 感 # の 源 
泉 其の 性格の 根 原の 果して 如何なる 名 のな うや 其の 秘密を 閩 明し 發見 せん 
i して 最， P 遠く 旅行を 試み 力を 盡せし 人士には 此の 好奇心は 驚愕 とな $ 時 
に は 賞 讚と 變 b 更に 變 b て 畏敬の 念を 起す に 至れ 6 。東洋の 引力 や獨 $ 商 
人 i 軍人 とに 止、 b ず學者 神秘 家 4 亦 吸引 3 れ犮 i 蓋し 彼等は 以上の 問題を 
解決 せんが 爲に 知、 b ぬ國 語に 就て、 古代文明の 記錄に 就て 又 吾人の 測. 〇 得 次 
る 程遠き 太古に 打ち立て、 b れ今尙 ほ 依然® る ことなき 習 惯 と行爲 とに 就て 
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以上の 問題を 硏究 せんとす るな 

輓近 東洋ょう 泰西に 接 觸し來 れる顯 著なる 一例を 出せう、 日本が 歐米 人の 
注意を 喚起す るに 至れる A の 固ょ 6 理 の 當然な う、 主として かの 光輝有る 日 
淸日 露の 戰役に 依う 而か ネ尙ほ 之の みに 依らず 西洋人の 興味を 喚起し 其 注 
目を 促した &、 玆に 一の 國民現 はれた $ 其の 西洋の 方法 西洋の 武器を 利用す 
る や 吾人の 羨望に 堪へ次 る 程な &、 油 斷なく 準備 行き 屆き 豫吿無 く 突如と し 
て 世界 大國 民の 中に 列して 其の 中に 重要の 新 位置を 占めん とす。 斯る稀 有 
の m 嘆すべき 出現に 對し 吾人が 暫く 步を 停めて 自ら 問 a 又 彼に 對して 何等 
かの 說 明を 求め / 1 とする は 蓋し 又 自然の 勢な 此 等の 事業は 如何にして 
成功せ しか， 彼は 如何なる 人民な 6 や、 而して 如何にして しかく 强 固と 先見と 
勇氣 i 熟練と を 得る に 至う しか (或 人の 說の 如く) 人の 心の中は 其の 子女に 對 
する 希 si 計 畫とに 於て 最も 能く 見られ 得べ しとせば 換言せば 彼等が 將來 
に 對 する 計畫が 現在 彼等が なしつ  >ぁ る 者の 確實な る 表示たら ば 菊 池 男の 
著書は 日本人の 性格を 理解し 氏の 代表せ る大國 民に 對 する 吾人の 疑問を 少 


くと ^ 一部分 解く に 利益 多 かるべき な i。 

菊 池 男は 京都 及 東京の 帝國 大學總 長に して 嘗て 文部大臣た うし 事 有 $ て 
官の 書類を 自由に 使用せ 6 去れば 其の 所說 の信賴 すべきは 言 ふ 迄ネな し。 
此書は 二 年 以前 偷敦 大學に 於て 試ら れし 二種の 講演を 其の 形式に 於て は 多 
少變页 したる $ 丙容に 於て は 僅少の 變更を 以て 公に せる 名のに して 日本 各 
種の 學 校の 一般的 並に 詳細なる 記事と 敎員 養成 學 校、 大 學及學 校の 國 家に 對 
する 關係 等を 示せ 

日本 現代の 敎育 機關の 組織は 少く  iTP 理論に 於て は 間然す る處な き 7P の 
の 如し， 先づ 最下 低の 小學 校は 六歲 ょう 十二 歲若 くは 十三 歲の兒 童の 修學す 
る處に して 尋常 高等の 二部に 分た れ稍や 我が 小學 校の 尋常 高等に 類せ 6 小 
學の 上には 中學 あ 6 て 我が 新制 度の 市立 中學 校に 稍 相當せ $ 「中」 學と稱 する 
は 小學 ょう 大學に 至る 中間に 有る を 以てな* CN。 事實に 於て は 中學は 生徒を 
大 學の戶 まで 送う 屈 くれ ど ネ大學 の 課程を 受 くる 丈け の 程度に 達せし ひる 
能は 次る が 故に (吾 英國に 於て A 亦 之を 見る) 二 年 或は 三年の 豫備 科を 經て初 
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めて 大學に 進 ひを 得、 其 他肓& の 爲めに 若しくは 不具者の 爲に 設けられし 學 
校 わ- CN、 更に 實業學 校 旅に 師範 學校あ う、 理論に 於て は 大學は 他の 諸學 校の 中 
心に して 諸學 校は 皆 之ょう 其の 指導 勸 吿を受 くる 7P のな 然れど 7P 事實に 
於て は ^ ^ 然ら次 るな-^。 

斯の如 きは 其 精神に 於て 7P 亦實 際の 時日に 於て ネ 頗る 近世 的 也、 今上 陛 
下は 一八 六 七 年に 卽 位し 給 a 所謂 「明治」 の 時代は 始まれ $、一  八 六 八 年 0 初め 
皇族 並に 大官を 召して 五箇 條の御 誓文 i 稱する 誓を 行； s 給 a 後 各般の 改革 
を 行は せ、 b れ其後 二十 年に して 現行 憲法 發布の 頂點に 達せ 6 、五箇 條の誓 詔 
は 玆處に 記载 する の價値 あ- CS、 陛下は 「躬 ヲ以夕 衆- 一先ン シ斯 國是ヲ 定メ萬 
民 保全 ノ道ヲ 立 テン」 ことを 天地神明に 誓は せ 給へ う、 而して 其の 臣民に 對し 
「此旨 趣 二 基キ 協心 努カ セン」 乙と を 勸吿し 玉へ う 斯く嚴 R 誓； 5 玉 a し 五箇 條 
は卽ち 次の 如し。 ‘ 

五箇 條 略す 

吾人は 殆んど 比類な き 確かに 稀 有の 國 民の 例を 日本に 見るな う、 日本 國 E 


は 自ら 自己を 手に 取うて 其の 生活の 方法を 變更 する の 必要なる を發 見し 此 
等の 變更 を實行 せん i 決した 6 而して 其の 變更を 行 ふや 事情 又は 便宜の 命 
ずるに 從 a 場合に 應 b て 爲すに あらず して 正當 i 認め ^ る 主義 故に 又服從 
せ次るべから次る主義に服從して爲さんと決心せるな$。帝國の幸福を增 
進 せんが 爲に廣 く 知識を 世界に 求む るは 確かに 高尙な る 考査な $、 菊 池 男は 
實際 日本 全國 民が 熱誠を 以て 之に 當れ は 言は ず、 我が 國に 於け るが 如く 
日本に てネ 知識の 功 能を 無視す る A の、 出來 得る 限う 早く 兒童を 退學 せしめ 
以て 賃銀 仕事に 從は しめん とする 者 少なからず、 然れど ％ 如何にして 斯る短 
日月の 間に 斯の 如き 效果 を 贏ち 得た $ し かは 實に 驚嘆に 堪へた う、 日本 國民 
は 成年者の 確實强 固の 決心を 以て 前進した 6 又靑年 者の 飛躍 i 氣輕 ^ 又 時 
i して 幼年 者の 純朴を 以て 進みた 6 しなう。 今や 西洋は 東洋に 其の 祕密を 
渡さい るべ からず 而して 日本は 屢 々淡泊なる 質朴を 以て 英米の 諸 制度 幷に 
形式を 採用して 以て 其の 精神を 捉 へん i 企てた 此の 書は 前に 免 言へ る 
如く 信據 すべきの 書な i、 忌憚な く 云へ W: 此の 書は 多くの 點に 於て 「英國 政府 
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の ^ ぎ 書 k 似た ぅ、 其の 記載の 挛實の 多き 恰名海 濱の眞 砂の 如く 無數に して 
又 粗 & 固 & 砂の 如し、 辛 棒强 &讀 者は 日本の ブル ユー ブック か大に 自己の 熟知せ 
る 根源ょ- 〇盜 める 名 の 有る を發 見せん、 隣人の 善なる ネの を 認めて 之を 直ち 
に 採用し 得る は 或は 聰明と 男氣 i の 證據な らん、 然れど 名眞に 自己に 適應せ 
る％ のを 徐 々識別を 以て 採用す るは 確に 更に 優れる 聰明と 更に 美妙なる 勇 
氣を 要す、 制度は 猶ほ 衣服の 如く 特質の 名のな ぅ恰 か 免顏 色の 如し、 自然なる 
時最ネ 適當な ぅ、 他人に 適する 衣服を 模し 技を 弄して 自己の ネのな ら次る 他 
人の 美貌を 僞るは 利 巧は 卽利 巧なる 可 諧譃と 洞察の 缺乏を 示す 4 のな 
$と云 はんとす。 若し 日本の 敎育 にして 其の 純なる 吒の犮 らんと せ ば 日本 
的なら 次るべからず、 英 と 米と ® i 獨とは 暗示を 與ふる 名の 多 かるべ し、 然れ 
ど A 東洋人 民が 直ちに 採つ て 適當な るべ & 出來 合の 品は 何物を％ 有せず M 
して 東洋人が 苦し 他の 人種の 精神的 産物を 斯る 方法を 以て 輸入 せんと 試み 
んか 其は 自己 0 大なる 傳說に 忠なら 次る ^ のな 6。 

此の 書中に 就 § 一般の 興味 有る 名のょ 6 は 寧る 特種の 事項に 就きて 考へ 


而して 日本に 於て な 3 れた るネ のと 吾人が 英國に 於て なす 處のネ のとの 類 
似を 描か ば 更に 興 ある 如く 思は る y 吾人は 二 個の 特種 問題を 揭ぐベ し。 敎 
育の 全劁 度に 於け る 中等 敎 育の 位置は 日本に 於て 論議 3 る > 問題た $ 吾人 
•か 英國に 於て 當面の 問題 i して 逢着す る 免の 又 日本に 於て 7P 論議せられ つ 
> あ 久 中等 學校に 生徒を 送るべき 種類の 豫備學 校の 無き ことは 注意を 要す、 
^ れば 日本の 中等 敎育は 直接 初等 敎 育ょう 出づ、 勿論 或る 論者は 之を 以て 正 
當 にして 適當な う i 信ず、 彼等は 階 程の 如何に 關せず 又 生徒の 知識の 發達熟 
練の 卓越 如何に 論な く敎 育は 一種の 名のたら 次る ベから 次る を 主唱す、 而し 
て 此の 意見を 可とする 議論は 多く 有う 然れ共 又 一 方に 於て は 若し 吾人が 此 
の方法にょらんとすれば實際遭遇すべき幾多の困難あるを知る、學校に十年 
若く は 十二 年を 送るべき 兒 童の 課程が 間 名な く 永遠に 學校を 去る ベ & 兒® 
の 課程と 其の 初めの 階梯に 於て 果して 同一の 名のなる ベ & や、 日本人は 此の 
問題を 決する に 英國に 於て は最ネ 嘉納せ 次る 方法を 以てせ 6。 凡ての 中等 
學校 生徒は 皆嘗 つて 小學校 生徒 ^ A 英國に ての 如く 一部分 然るに 非らず)、 而 
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して 中等 敎宵を 受けん とする 生徒が 實際 中等 學校に 入學 せる 時 今後 果して 
全科を 了は らん i する 7P のと 中途に して 學を罷 むる 者との 間に 區 別 ?: 付く 
可き 名のな ぅや 若し 付く ると せ ば 其の 方法は 如何にして なし 得べき や、 吾人 
は此 等の 六ヶ敷 問題を 論議し つ > あ る國 民の 記事を 讀ひに 當$ 身 自ら 遠く 
日本 0 天地に わるょ $ も 寧 K： 我が 英國 に， あるを 覺ゆ。 

而し て更 R 問 ふべき 事 わ 6 中學の 授業に して 其の 卒業生を 大學の 堂に入 
るを 得べ & までの 程度に 至らし めず して 倚 ほ滿 足なる 名のと 考へ 得べき か 
否や 是な ぅ。 日本人は 彼等の 中等 學校が 之を 得ざる を 承認す 而して 我が 英 
國に 於て $ 同欉の 自白 或は 愁訴を 聞く、 此 等の 困難 問題を 解決す るは 時を 要 
す、 日本は 未だ 其の 時期に 至らず、 吾 英國ネ 亦 然ぅ 何とな れば 我が 英國の 中等 

敎育は 其の パブリック、 スク ー ル 及 グラン マ ー、 スク ー ルに ょ i て 代表 3 る > 
ネ のとして は 甚だ 古き ^ のな 雖ネ 今日の 中等 敎育は 其 新ら し & 9P の殆 
ん ど 日本の 夫の 如く 新、 b しき 名のな ればな $、 吾人の 遠き 同盟 國民が 此等の 
事に 關して 多く 吾人と 同地 位 R あるは 誠に 奇と云 ふべ し。 


吾人を して 暫く 他の 特種 問題に 轉ぜ しめよ、 夫は 如何なる 敎科 書を 學校に 
於て 用 ふ 可き かと 云 ふ 事な 6、 日本 文部省は 新制 度の 下に 最初は 特に 其學校 
.に 於て 用 ふる 敎科 書を 書かし め 若しくは 飜譯 せしめた 6 而して 時々 學校に 
使用すべき 書籍の 表 又 使用す ベ か、 b 次る 書籍の 表 {此方 稍 大膽な i ¥ 示せぅ 
然か A 非常に 注意し 居る に 名 係らず 一八 八〇 年 R は 幾多の 不適 當なる 書籍 
及 不注意に 印刷し 其 他改惡 の飜刻 書籍 兒 童の 手に 在る 事と なれ 6、 玆に 於て 
文部省は 道徳上 有害なる％ の 若く は 公安を 紊 6 又は 敎育に 有害なる ベ & 書 
籍の 使用を 禁止す るの 命令を 發 せ- CS、 而して 一九 〇 三年 四月の 勅令に よぅ 版 
權の 文部省に あら 次る 書籍 詳言 すれば 文部省 官吏の 編篡 若しくは 其の 需に 
應 b て 他人が 編纂せ る 名のに 非ら 次れば 一切 小學 校に 使用すべからず との 
規定 となれ 6、 此の 點に 於て は 確かに 日本人は 我が 英國に 模ね犮 るに あらず 
又 吾人は 日本人が 其の兒 童の 爲に 不良の 書を 却け 良書を 得ん 爲に 採用せ し 
此方 法を 彼等に 模せ次 る 可し、 然れ共 吾人は 此點に 就て 從來 爲し來 i し よ- 
は多くを 爲 すを 得べ  し自 から  書籍を 作、  b 次る  $ 良書 (良書は  一般に 敎科 書に 
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あらず) •か 英 國の學 校に 於て 生徒に 禁止せられ 次る 樣に 注意す るを 得。 然れ 
どネ 吾人は 此等の 諸問題を 長く 論ずべ & 暇な し 又 敎師の 養成 及 俸給 等 男の 
書を 讀みて 後 心に 浮ぶ 他の 諸問題の 孰れに 7P 觸る  > 能 はず。 

行政の 詳細に 於て 又 科目の 排列 及 授業の 計 畫を爲 すに 於て 日本人は 自ら 
を西洋化し現代化せんと試みる者の如し、是れ或は正しからん或は誤れるネ 
の あらん、 其の 孰の 場合 R して 名 彼等は 吾人に 敎訓を 與ふる 事 少し、 寧る 吾人 
に 有益なる は 其の 永き 太古の 傳說 k 在う 彼等 特有の 精神に 在う 此等 近世 風 
の 名の 單に此 精神に 着せた る 衣服 或は 最名 善く 之を 見る 名其輓 近の 發達に 
過ぎ 次るな $。 單 に 知識の 報酬を 得 / 1 が 爲に 知識を 求 ひるは 其の 目的を 誤 
れる 者な 6、 此の 書よう 判斷 すれば 日本が 西洋を 硏究し 之を 模倣して 得た る 
4 のは 眞の敎 育の 根に して 又 其の 花た る 精神の 設立 及 其の 精練よ $ は 寧る 
成功な うき、 日本 國 民の 子孫は 或は 遠から 次る 內に 再び 彼等 最良の 敎 育の 爲 
に 自國に 立ち 歸る 事 ? > るべ し、 而して (吾人は 今 此の 書 以外には 涉らず 唯 此の 
書よう 判 斷 す) 實際 彼等が 已に 方針を 漸く 轉ぜん i する の徵候 無き にあらず 


彼の 敎育勃 語は 其の 文面は 功利を 主 とする が 如く 見 ゆる 4 之に 基け る 多く 
の 規程ょ. 〇 は遙 かに 寬大の 風 あぅ 勑語は 日本に 前進を 勸吿す 然れど 名 其は 
過去の 强 力に 基き て 未來に 進ま / 1 乙 とを 勸吿 する 名のな. C、 世界 如何なる 國 
民 ネ國民 生活の 連續の 旺盛なる 觀 念に 於て 果た 又未來 0 指導と 光明との 爲 
に 過去の 記念に 注意す るの 點に 於て 又 其の 歷史を 國民的 物語の 偉大と 家族 
的記錄 の 親密 i を 有する 最 7P 神聖なる $ のな^ yi 思惟す るの 點に 於て 彼等 
k 優れる は ？ > ら b 而して 急激なる 模倣 (模倣^/る  > 孓の ^ ネする名 0 に名光 
榮なら 次る) にょ $ て 益 少なき は 又 日本 國 民に 若く ネのな かるべ く、 又 日本 B 
民 程 保存す 可 &7P のを 多く 有し 其 特殊の 天禀 i 其の 國 有の 精神の 自然 的 開 
發に 外な、 b ^ る 發展に ょ$ てす る 所 多 かるべ きは世又之なかるべし〇 

® ♦力 1 デ アン  ー九 〇九年 九月 八日 

日本 か 泰西の 慣習を 採用して 以來 長足の 發達を 來せし 事實は 其敎育 制度 
0 硏究を 極めて 趨味 有らし む、 此 書は 京都 帝 國大學 總長菊 池 男が マ ーチン 、ホ 

r 日本の 教育 j 批評 


フィ ト氏 寄附の 下に 一九 〇七年 偷敦に 於て 講演せ し 名の ?: 集めた るネ のな 
れど其 後 小學校 制度 及 敎師の 養成に 關し 重要なる 變更 ぁう し爲め 更に 多く 
の 修補を 添へ*  $、 日本は 他の 國務に 於け るが 如く 敎 育に 於て 名 全然 折 哀的 
たるを 立證せ う、 日本は 現 R 歐米に 行 はれ 居る 制度を 綿密に 調査し 而して 各 
國ょ $ 自國の 要求に 最 名有效 適切の ネの を採收 して 自家 藥籠 中の 名のと せ 
6。 高等の 程度に 於て は獨 乙の 影響 最名 多く 低度の 名 のは 佛國幷 に 最近に 
は 米國の 影響 多し。 

革新は 一八 六 七 年に 今上陛下の 踐祚後 直ちに 初 まれう 卽ち 明治の 新時代 
は卽 位の 翌年を 以て 始まる、 最初の 敎育 法典は 一八 七 二 年に 公布せ、 b れ其の 
中に最名注意すべき句 6 ^>日く『自今以後一般の人民をして均しく學に就 
かしめ邑に不學の戶なく家に不學の人なからしめんとを期す』と、此の熱望 
の 如何に 完全に 實現 せられし かは 菊 池 男の 槪觀を 一讀せ ば 自ら 明白な う、 智 
識の渴 望 や 實に旺 なう、 敎 育の 凡ての 種類 i 等級とは 何人 ネ 之に 入る を 得る 
ネ唯學 校 i 敎師 i の 供給は 尙 需要を 滿犮す 能は ず、 日本は 貧國な $、豐 富なる 


財團な し而 して 露國 との 戰爭は 政府を して 一九 〇四 年大に 新 校舍に 費用を 
節. 減す るの 止 ひなき に 至らし めた う。 例へ ば 中學及 高等 女學 校は 全 出願者 
の 僅々 六十 パ ーセ ント 强入學 許可せられ 師範 學校に 於て は屢二 九 パ ーセン 
卜以 下に ぁ 6、 小學校 就學兒 童の 百分比 例 平均は 一八 九 三年には 五 九な うし 
が一九〇六年には九六に增進し其就學兒童の總數は三1一一三七、五六〇ょう五、 
五一 四、 七三 五 R 增 進せ 中等 敎育に 於て は 一八 九 三年には 僅に 七 四の 中 
學 {生徒 一九、 五六 三 T 二十 八の 高等 女學校 {生徒 三、 〇二 〇) なう しが 一九 〇六年 
には 中學は 二 六 九 校 (生徒 一 〇 八、 〇五七 )高 等女學 校は 一一 三校 (生徒 三 五、 五 四 
六) に 進めう、 此 i 同欉の 發展は 他の 方面に も 之を 見る を 得べ し、 例へ ば 實業學 
校は 其の 數 一九 〇〇年 には 二八 八 (生徒 二 五、 七 二 五) なう しが 一九 〇六に は、 四、 
五三 八 校 {生徒 ニニ ニ X 六 七 T なれう。 敎育 組織の 完全 i 其の 有效な る 整頓 
i を 除きて は 諸 學校及 專門學 校の 組織 及び 科 程の 詳細に 就きて は 別に 記載 
を 要する 名 0 殆 ん どなし、 注意す ベ & 主要 點は小 學校及 高等 小學 校に 於て 自 
然及 自然 的 現象を 敎授 する 辜， 中學 校學科 課程の 優尙な る 事 學校衞 生に 重き 
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を 置く 事、 農業 敎 育の 種々 なる 程度の 廣大の 設備、 及 優等生を 諸 外國に 派遣し 
て 其の 國々 の 特長を 學ば しむる 事 等な う、 而して 世界の 頭腦を 收め 採办犮 6 
と ％ 稱す 可き 幾多の 留學 生は 每年 日本に 歸 $ つ >あ$。 

一八 九〇 年 7> 敎育 勅語を 基礎 とせる 道德敎 育の 方法に 就きて 從來 記述 少 
からず、 是に就 ては 一九 〇八年 九月 廿日の 本紙に 敎授 サッド ラー 氏の 萬國聯 
合 (道 德敎 育) 硏究會 の 報吿の 批評に 簡 短 ^ 述ぶ る處あ 6 龙 う、 學校に 於け る 直 
接 道 德敎 授の價 値は 日本に 於て 今尙ほ 熱心に 議論せられ 居れ i。 修身 的 物 
語 及敎科 書の 方法に 依 6 て 授けち る > 敎訓は 疑ネな く 忠君 愛國及 孝行の 觀 
念を 强固な らしめ、 修身 及 武士道 (卽ち 紳士に 相應 せる 行爲) の價 値を 知らし め 
龙 るには 相違 無 此等が 果して 國 民の 內部 性格に 永久 的 結 梁を 生ずべ & 
か 否やは 猶 容易に 決する を 得ず、 舊き 思想 舊き 傳說の 排斥せられ つ > ある 過 
渡の 時代に 於て 敎育幷 に 公共 生活の 凡ての 範圍內 に 此の 熱病 的 活動ょう 終 
極す ぺき 結果の 如何に 就 & ては 何等の 定說 得、 b るべき にあらず、 唯 何 4 のか 
V 缺乏し 居る ^ 0 の 如く、 外人の 日本を 訪ふ 7P のは 常に 道德 訓練の 如何 k 多 


く皮相的なるかを觀察するに至る、大隈伯云へるぁ$、日く 
『日本 敎 育の 大 困難は 道德 標準の 缺乏に 在う：： 或る 論者は 愛國 主義を 附 
加した る舊 態 ^ 復せ んと 願 a 、 或は 耶蘇 敎を以 て 道德の 基礎たら しめんと 
欲し 又 或 者は カント 而して 又 或 者は 他の 哲學 者 R 賴 ん す。 凡 ての 事 
皆混亂 中な う、 若し 偉人 及 指導者た る 4 の 出で / 1 には 決定の 途稍 容易なら 
ん』 と。 

鑤 ペル メル： カゼ タト  ー九 〇九年 十一月 一日 
變 化しつ  > ぁ る 東洋 

吾人は 寧ろ 日本に 關 する 書に 飽きた 6、 され ど 前に 自ら 文部大臣 左う し 菊 
池 男が 今囘 公に せられた るが 如き 日本 敎育に 關 する 信 賴すベ き 著書は 固ょ 
$ 何れの 圖書 館に ネ永久 に 備 へ、 b るべき 4 のな $。 夭は 先づ初 め こ 明治に 
至る 迄の 日本 歷史の 嘆賞す ベ & 梗槪 を述ぶ 。乙の 明治は 日本人が 甫めて 驚 
くべ & 成功を 以て 古燈を 新燈に 代へ し 時な-^。 日本人の 目的が 屢々 餘 6 に 
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二 一六 

實利 ^ 偏したうしを以て最初は固ょ$幾多の誤謬をなせ6。3れど絕えず 
孜々 として 改良に 意を 用 a しを 以て 日本の 敎育制 度は 今日 世界 何れの 國に 
7P 劣ら 次る に 至れう、 又 吾人の 取て 以て 範 とすべき 點にネ 乏しから ず、 特に 近 
視 眼を 防ぐ 爲め敎 科 書に 於け る 活字の 大 3 を 制定す るが 如 &、 政府 •か 私立 學 
校を 監督し 此 等の 學校に 於け る敎 員の 資格を 定めた るが 如き 己 i 是な 
英國に 於て は假 出獄 人が 最 4非衞生的なる校舍に於て開校せんとする屯の 
を 防ぐ ベ & 何等の 術な し。 尙 注意す ベ & 點は學 校に 於て 國民 の體 格を 改良 
せんとし たる 乙と にして 此の 點に 於て は已に 著しき 結果を 收めつ  > あ 60 
徵兵 檢査に 依れば 十 年間に 於て 身長 五 呎四吋 以上を 有する 壯丁 の數は 全數 
の 十 パ ーセ ント ょう 十三 パ ーセ ントに 增 し、 五呎以 下の 壯 丁は 二十 パ ー セン 
卜ょ -〇 十五 パ ー セントに 減少せ $ 特に 奇異なる は 日本の 音樂は 學校に 於て 
授 くるには 適合し 難しと して 日本の 學 校に 於て 敎授せ らる  > 音樂は 西洋式 
なる 乙と 是な う、 是れ實 に 日本人の 驚く ベ & 順應 性を 示め す 最名較 著なる 事 
例な- CN。 


菊 池 男が 道德敎 育の 有名なる 組織に 就 & 嘆賞すべき 說明を 與 ふるは 勿論 
なう ゴ うながら 女子の 道德 問題の 中には 必ず 行儀作法を 包含せ しひる 乙と 
は 未だ 必ずしも 皆 人の 知る 所に あらず。 吾人 ネ亦 他日 吾 英國學 校に 於て 行 
儀の 組織的 敎授の 必要を 覺識 する の 日 あるべき を 信ず。 

婦人に 關 する 興味深き 章に 於て 著者の 指摘す る 所に 從へば 舊 日本に 於て 
は 佛敎 の渡來 する 迄は 婦人は 高き 地位を 占め 居う &。 佛敎は 多くの 他の 宗 
敎と 等しく 著しく 婦人の 社會的 地位を 失墜せ しめ ^ 迄は 云は 次る 名大 
に 減退せ 6 。是れ 武士道が 婦人に 對 する 西洋 武士道の 思想を 包含せ 次る 所 
以を說 明す るに 足る、 新 憲法の 名と に 婦人は 男子と 同等の 地位に 進み 實際結 
婚に於 て 選擇の 自由を 有す。 而か名 婦人は 男子と 共に 新 家庭を 建設す るネ 
のとい は / L ようは 寧る 「家」 に 嫁す る^ > 0 な $ 。而 して 子な きを 以て 社 會的罪 
惡の 最大なる ネ のとな す國 R 於て 婦人の 主なる 理想は 良妻賢母た るに あう。 
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@スべ クテ 1 夕 1 1 九 〇九年 十一月 二十日 

本書の 內容は 元 マ ーチン ，ホワィト 氏 寄附の 下に 偸 敦大學 に 於て 講演せ し 
名 のな. CN しを 其 後 菊 池 男は 之を 補修し 其 後の 改正 等を 加へ 遂に 今日の 形に 
して 公に せし 4 のな れば 彼の 講演よ 更に 多くの 公衆に 向つ て 利益 
なるべき は 明か’ な. c>、 日本の 敎 育を 英人に 知らし ひる 著者の 資格に 就きて は 
固よ $ 議論 ぁるべき 筈な し、 何とな れば嘗 つて 文部大臣た うしを 以て 行政 方 
面に 十分の 智識を 有し 又 現に 東京 帝 國大學 の 名譽敎 授幷に 京都 帝 國大學 の 
總長た るに よう 敎育家 としての 實際的 經驗を 有せう、 加 ふるに 男は 英語を 以 
て 明 了に 說述 する 特殊の 天才を 有し 又 能く 我が 國の國 民 生活 及 事情に 通曉 
する が 故に 特別の 說 明を 要すべ & 點 を擧げ 容易に 之を 理解す るを 得しむ。 

專門 上の 見解點 のみよ ◊する 7P 本書は 行政官 ^ 2 ると 敎師た ると に 論な く 
敎育事 業に 從事 せる 人々 に 有益なる べき 4 のな う、 最初の 數章 には 日本 文部 
省の 事業 幷に 文部省と 地方 廳及郡 市町村の 事業の 關係 とを 明瞭に 述べ 且敎 
員の 資格、 其の 侔給幷 に 敎育费 の 財源を 述べ*' 而して 學 校の 種々 なる 階級 


を 明に し 其の 課程 及 各 科に 費す 時間を 示し 又 或る 場合 R は敎授 要目を ^ 示 
せう。 學校敎 育の 家庭に 於け る豫備 よう 大學に 於て 大成す る爻で を 述べ 且 
實業學 校、 敎科 書、 學校衞 生、 及體育 等に 關 する 特殊の 事項に' f 論及せ 6。 

斯る 問題は 皆 敎育者 間の みならず 殆ど 同一の 程度に 於て 地方 或は 國 家の 
政治 又は 子弟の 敎育に 關係 する 多數の 市民に 非常の 興味を 與 ふる ^ のな ち 
然れど ネ此の 書の 記す る處 は獨 6 此等專 門 的 方面に 止らず、 菊 池 男は 日本 敎 
育を 理解せ / i i せ ば 又 日本 歷史 i 日本の 現 政府 幷に 日本 國 民の 性質を 了知 
する の 要 あるを 明 知せ う、 男が 歷史と 憲法との 記事は 自然 梗槪 R 止れ $と雖 
名 極めて 明亮に して 暗示に 富めう、 日本 國 民の 性質に 關し ては 氏は 前提して 
日く、 自國の 事を 槪括 する は 或は 外國 人よう 孓自國 人に 取うて 更に 困難なる 
冬の あ A i、 然れ ど％ 著者は 英國 民の 見地に 同情 有る が 故に 日本人 i 歐洲人 
の 生活に 對 する 態度の 差違を 吾人に よく 知らし ひるに 於て 妙に 成功せ 
日本に 於け る 家庭、 「家」 の 緊要、 結婚、 作法を 修身に 含む 事、 女子の 位地、 忠君 愛國祖 
先の 崇拜幷 に 其 他 幾多の 事柄を 論ずる や 或る 程度 迄は 殆ど 吾等 英國 の讀者 
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をして 不知 不識 日本人 •か 是 等の 事柄を 見る i 同樣 の感 あちし むる の 方法を 
以てせ 6。 

吾人が 日本人に 就て 常に 最顯 著な- csi する 事は 彼等の 國民的 圏 結 心 及 高 
き 標準の 愛國 心な 6 とす、 菊 池 男の 歷 史的 梗槪 よぅ 引用せ る 次の 章句は 以て 
此の 精神を 說 明して 明かな 歴史的に 其の 事實 0 絕對的 正確なる は 之を 
信ずる 極めて 難しと 雖 4 斯る 傳說の 存在は 又 深き 意義な くん ば あらず。 
f 最初の 天皇 神武よぅ 現 天皇に 至る 迄 皇統 連綿 i して 未だ 嘗つて 絕え犮 る 
乙 i なし、 此の 皇統の 連綿たる 事は 凡 乙の 日本 國民は 小數 0 征服せられ し 
土民 i 支那 朝鮮の 歸化 人を 除けば 盡く皆 皇室よ $ 出で ^ る 7P の 若しくは 
皇室に 從ひて 高天原よ $ 下れ る 名 の > 後裔な の事實 i 相 待 〇 て 他國 
に 全く 類を 見 次る 日本 國 民の 基本的 特質を 形成せ $ と云ム を 得べ し』 
氏は 更に 附言す らく  r 去れば 我が 國民は 宛ネ 天皇 ^ 以て -r 長 又は 家長 i 仰 
げる 一大 家族な 6 而して 此の 關係は 建國以 來 今日に 至る 迄變る 事な し』 と、 
個人主義に 反して 「家」 が 非常の 力を 有する 事と、 家長が 其の 家族に 對して 非常 


の 力を 有する 事と を 知つ て 上述の 理論を 讀まば 日露 戰爭 の當時 吾人を 迷潘 
中に 葬う しネの 玆處に 始めて 明瞭と なるべし、 吾人は 義務を 盡す事 愛 國及自 
重の 精神を 以て 武勇の 動機た るを 了解し 得。 然れど 名絕ぇ ず 祖先の 靈と陛 

下の 人格 とを 口に する は 或は 之れ 單に 表號 的に して 恐らくは 實存 的の 7P の 

<;• 

なら 次る ♦か 如く 思 はれき。 然るに 吾人が 一度 幾 代を 通 b て 連綿たる 「家」 の 永 
續幷に 天皇は 凡ての 「家」 を 打つ て 1 圓 とせる 國民的 一大 家族の 首長た うとの 
潑测 たる 觀 念を 了 得する や 凡を是 等の ネの は旣に 「不 實存」 の 4 のに ぁら 次る 
を 知れ i。 此の 考を以 て すれば 吾人は 更に 又 天皇の 詔勅、 布吿等 •か 奇體に ネ 
人的 調子を 帶べる 乙 と、 其 中には 殆んど 凡ての 時期に 於て 皇統の 連綿たるを 
述べた るるの みなら ず 時々 發布 せらる  > 法律の. 根本 思想の 一貫して 變ら次 
るを 主張す る 事の 理由を 了解す る 乙と ?: 得るな 實にや 「神々 の 後裔た る 
天皇 1 に 神々 の 後裔た る 天皇と 云 ふ、 乙れ パンク ーパに 於け る 日本領 事が 在 
住の 日本人 i 粗野なる 加 奈多人 i 不信仰の 亞米利 加 人 i ょうな れる雜 多の 
民衆に 向つ て 曾つ て 使用せ る 詞を借 i 來れ るな 6) は 古今の 知識を 一身に 集 
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め 5 せ 給 a 更にを を 四千 六 百 萬の 家族に 分配せ 3 せ 給 ふなう。 

本書を 讀み て尙 奇異の 感 ある 一事 6 う、 其は 今尙ほ 日本人 民が 其の 道德幷 
に 高尙な る 情操の 一般 原理が 一笑を 起す 乙 となく して 國 家の 文書に 依つ て 
規定せられ 得る が 如き 極めて 幸福なる 程度に ？) る 乙と 是な 6。 例へ ば 明治 
五 年の 學制發 布の 當時敎 育 及 其の 制度の 主要なる 理由を 簡單に 殆んど 聖書 
的 語句を 以て 敍述 せる 此の 學 制の 序文を 見 ば 思 a 半ばに 過ぎん 不幸に ^ 其 
の 序文 稍 長き を 以て 玆に 全文を 引用す る 能は ずと 雖 4 假 うに 其の 末 章を 擧 
げん。 

r 從來沿 襲の 弊學 問は 士人以 上の 事と し國 家の 爲に すと 唱ふ るを 以て 學费 
及 其 衣食の 用に 至る 迄 多く 官に 依賴 して 之を 給す るに 非 次れば 學ば次 る 
事と 思 ひ 一生を 自棄す るネ の少 からず 是皆 惑へ るの 甚し & ネの也 自今以 
後此 等の 弊を 改め 一般の 人民 他事を 抛ち 自、 b 奮て 必ず 學に從 事せ しむべ 
き樣心 得べき 事、』 

此の 如き 文句は 吾人を して 先づ怫 蘭 西 革命の 初めに 於け る 「權 利の 宣言 0 一 


部を® むの 感 わらし ひ。 然れど ％ 佛蘭 西に 6 ぅては 學者が 實 際と 全然 かけ 
離れた る眞理 を提 pa し * るに 反し H 本に あ 6 ては 此 等の 文句は 多大の 經驗 
の 上に 其の 基礎を 有せ- CN。 

本書を 讀 んで尙別に吾人の心裡に思ひ浮ふる事あ$、吾英國人は學校制度 
の 完全と 云 ひ 公私 學 校の 全然 近世 的發達 の 完全なる 事 U 於て 日本 又は 獨乙 
の 如き 國 民の 後へ に 瞠若た 6 との 非難を 聞く と屢 ，なぅ。 吾人は 能く 我が 缺 
點に 注意し 之れ を 改良せ ん と努ひ べきは 可な 6。 然れど A 吾人は 決して 之 
が 爲に 自ら 輕視 して 失望 落膽 すべきに 6 らず 。凡そ 因 十 年 以前 全く 前 制度 
を 抹殺して 新に 白紙の 上 R 新制 度を 建設せ し 日本 及獨 乙の 如き 國 民に 取 6 
ては 敎育 商業 其 他 萬般の 事に 於て 一貫せ る 制度を 取 i 凡て 最新の 改良を な 
3 んは 比較的 容易な^ Ni す、 然れど も 彼等の 事業の 容易な 6 しは 一た び 全く 
過去を 打破す る や 先進 國犮る 吾人の 失敗に 鑑み 他國の 經驗が 最良な 證 
明せ し 名の  > み を 採用せ し爲め な $ し 事實を 忘るべからず、 吾人 R 取 6 ては 
決して 樹木の 營 養を 妨害す るが 如 & 程度 迄 繁茂す るを 許され 次 6 し 過去の 
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ニニ 四 

枯死せ る 灌木の 叢林を 除去せ / i が 爲に 森林 全體を 一掃す るの 必要な きな ぅ、 
架して 淼林を 一掃したら / 1 には 吾人 も 亦 精選せ る 木の 栽培を 始め 得た ぅし 
ならん、然れどき斯の如くする時は我が最良の柏樹に於て最も賞美する處の 
tp のを 失は 次る ベ か、 b ず。 然れど ネ國民 は 又淼 林の 如し、 絕えず 剪枝し 又 新 
植せ次 るべ からず、 而して 吾人は 日本の 如く 大掃除を な 3 ず i 名尙ほ 過去に 
於け る 最良なる 7P の > 眞髓を 保守し 以て 國 民を 訓練す る 最良の 方法を 洞察 
せる 我 同盟 fei ic 學ぶ處 多 かるべき な 〇。 
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▽一本の 手紙を 以て 數千里 外の 物品を 容易に 手に する ことを 得る は 「通信 販賣 法」 の 特色な り 
V S 山 房は 地方 僻遠の 顧客の 爲に 「通信 販賣部 」 を 設けて 洽く 內外圖 書の 通信 販賣 に勉勵 す 
V 冨山 房へ 通信 販賣を 托せら るる 方は 注文書と 共に 必ず 代金 及 送料を 添て 申込 まるべし 
▽冨山 房への 御 送金は 爲替 又は 振替 貯金に て、 郵券 代用は 必ず 一割 增 にて 御 送りを 乞 ふ 
▽ K 山 房の 振替 貯金 口座 番號は 東京 五 〇 i #、 電話は 本局 l o H 穴 薇、 電信 略號は (ヤマ 7 ) 
▼振替 貯金 口座へ 御拂込 相 成ら ば 通信と 送金と 同時に 出來盜 難の 憂な く 最も 安全に 着 金す 
▽冨山 房は 弊社 出版 [1 書は 勿論 廣く內 外 11 書 雜誌の 御 注文に 對し 迅速に 御 取扱 申すべし 
▽冨 山 房は 衆 京 市 在住の 諸君へは 電話 又は ハ ガキ にて 御用 命 次第 多少に 不 係御屆 申すべし 
V 冨山 房は 各種 II 書 雜誌類 多數陳 列し あれば 附近へ 御 運動の 節は 御休み 旁々 御來 店を 乞 
V 冨 山 房 出版 la 書中 一時に 金 五圓以 上 御 注文の 方は 「社友」 として 特別 御 優待 申すべし 
▽多数 取 糎め たる 御 注文に 對して は 出來 得る 限り 特別 薄利を 以て 御 便利に 御 取扱 ひ 申すべし 
V 御 照會は 郵券 三錢 封入 又は 往復 端 書の 事 其 節は 發行所 著者 書名 等 明瞭に 御 記載を 乞 ふ 
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育 宗敎及 文學に 
志す 士の必 讀雜 
誌な り 
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毎月  I 囘 
一 日發行 
定價 一冊 
金 十五 錢 
郵稅 金一錢 
六部 前金 九十 錢 
郵税 共 
十二 部 前金 
一圓 七十 錢 


は 記事 報道 悉く 
確實 精到 特に 井 
上 博士は 每號敎 
界 春秋に 燃犀銳 
利の 健筆を 呵し 
又 他の 專門 諸大 
家が 其 熱心なる 
硏究に 成れる 高 
論 卓說亦 誌上に 
躍動す 


は 文學 博士 井 11 
哲次郞 先生の 主 
幹に か、 り、 言 
論 公正 不偏 也、 
以て 哲學を 論じ 
偷理を 說き敎 育 
を 議し宗 敎を談 
じ 又 文學の 各方 
面に 出入し 縱橫 
評論す 


冷泉 藤 原 喜代藏 先生 著 (好評 忽ち 再 S 

紙 數八百 H 

- PS 

幕末ょ b 現 時に 至る 約 六十 年間の 思想 史、 骨は 編年史に して 肉は 文明 史也 。血は 記傳史 にして 脈は 
哲學史 也。 炬火の 如き 眼光を 以て 政治 道 德宗敎 文 藝社會 等に 關 する 時代思潮の 變遷 と敎育 思想 及學 
說の發 達-とを 論 叙し、 輕快靈 妙なる 筆致を 用 ひて 最も 大膽 痛快に 時代の 中心的 人物を 活殺す。 莊重 
莊嚴に して 興味 津々 。敎育 家、 經世 家の 必讀書 也。 
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目 1 支那 思想 發達史 | 
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麵判 數洋 $ ?l s 定價倉 t 齒六 .拾 錢 小包 料 士一錢 

本® は 祖先 崇拜 、姓の 趨原 、祭 天の 俗 f 討究して 社— 織 
を 明に し、 黃 老の說 、莊 列の 說 、孔孟の 說を 始めと し 諸子 百 
家の 哲學を 批判 解剖し 就中 易の哲 學及び 中世の ie 事は 最も 

:|1: 蘇を 極む 近世は 王 陽 明に 至 9、 進んで 現今 支那 人の 思想に 論及す。 材 
料 豐富敍 事 精 透、 眞に 近時®® の：^^ ^ 也。 哲學 、文學 に 志す の士は 勿 
論、 教育家、 宗教家の 必讀書 也。 
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東北 帝國 大學敎 授 

文 學士溝 淵 進 馬 先生 著 


特 .東西 敎育界 の 現 K を 屬察 ^L AI: 、 空 瘡 松 §T パ 
j 一實祭 を 主と し、 新 日本の 活舞臺 に 立つ て活窗 
色 •し 得る 實際的 有爲の 人材を 作る を 主眼と t 。 


Jsy.^ ;g s l 顧 


萬 朝 報 評 

丁酉 倫理 評 


身體情 神の 鍛錄 U 力めて、 生存 競爭 場裡 J- 
勇往邁進、 敢て 一步の 他 4 嫩ら :f u >A 
格 4> 養成 * t£ しむる こと、 是れ 著名が 主張の 
大靖神 也 

著者 ! t 其 活眼 か 開いて 着實一 .一歐 米 L0 國敎育 
の K 際 4* 調 查研究 し n る もの、^ :に 省 册 
上 i リ書生 論な 爲す 者と 遙 に 其 選な 異 1: 

T: 


醫學 博士 獅 保三郧 文學 博士 元 良 勇 次 郞 U ▲▲ご」 tb Br 
醫學 博士 伊藤祐 彥醫學 博士 久保 猪之吉 先生 Jt ハ 敗 
醫學士 加 藤尙義 大學助 手 氏 原佐葳 


__ 育 病理 治療 學 


學齡 異常 兒の 病理 及 教育法 
上卷 if il s 正價 金貳圓 1 r lll iar 儀 


本 著は 啻に 本邦に 於け る敎育 病理 學 書の 嚆矢 
たるの みならず、 又實に 世界に 於け る嚆 矢な 
り。 盖し敎 育 病理 學の 事た る、 一般 社 會と最 
も密切 なる 關係を 有せる ものにして、 敎育を 
して 眞に其 効果を 收 めしめ 健全なる 新國 民を 
育成 せんとせば、 必す此 の錄 W 病 M 學に 依ら 
ざるべ からす。 敢て敎 育 家、 醫 家、 芯 理學菪 
其 他 一般 家庭に 必備 を勸む 
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文學 博士 遠 藤隆吉 先生 著 
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菊判 三百 餘頁 
定價 一圓 十錢 
都 税金 十二 錢 


我 現代の 學界 、教育界が 最も 要求す る ものは 何ぞや 。漢學 の 精神 修養と 而し 
て 特に 硬敎育 なり。 

此 思想に 觸れ次 る 4 のは、 以て 現代 第一流の 思潮に 觸れた る 4 のとい ふべ からず。 卽ち 本書は 此 
聲に應 b て 起れ るネ のな. CS。 想 ふに 現 時の 我敎 育は、 徒らに 形式の 美を 競 CA 、 手を 振う 眉を 動か 
し、 唯 だ 未 技の 精緻に のみ 汲々 ^ う。 本書は 之に 慊らず 之が 反動 i して 現 はれた 著者は を 0 
學 、現 時の 學界に 於て 群鷄 ょう 數 頭を 拔き 、且つを の識 、古今東西を 睥睨し、 所謂 博學 達識 偷を 
絕す るの 人な う。 本書は 此學識 にょう、 三年 刻苦の 結果に なれる 成果に して、 且つ 著者 現に 之を 
實行 しつ  >ぁ る 7P の、 以て 本書が 如何に 現代を 裨益 する かは 玆に呶 々を 要せ 次るな う 

•は 時代の 劣敗 者た るべ し 
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臓 國民性 十 論 


全文 學 博士 芳賀矢 一先 生 著 


四六判 美本 定價金 七十 錢郵稅 金六錢 
世界の 大舞臺 に 立て 活動 せんとす るには、 先づ 
自國民 特有の 性質を 十分 理解し 置く を 要す。 是 
れ啻に 國民 としての 義務なる のみなら す、 國運 
の 發展を 謀 b 自己の 向上 進步を 全ぅする に 於て 
必要 缺く 可から ざる 要素な れば也 。 

本書は 國民特 有の 性質を 神話、 文學、 語 學 、法律、 
美術、 風俗 等の 各方 面ょり 縱橫に 論 斷 せる もの、 
着想 奇警、 引證 的確、 ょく 我 國體の 精華を 發 揮し 
よく 我 國民 の眞相 を 暴露す。 淼嚴莊 重の 論 あり。 
滑稽 諧 譃の談 あり。 何人に 向 つても 一讀 卷を释 
く 能は ざら しむる 快味を 與 ふ。 眞に是 れ 靑年必 
讀の書 也。 凝 もな く國民 必購の 書 也。 


著 若 外遊 六 年間、 遙か |: 祖 固の 天な 望んで 深く 聶慮す る 所 あ 

_益 |? 4 fl il ff LI: 刻下 最急 要の 問 

を 解決 -CJ: んと 試み r: る もの 即ち 本 # なり。 論 T る 所 It 我 
tn ^ 國民 性の 諸相、 之が 基礎を ^ せる 諸耍件 、及び 國民 性の 

方針 Lit 飞 、時 11或 1-1! *^贤  、新聞記者 的 快 
筆 15 が 謹厳、 學 者の 講座に 立つ が 
如く、 一 氣呵成 虹蜣を 吐く #? ^ 

T 據る听 基く 所 あ リ且呰 著者 滿腔の 热悄 と硿 信と Li  i リ出づ 
る： とな 知ら しむ。 今や 我國 民 11 大自焭 の |§ い頂 1: あり、 . 1r. ハ 文明 
發展の 方法 11 就て 桟本的 思慮 4* 致し、 明治 敎脊の 効果 如何 LL 
就て 大 々的 疑議な 挿む もの あるに 隣し、 本齊の 出づゐ 偶然 •し 

非す、 青年 も 敎育者 も經世 絃も 一般 人士 も讀ん で 
覺醒 する 所 蓋し 尠少 ならざる べきを 信ず 
(四六判 全一册 四百 頁 定價金 一圓 十錢郵 税 八錢) 
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と 西す ベ 人!） しの 坪 
し洋る ！)藝 て 。山 内 
て 古に 。術 釀さ腹 博 
讀文ひ 希 家され に士 
む 學と臘 とれば 野 序 
ベ 研 し 神て ざ 泰生文 
〈鐄 。話 も 5 西し の 
、の 代を 大 しのて 一 
趣 枝 水 閑抵も 名亂節 
味 祈 君 却 一の あれ： 
高と のす た殆 る暌： 
き し跆 るび ど 文け‘ 
M て篇 はは 稀 藝る希 
話 讀あ西 狂な に 無臘 
J： むる 洋 蜂！） し數神 
ヰし ベ 所 文と 。ての 諸 
てく 以爇 なは 此 花は 
も 、なの 丨） るの 奔パ 
讀 新る 大てか 花丨 - 1 
む しべ 半 こ 後の ルナ 
一き しを、 代 蜜 ^ … 


閑に の [こ すナ 
却 遊 詩よ ベス 
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第三 版 


定價 一圓 五十 錢 送料 十二 i 


本書は 主として 著者 ♦か 中學敎 宵 時代の 研究の 結果を 
集めた る ものにして、 曩に 出版せ し 「通俗 偷理 談」 と 
相 接す。 其 普通の 偷理 書と 異なる は、 其讀書 推理ょ 
り 來れる もの 少なく して、 實驗 直覺に 基く もの 多き 
j とな b。 文 學と實 際 倫理との 交渉 も 亦 之に よりて 
窺 ふを 得べ し。 文章は 平明 暢達に して 趣味に 富め b。 
最も 時勢に 適切なる 萬 人 必讀の 金 科玉條 はこれ 也。 


文學博 士坪 內雄葳 先生 著 


本書は 著者 0> 専ら 中學程 度の 少年の 涊 に 物せられ た 
る ^ 理談を lii めて 一册 子と なせる もの 也 0 自序 !: 日く 
「世の 少年が 修身 處世の 上に 何等 & の鏖考 たるを 得 
んか 、著苕 の本懷 な と。 以て 本書の 主 if を 知る 
べし。世の偸理敎育に從事する人々は勿諭、苟も修 
身處 设 の 指針を 得ん とする 人々 は、 須臾ら く 本 薛を 
繙 きて、 此穩 健に して 時勢に 適切なる 訓示に 接せ ざ 
る可らす。 
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books. 
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